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新
島
　
襄
の
言
葉

徳
富
猪
一
郎
（
蘇
峰
）
に
療
養
先
か
ら
宛
て
た
手
紙
の
一
節
。
冒
頭
で
新
島
は
、
米
国
留

学
中
か
ら
世
話
に
な
っ
た
森
有
礼
が
国
粋
主
義
者
に
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
を
徳
富
に
知
ら
さ
れ
、

閉
塞
感
漂
う
時
代
を
憂
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
真
の
自
由
教
会
と
自
由

教
育
と
を
実
現
し
、
そ
れ
ら
が
両
輪
と
し
て
前
進
す
る
大
学
の
設
立
を
決
意
し
て
い
る
。
こ

こ
で
言
う
自
由
と
は
？
明
徳
館
に
ラ
テ
ン
語
で
「veritas liberabit vos

」
と
あ
る
が
、
こ

れ
は
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
8
章
「
あ
な
た
た
ち
は
真
理
を
知
り
、
真
理
は
あ
な
た
た
ち
を
自
由
に

す
る
」
と
い
う
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
で
あ
り
、
真
理
と
は
キ
リ
ス
ト
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
キ
リ
ス
ト
の
愛
、
ま
た
隣
人
愛
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
自
由
が
あ
る
。
新
島
は
ア
メ
リ
カ
で

そ
の
自
由
を
味
わ
い
、
日
本
に
お
い
て
ま
た
、
そ
の
必
要
性
を
切
に
感
じ
て
い
た
の
だ
。

さ
て
、
こ
の
手
紙
が
書
か
れ
た
時
、
新
島
夫
妻
は
神
戸
に
4
か
月
間
借
家
し
、
保
養
の
た

め
に
通
っ
た
「
神
戸
諏
訪
山
和
楽
園
」（
現
在
の
兵
庫
県
庁
北
方
）
を
、
郵
便
物
の
宛
先
と

し
て
手
紙
を
受
け
取
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
こ
れ
で
は
保
養
に
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
、
あ
き
れ
た
」
と
和
楽
園
の
主
人
に
言
わ
せ
た
ほ
ど
、
大
学
設
立
の
た
め
病
を
押
し

て
精
力
的
に
手
紙
を
書
い
て
い
た
。
同
志
社
の
礎
は
、
こ
の
新
島
の
信
仰
に
よ
っ
て
創
ら
れ

た
。
混
迷
の
時
代
に
生
き
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
改
め
て
こ
の
両
輪
を
揃
え
、
整
え
て
、
新
島

の
軌
跡
を
辿
り
つ
つ
、
同
志
社
と
い
う
車
を
、
共
に
未
来
へ
進
め
る
も
の
で
あ
り
た
い
。

森
田
　
喜
基
（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

■�…真之自由教会ト自由教育を得セしめよ、

此二件ハ車之両輪あるか如く是非トモナ

カラネハナラサル者と確信仕居候…
� 「1889年3月5日　徳富猪一郎宛て書簡」／『新島襄全集4』p67



大　学

『2020年度同志社クローバー祭、第145回同志社EVEオンライン開催』
�
2020年度同志社クローバー祭、第145回同志社EVEは新型コロナウイルス感染症の影
響で、オンラインでの開催となった。初めての試みであったが、学生スタッフのア
イデアが結集されたイベントとなった。

第145回同志社EVEの様子2020年度同志社クローバー祭の様子

『同志社創立記念日祈祷会』
� 2020年11月29日

法　人

同志社創立記念日祈祷会が、11月29日（日）午前9時から、栄光館ファウラーチャペル
において執り行われた。今年度は若王子山頂にある同志社墓地から開催場所を移し、
かつ、人数制限を設けての開催となったため、165名（内オンライン参加者88名）の園
児・児童・生徒・学生・教職員・卒業生・保護者等の参加となった。



中学校・高等学校

『高校「岩倉祭」・中学「オンライン学園祭」』� 高校　2020年10月２日～５日
� 中学　2020年11月24日～27日
輝いてこそ青春！　二度とない中・高生活を、コロナで灰色に塗りつぶされる事は
ありません！　コロナ感染症対策を充分配慮しつつ、生徒達のアイデアを駆使し、
オンラインによる様々な行事を実施しました。

（参考）
彼女は決して美人ではありま
せん。しかし、私が彼女につ
いて知っているのは、美しい
行いをする人（ハンサムウー
マン）だということです。
私にはそれで十分です。

（新島襄からハーディー宛の手紙　
1875年（明治8年）11月23日）

『新型コロナウイルス感染防止対策「Be�Handsomeキャンペーン」』
新型コロナウイルスを乗り切るために、新島襄が
妻八重を美しい行いをする人として評した手紙よ
り引用した、「Be Handsome」キャンペーンを実施。
感染防止対策の励行は、キリスト教主義に基づい
た他者への思いやりの気持ちに基づくもので、美
しい行いができる女性（ハンサムウーマン）になっ
てほしいという思いを込めています。学生製作の
ポスター掲示、動画公開に加え、全学生に感染防
止に関するマナー冊子、オリジナル消毒ジェル、
ウエットティッシュを配布して啓発を行った。

女子大学

（高校）３年生によるダンスパフォーマンス「18祭」 （中学）29年目の風間浦中学との交流は、オンラインで実施

（中学）オンライン学園祭（D'fes）：同中PICTURES 
（全校生から集めた写真で一枚のモザイク写真を作成） （中学）オンライン学園祭（D'fes）：中庭にオブジェ設置



『学園祭』� 2020年10月１日

女子中学校・高等学校

今年の学園祭は新型コロナウイルス感染症の影響により、10月1日（木）の一日実施と
なりました。「Stay Happy」を学園祭テーマとして、密を避けるために、ホームルーム
教室へ動画配信やライブ配信の形で行いました。数々の映像作品や体育祭、人生ゲ
ームなど、例年とは違う企画を、生徒会を中心に一から作り上げ、皆で楽しみました。
また、合わせて、この一週間を文化週間として、アトリウム他で、作品や調べ学習
などの発表の機会を持ちました。

『2020クリスマスツリー点灯式』� 2020年11月10日

�

香里中学校・高等学校

2020年11月10日（火）17時より中庭が工事中の為、食堂前に場所を移して点灯式を行
いました。帰宅前やクラブ帰りの生徒達が見守る中、聖歌隊によるクリスマス賛美
を行いツリーに明りを灯しました。



小学校

新型コロナウイルス感染症予防の観点から中止となったスポーツフェスティバルに
代わり、新しい行事「みちくさできょうりょく」を開催しました。６年生がリーダー
シップを発揮して、各学年に分かれて取り組んだ競技を繋ぎ、各教室に配信した映像・
音声で学校全体が大いに盛り上がりました。

『「みちくさできょうりょく」を開催しました』� 2020年11月７日

国際中学校・高等学校

『中高文化祭』
� 2020年９月26日

9月開催予定の体育祭がコロナ禍で中止にな
った代替として、10月にクラス別対抗のゴ
ールドッチ大会を高校生体育大会として開
催をした。

コロナ禍で、例年どおりの文化祭が開催で
きない中、各クラスで企画・協力して作成
したビデオ映像を新島記念講堂で上映発表
した。

『�高校生体育大会』
� 2020年10月21日



『運動会』
� 『収穫感謝祭』

�

幼稚園

9月29日（火）、30日（水）、10月1日（木）
の3日間、運動会を幼稚園ホールにて実施し
ました。密を防ぐため、保護者は園児につ
き1名までとし、学年ごとに観覧日を分けて
の開催でした。毎日違うお客さんに応援し
てもらいながら新鮮な気持ちで3日間園児た
ちは力を出し切ることが出来ました。感染
対策を万全にするため制限が多い中での実
施となりましたが、子どもたちの積み重ね
や頑張りを発揮する機会をもつことができ
ました。

11月13日（金）に収穫感謝祭の礼拝をしま
した。子どもたちが各家庭から野菜や果物
を持ち寄り、各々がホールに捧げました。
その後ホールに集い、野菜や果物を前に聖
話を聞き、神様が私たちを守り、豊かな恵
みを与えてくださったことに感謝の気持ち
を込めてお祈りを園児たち全員で捧げまし
た。社会的距離を取りながらでしたが、久々
に全園児がホールに集まり心を一つにして
礼拝をする貴重な機会を持つことができま
した。

国際学院

国際部：『KYOTO�GRAPHIE�School�Competition�2020』
� 2020年10月16日

The DISK art students from grades 8 to 10 took part in the 2020 
Kyotographie Kids Photo Competition, which is a component of 
KYOTOGRAPHIE Kyoto International Photo Festival, Out of 359 
student entrants from the Kansai area, 39 finalists were chosen. 
DISK is proud that two of our students were finalists. We are 
even prouder to share the news that Ayase Yamagishi, with her 
photo entitled Pandemic Street, won overall first place.
Our congratulat ions go out to al l the young, talented 
photographers.

The 1st Prize 
winner: Ayase 

Yamagishi

The 2 finalists: 
Ayase Yamagishi 

and Seokyung Kim

3年生は、秋学期の後半を使って『アイデ
ンティティー』をテーマに探究学習を進め
ています。この日は、ワシントン・ウィザ
ーズでデジタルメディアスペシャリストと
してご活躍の新川諒氏をゲストスピーカー
として迎えました。Zoomの画面を通じて、
アメリカの大リーグで通訳をされていたお
話を交えながら、仕事を通じた出会いや国
際中高時代の経験など、子ども達の励みに
なるお話をたくさんいただきました。

初等部：『新川諒氏を迎えて』
� 2020年10月13日



私 の 志
（本文4〜7頁）イ ン タ ビ ュ ー の 2 人

パラ・パワーリフティングに打ち込みながら、共生社会実現に向けて活
動中。コンテンツ作成と講師を務める「あすチャレ！Aｃaｄeｍｙ」ではオ
ンラインセミナーも始めました。これからも笑顔で伝え続けていきます。

言葉は人を笑顔にするけど傷つけることもあることを、キャ
スター全員が心に留めて報道しています。だから人を「いじ
る」時は、愛のあるツッコミがポリシーです。

濱
田
隼
平
さ
ん

１
９
８
８
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。２
０
１
１
年
、同
志
社
大
学
社
会
学
部
教
育
文
化
学
科
卒
業
。同

年
、山
口
朝
日
放
送
に
入
社
し
報
道
部
に
在
籍
、ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、記
者
、デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、カ
メ

ラ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
経
験
。２
０
１
３
年
、
中
京
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社
に
入
社
し

編
成
局
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
に
配
属
。現
在
は
主
に
夕
方
報
道
番
組「
キ
ャ
ッ
チ
！
」で
キ
ャ
ス
タ
ー
、

リ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
を
担
当
す
る
他
、
ス
ポ
ー
ツ
の
実
況
中
継
も
得
意
と
す
る
。大
学
時
代
は
体

育
会
硬
式
野
球
部
に
所
属
。

山
本
恵
理
さ
ん

１
９
８
３
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
２
０
０
６
年
、
同
志
社
大
学
文
学
部
文
化
学
科
心
理
学
専
攻
卒
業
。

２
０
１
０
年
、
大
阪
体
育
大
学
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
同
年
、
カ
ナ
ダ
へ

留
学
。
２
０
１
２
年
、
ア
ル
バ
ー
タ
州
立
大
学
大
学
院
体
育
学
部
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
専
攻
修
士
課
程
入
学
。
留
学
中
、
パ
ラ・ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
カ
ナ
ダ
女
子
代
表
に
選
出
。

２
０
１
５
年
よ
り
公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
職
員
。
２
０
１

６
年
よ
り
パ
ラ
・
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
開
始
。
２
０
１
７
年
、
Ｆ
Ａ
Ｚ
Ｚ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ド
バ
イ
大
会
に
て
女
子
55
㎏
級
６
位
。
２
０
１
９
年
、
全
日
本
選
手
権
女
子
55
㎏
級
１
位
。
同
年
、

東
京
２
０
２
０
大
会
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
に
て
日
本
記
録
を
更
新
（
63
㎏
）
し
、
女
子
55
㎏
級
１
位
。
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生
支
援
課　
44

同
志
社
ナ
ウ



●
本
誌
で
は
学
校
法
人
同
志
社
の
各
学
校
名
か
ら
「
同
志
社
」
を
省
略
し
て
、
左
記
の
と
お
り
表
記
し
て
い
ま
す
。

大
学
＝
同
志
社
大
学
、
女
子
大
学
＝
同
志
社
女
子
大
学
、
中
学
校
・
高
等
学
校
＝
同
志
社
中
学
校
・
高
等
学
校
、
香
里
中
学
校
・
高
等
学

校
＝
同
志
社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
、
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
＝
同
志
社
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
、
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
＝

同
志
社
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
、
小
学
校
＝
同
志
社
小
学
校
、
国
際
学
院
初
等
部
・
国
際
学
院
国
際
部
＝
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
・

同
志
社
国
際
学
院
国
際
部
、
幼
稚
園
＝
同
志
社
幼
稚
園

●
執
筆
者
等
の
役
職
・
職
位
は
２
０
２
１
年
４
月
１
日
現
在
、
大
学
広
報
課
が
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

　
　

  

２
０
２
０
オ
ン
ラ
イ
ン
同
志
社
ク
ロ
ー
バ
ー
祭  

 

大
学
京
田
辺
校
地
学
生
支
援
課　
46

　
　

  

動
物
介
在
教
育
の
実
践 

〜
ス
ク
ー
ル
ド
ッ
グ「
ス
ー
」の
役
割
〜  

 

青
木

　潤
一　
48

　
　

  

２
０
２
０
年
度
コ
ロ
ナ
禍
で
の
体
育
祭
・
文
化
祭  

 

石
井

　莉
乃　
50

　
　

  

女
子
中
高
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ　

休
校
中
の
学
び
に
対
し
て 

〜
学
び
を
止
め
な
い
た
め
に
〜  

 

川
嶋

　有
一　
52

　
　

  
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
学
校
行
事  

 

本
田

　
　学　

54

　
　

  Loveʼs Labours Gained  
〜
“For stony lim

its cannot hold love out And what love can do that dares love attem
pt

”
〜 

　
　

 
 T

im
othy L. M

ED
LO

CK　
56

新
刊
紹
介 

　58

新
版 

交
通
犯
罪
対
策
の
研
究
・
川
本
哲
郎
著
／
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス
Ⅲ
―
「
文
化
交
換
」
の
美
学
的
展
開
編
・
清
瀬
み
さ
を
編
著
／

教
員
の
報
酬
制
度
と
労
使
関
係
―
労
働
力
取
引
の
日
米
比
較
・
岩
月
真
也
著
／
変
容
す
る
「
二
世
」
の
越
境
性
―
１
９
４
０
年
代
日
米
布

伯
の
日
系
人
と
教
育
・
吉
田
亮
編
著
／
キ
リ
ス
ト
教
史
の
学
び
（
上
下
）・
越
川
弘
英
著
／
新
装
増
補
版 

今
、
礼
拝
を
考
え
る
―
ド
ラ
マ
・

リ
タ
ジ
ー
・
共
同
体
・
越
川
弘
英
著
／
教
養
の
会
計
学
―
ゲ
ー
ム
理
論
と
実
験
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
・
田
口
聡
志
著
／
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
×
ト

ラ
ン
プ
の
時
代
―
金
融
危
機
と
民
主
主
義
の
溶
解
・
小
野
塚
佳
光
著
／
歴
史
の
教
訓
―
「
失
敗
の
本
質
」
と
国
家
戦
略
・
兼
原
信
克
著
／

独
居
高
齢
者
の
セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク
ト
研
究
―
当
事
者
の
語
り
・
鄭
熙
聖
著
／
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
み
る
―
社
会
の
深
層
で

何
が
起
き
て
い
る
の
か
・
内
藤
正
典
著
／
「
超
」
働
き
方
改
革
―
四
次
元
の
「
分
け
る
」
戦
略
・
太
田
肇
著
／
不
思
議
の
国
の
ロ
ン
ド
ン
・

臼
井
雅
美
著
／
「
共
に
生
き
る
」
た
め
の
経
済
学
・
浜
矩
子
著
／
入
門 

埋
蔵
文
化
財
と
考
古
学
・
水
ノ
江
和
同
著
／
暮
ら
し
の
古
典
歳
時
記
・

吉
海
直
人
著
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挫
折
を
癒
さ
れ
た
体
験
か
ら

言
葉
の
力
に
目
覚
め
る

─
─
同
志
社
大
学
の
志
望
動
機
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

濱
田　

私
の
母
校
で
あ
る
相
生
高
校
の
先
輩
に
、

同
志
社
大
学
の
硬
式
野
球
部
で
活
躍
さ
れ
た
山

田
勝
司
さ
ん（
01
年
法
卒
）が
お
ら
れ
ま
す
。
現

在
、
東
邦
ガ
ス
硬
式
野
球
部
の
監
督
で
す
。
私

も
野
球
を
し
て
い
た
の
で
、
山
田
さ
ん
に
憧
れ

て
同
志
社
に
行
こ
う
と
。
大
学
案
内
が
届
い
た

時
、
あ
の
紫
色
と
三
角
形
の
徽
章
、「
同
じ
志
の

社や
し
ろ」と

い
う
校
名
を
見
て
他
の
大
学
に
ま
っ
た

く
興
味
が
湧
か
な
く
な
り
、
同
志
社
し
か
受
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
縁
で
し
ょ
う
か
。

─
─
な
ぜ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
志
さ
れ
た
の
で
す
か
。

濱
田　

高
校
時
代
に
先
生
の
ひ
と
言
で
英
語
が

好
き
に
な
っ
た
り
野
球
に
対
す
る
意
識
が
変
わ

っ
た
り
し
た
経
験
か
ら
、
教
員
を
目
指
し
た
時

期
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
自
分
の
好
き
な
こ
と

は
何
か
と
熟
考
し
た
時
に
、
物
事
を
伝
え
る
こ

と
で
、
人
が
よ
り
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
大

学
３
年
の
時
、
練
習
中
に
顎
を
骨
折
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
入
院
中
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し

た
。
野
球
部
で
は
周
囲
の
レ
ベ
ル
が
高
す
ぎ
て

当
時
の
私
は
劣
等
感
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
練

習
か
ら
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
を
後
悔

し
て
頑
張
り
出
し
た
時
の
け
が
で
し
た
。
そ
の

時
、
隣
に
入
院
し
て
お
ら
れ
た
方
が
た
ま
た
ま

私
の
話
を
聴
い
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
ね
。
人

生
は
９
割
が
辛
く
て
１
割
が
幸
せ
な
ん
だ
、
た

ま
に
食
べ
る
ケ
ー
キ
が
美
味
し
い
か
ら
幸
せ
を

感
じ
る
ん
だ
、
人
生
も
そ
れ
と
一
緒
だ
と
話
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
と
て
も
気
が
楽
に
な
り
、
言

葉
っ
て
凄
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
言

葉
で
人
を
幸
せ
に
し
た
い
、
誰
か
を
楽
し
ま
せ

た
い
と
思
っ
て
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
へ
の
関
心
が

生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

─
─
出
演
番
組
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

濱
田　

夕
方
の
報
道
番
組「
キ
ャ
ッ
チ
！
」で
、

月
・
火
曜
は
キ
ャ
ス
タ
ー
、
水
・
金
曜
は
中
継

リ
ポ
ー
タ
ー
、
土
・
日
曜
に
隔
週
で
ス
ポ
ー
ツ

中
継
の
実
況
を
し
て
い
ま
す
。
カ
バ
ン
を
背
負

っ
て
街
を
歩
く「
ぶ
ら
り
旅
」と
い
う
コ
ー
ナ
ー

も
担
当
し
て
い
ま
す
。

─
─
や
り
が
い
は
何
で
す
か
。

濱
田　

す
べ
て
の
仕
事
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

持
っ
て
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に「
ぶ
ら
り

旅
」は
台
本
が
な
い
仕
事
。
自
分
で
言
葉
を
紡

ぐ
難
し
さ
や
、
い
き
な
り
声
を
か
け
た
方
に
ど

こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
い
の
か
を
、
瞬
時
に
距

離
感
を
測
り
な
が
ら
判
断
す
る
難
し
さ
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
困
難
を
突
破
し
て
人
の
笑
顔
や
町

アナウンサーは天職

言葉で人を幸せにして
人生の選択肢を
増やしてもらいたい

濱
は ま

 田
だ

 隼
じゅん

 平
ぺ い

 さん
アナウンサー

コミュニケーション能力を買われ、2020年３月から
夕方の報道番組でキャスターを務める32歳。「アナウ
ンサーになれたことは人生最大の幸せ」と言う若き同
志社人に、志を伺いました。

私 の 志



イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

5

の
魅
力
を
引
き
出
す
と
こ
ろ
に
、
一
番
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。
い
つ
も
観
て
い
る
よ
、
笑
わ

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
と
い
う
反
応
を
街
で
ダ

イ
レ
ク
ト
に
聞
く
瞬
間
が
嬉
し
い
で
す
ね
。

言
葉
は
諸
刃
の
剣 

使
い
手
と
し
て
の
技
量
も
磨
き
た
い

─
─
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
全
体
が
不
安
に
陥
っ
た

年
で
し
た
。
気
づ
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

濱
田　

自
粛
期
間
は
人
と
の
接
触
が
か
な
り
制

限
さ
れ
、
漠
然
と
し
た
不
安
に
襲
わ
れ
た
方
も

い
れ
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誰
か
を
攻
撃
す
る
な
ど
人

の
心
が
凶
暴
化
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

人
の
心
が
ブ
レ
た
期
間
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
相
手
を
思
い
や
り
、
人
の
心

が
安
ら
ぐ
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大

切
さ
に
改
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。

─
─
コ
ロ
ナ
報
道
の
難
し
さ
は
何
で
し
ょ
う
か
。

濱
田　

報
道
人
と
し
て
肯
定
、
否
定
の
ど
ち
ら

か
に
偏
る
こ
と
な
く
、
必
ず
両
方
の
可
能
性
を

伝
え
る
こ
と
を
心
が
け
て
き
た
も
の
の
、
反
省

点
も
多
か
っ
た
で
す
。
最
初
は「
外
出
を
控
え

て
く
だ
さ
い
」と
結
構
強
め
に
言
っ
て
い
ま
し

た
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
感
染
者
に
非
が
あ

る
か
の
よ
う
な
伝
え
方
で
す
ね
。
一
番
辛
い
の

は
感
染
し
た
人
だ
か
ら
、
当
事
者
が
辛
い
思
い

を
し
な
い
よ
う
な
伝
え
方
が
あ
る
は
ず
。
マ
ス

ク
に
し
て
も
着
用
が
義
務
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
肌
荒
れ
が
ひ
ど
か
っ
た
り
、
着
け
る

と
過
呼
吸
に
な
っ
た
り
す
る
人
も
い
る
。
そ
う

い
う
方
た
ち
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
ひ
と
言
を
入
れ

る
よ
う
、
今
も
心
が
け
て
い
ま
す
。
専
門
家
か

ら
日
々
情
報
収
集
を
し
な
が
ら
の
報
道
で
す
が
、

研
究
者
の
中
で
も
ど
ん
ど
ん
考
え
が
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
当
初
は
も
っ
と
多
方
向
の
意
見
を
集

め
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
反
省
も
あ
り
ま
し
た
。

─
─
守
っ
て
い
き
た
い
志
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

濱
田　

言
葉
に
関
す
る
こ
と
は
、
と
こ
と
ん
追

求
し
た
い
で
す
。
30
代
は
さ
ら
に
知
識
・
教
養

を
身
に
つ
け
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
や
め
ず
に
自
分

の
幅
を
広
げ
て
、
よ
り
多
く
の
人
に
共
感
し
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
話
を
し
た
い
。
言
葉
の
深
み

を
出
し
て
、
こ
の
人
の
話
な
ら
聴
い
て
み
た
い

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

─
─
将
来
や
っ
て
み
た
い
仕
事
は
あ
り
ま
す
か
。

濱
田　

か
な
り
先
の
目
標
で
す
が
、
退
職
後
は

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
大
学
教
授
に
な
り
、

ゼ
ミ
を
持
っ
て
み
た
い
。
自
分
が
培
っ
た
も
の

を
還
元
で
き
る
よ
う
な
分
野
で
教
え
て
み
た
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
将
来
余
裕
が
で
き
れ
ば
、

も
う
一
度
大
学
で
学
ぶ
の
も
い
い
。
そ
れ
と
は

別
に
全
国
で
講
演
を
行
い
、
言
葉
の
素
晴
ら
し

さ
や
可
能
性
を
伝
え
た
い
で
す
。
関
西
人
な
の

で
、
本
当
は
お
笑
い
芸
人
に
も
憧
れ
て
い
ま
す
。

笑
い
で
世
の
中
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
最
終
的

な
目
標
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
笑
）。

─
─
学
生
時
代
の
思
い
出
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

濱
田　
「
教
職
概
論
」の
宮
坂
朋
幸
先
生
に
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
志
望
で
あ
る
こ
と
を
話
し
て
、
授
業

の
終
わ
り
に
大
教
室
で
10
分
間
し
ゃ
べ
ら
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
学
生
に
は
出

席
代
わ
り
に
感
想
文
を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と

ま
で
提
案
し
ま
し
た（
笑
）。
そ
の
感
想
文
を
読

み
、
伝
え
る
喜
び
を
さ
ら
に
感
じ
て
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
目
指
す
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

─
─
若
い
同
志
社
人
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

け
ま
す
か
。

濱
田　

同
志
社
大
学
で
私
の
周
囲
に
は
、
い
つ

も
高
い
志
を
持
つ
仲
間
が
い
ま
し
た
。
ミ
ス
キ

ャ
ン
パ
ス
同
志
社
を
立
ち
上
げ
た
同
級
生
も
い

る
し
、
読
売
巨
人
軍
の
小
林
誠
司
捕
手（
12
年

商
卒
）は
野
球
部
の
１
学
年
後
輩
で
す
。
ナ
ゴ

ヤ
ド
ー
ム
で
会
っ
た
時
に
は
誇
ら
し
く
思
っ
た

と
同
時
に
、
自
分
も
さ
ら
に
上
を
目
指
そ
う
と

思
わ
せ
て
く
れ
た
。
在
学
生
の
方
に
は
そ
ん
な

仲
間
を
大
切
に
し
な
が
ら
青
春
を
謳
歌
し
て
ほ

し
い
し
、
卒
業
生
の
方
は
学
ん
で
き
た
こ
と
に

お
ご
ら
ず
、
同
志
社
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち

続
け
て
欲
し
い
で
す
。

（
２
０
２
０
年
11
月
16
日
、
名
古
屋
市
に
て
）
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笑
い
で
人
を
助
け
た
く
て 

心
理
学
を
学
び
に
同
志
社
へ

─
─
同
志
社
大
学
へ
の
入
学
動
機
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

山
本　

私
は
先
天
性
の
二
分
脊
椎
症
で
、
両
足

が
不
自
由
で
す
。
皮
膚
の
感
覚
も
な
い
部
分
が

あ
る
た
め
、
高
校
２
年
の
夏
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
太
も
も
に
重
度
の
火
傷
を

負
い
ま
し
た
。
１
年
間
入
院
し
、
９
歳
か
ら
続

け
て
い
た
水
泳
も
諦
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

そ
の
入
院
中
に
、
複
雑
骨
折
を
し
た
男
性
と
知

り
合
い
ま
し
た
。
笑
顔
で
過
ご
す
私
を
見
て
、

そ
の
方
が「
死
の
う
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
ま

た
生
き
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」と
言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。
私
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
、

将
来
は
人
を
助
け
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
そ
の
頃
、
笑
い
で
患
者
を
癒
す
医
師
を

描
い
た
映
画「
パ
ッ
チ
・
ア
ダ
ム
ス
」に
衝
撃
を

受
け
た
こ
と
も
影
響
し
ま
し
た
。
将
来
を
再
考

し
始
め
た
私
に
母
が
勧
め
て
く
れ
た
の
が
、
心

理
学
の
勉
強
で
す
。
大
学
選
び
で
は
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
シ
ド
ニ
ー
大
会
に
水
泳
で
出
場
さ

れ
た
宮
本
圭
さ
ん（
２
０
０
３
年
３
月
文
学
部

卒
）の
影
響
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
Ａ
Ｏ
入
試

の
面
接
で
は「
笑
い
の
研
究
を
し
た
い
」と
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
面
接
官
に
感
情
心

理
学
が
ご
専
門
の
鈴
木
直
人
先
生
が
お
ら
れ
、

後
に
ゼ
ミ
で
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

─
─
大
学
院
で
も
学
ば
れ
ま
し
た
。

山
本　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
向
上
に
笑
い
が
影

響
を
与
え
る
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
試
合
前
に

お
笑
い
の
ビ
デ
オ
を
観
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
ア

ス
リ
ー
ト
は
多
い
で
す
。
笑
い
が
緊
張
を
緩
和

し
て
、
ち
ょ
う
ど
良
い
覚
醒
状
態
に
持
っ
て
い

く
の
で
は
と
い
う
仮
説
を
検
証
し
ま
し
た
。

─
─
カ
ナ
ダ
留
学
も
さ
れ
ま
し
た
ね
。

山
本　

２
０
０
８
年
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
北
京

大
会
に
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
帯
同
し
ま

し
た
。
そ
の
際
、
選
手
の
役
に
立
て
な
か
っ
た
と

い
う
悔
い
が
残
り
、
英
語
力
の
必
要
性
も
痛
感

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
留
学
し
て
、
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
を
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
私
の
研
究

テ
ー
マ
は
、
先
天
性
と
後
天
性
の
障
が
い
者
が
、

ど
の
よ
う
に
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
確
立
さ
せ
る
の
か
と
い
う
も
の
。
対
象

は
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
絞
り
ま
し
た
。
先
天
性

の
人
は
社
会
的
に
も
自
己
の
環
境
的
に
も
、
そ

も
そ
も
周
囲
と
競
争
し
に
く
い
環
境
に
い
ま
す
。

自
分
は
ア
ス
リ
ー
ト
だ
と
い
う
自
己
認
知
を
得

る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
自
分
が
ア
ス
リ

ー
ト
だ
と
い
う
意
識
は
、
後
天
性
の
障
が
い
者

の
方
が
立
ち
上
が
り
や
す
い
の
で
す
。
ま
た
女

性
の
障
が
い
者
ア
ス
リ
ー
ト
は
、
障
が
い
者
で
あ

パラリンピックで日本を変える

笑顔とパラスポーツで
共生社会の実現に
寄与したい

山
や ま

 本
も と

 恵
え

 理
り

 さん
パラ・パワーリフティング選手

笑いで人を助けたいと、大学で学んだのは心理学。子ども
時代は水泳に打ち込み、留学時代はパラ・アイスホッケー
のカナダ代表、2016年に始めたパラ・パワーリフティング
でも日本代表を狙う位置に。仕事ではパラスポーツの普
及と共生社会の実現に取り組む、パワフルな卒業生です。

私 の 志
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る
こ
と
と
女
性
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
か

ら
ア
ス
リ
ー
ト
像
と
し
て
二
重
に
認
知
さ
れ
に

く
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。D

ouble 
discrim

ination

、
二
重
の
差
別
で
す
。
私
自
身

も
健
常
者
と
一
緒
に
泳
ぐ
訳
で
は
な
く
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
パ
ラ
水
泳
で
１
位
に
な
っ
て
も
、
自

分
が
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
る
と
言
っ
て
は
い
け
な
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
自
分
が
ア
ス
リ
ー
ト
だ

と
思
い
始
め
た
の
は
、
こ
こ
２
、
３
年
で
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て 

社
会
を
変
え
た
い

─
─
現
在
の
お
仕
事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
本　

日
本
財
団
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
パ
ラ
サ
ポ
）で
、
共
生
社
会
を
実

現
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
も
あ

る「
あ
す
チ
ャ
レ
！A

cadem
y

／
あ
す
チ
ャ

レ
！
ジ
ュ
ニ
ア
ア
カ
デ
ミ
ー 

」の
企
画
開
発
、

お
よ
び
講
師
育
成
、
自
身
も
講
師
と
し
て
研
修

を
し
て
い
ま
す
。
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
を
中
心
と

し
た
障
が
い
当
事
者
が
講
師
と
な
り
、
障
が
い

の
疑
似
体
験
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
を
伝
え
、

共
生
社
会
を
考
え
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
２
０
２
０
年
８
月
か
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
版
も
始
め
ま
し
た
。
企
業
で
の
研
修

や
、
学
校
の
道
徳
や
大
学
の
保
育
科
の
授
業
に

導
入
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

─
─
山
本
さ
ん
の
考
え
る
共
生
社
会
と
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

山
本　

障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
共
に
同

じ
ゴ
ー
ル
を
目
指
せ
る
社
会
で
す
。
障
が
い
者

に
手
を
貸
す
人
を「
い
い
人
」と
表
現
す
る
人
が

い
ま
す
が
、
私
は
い
い
人
を
作
ろ
う
と
思
っ
て

活
動
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
隣
人
を

気
に
か
け
て
声
を
掛
け
合
う
こ
と
は
、
社
会
人

の
基
本
的
な
ス
キ
ル
で
す
。
そ
う
い
う
考
え
方

が
当
た
り
前
の
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
パ
ラ

サ
ポ
で
働
い
て
５
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
自
身

の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
課
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
単
な
る
イ
ベ

ン
ト
に
終
わ
ら
せ
ず
、
そ
の
理
念
を
一
人
ひ
と

り
の
生
活
に
落
と
し
込
み
、
社
会
に
定
着
さ
せ

る
の
が
、今
後
の
私
た
ち
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

─
─
お
仕
事
と
両
立
し
て
い
る
パ
ラ
・
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
本　

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
出
会
っ
た
の

は
２
０
１
６
年
５
月
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
視
察
し
た
時
で
し
た
。
い
き
な
り

40
キ
ロ
を
上
げ
た
た
め
、
競
技
に
誘
わ
れ
ま
し

た
。
上
半
身
の
筋
力
だ
け
を
使
う
ベ
ン
チ
プ
レ

ス
な
の
で
、
自
分
に
残
さ
れ
た
力
を
上
半
身
に

い
か
に
う
ま
く
伝
え
ら
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
試
技
は
わ
ず
か
３
秒
ほ
ど
。
考
え
る
暇
は

な
い
し
、
失
敗
し
て
も
挽
回
す
る
時
間
は
あ
り

ま
せ
ん
。
バ
ー
ベ
ル
を
ラ
ッ
ク
か
ら
外
し
て
静

止
さ
せ
、
ス
タ
ー
ト
の
合
図
で
胸
ま
で
下
ろ
し

て
止
め
、
再
び
上
げ
る
。
胸
で
止
め
る
技
術
は

非
常
に
奥
が
深
い
し
、
一
流
の
選
手
は
一
連
の

動
き
が
と
て
も
き
れ
い
。
試
合
で
は
ぜ
ひ
、
そ

の
美
し
さ
も
見
て
ほ
し
い
で
す
。
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
参
加
標
準
記
録
の
65
キ
ロ
ま
で
は
、
あ
と

２
キ
ロ
。
実
際
よ
り
重
い
バ
ー
ベ
ル
を
上
げ
て

い
る
と
思
え
ば
余
裕
を
持
っ
て
力
を
発
揮
で
き

る
の
で
、
最
近
は
80
キ
ロ
を
上
げ
る
つ
も
り
で

記
録
更
新
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

─
─
大
学
時
代
の
思
い
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
本　

同
志
社
大
学
に
入
っ
て
障
が
い
が
あ
っ

て
も
健
常
者
と
同
じ
環
境
で
授
業
が
受
け
ら
れ

る
と
思
っ
た
時
、
初
め
て
世
界
が
開
け
ま
し
た
。

鈴
木
先
生
か
ら「
倜て

き

儻と
う

不ふ

羈き

な
人
に
な
り
な
さ

い
」と
言
わ
れ
た
こ
と
も
印
象
に
残
り
ま
す
。
自

立
し
て
、
自
由
な
発
想
で
生
き
な
さ
い
と
。
そ

れ
ま
で
私
の
道
は
限
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
た

し
、
就
け
る
職
業
も
少
な
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

で
も
そ
の
言
葉
で
、
私
は
何
に
な
っ
て
も
い
い
ん

だ
と
思
え
た
。
だ
か
ら
こ
そ
自
由
な
発
想
に
よ

っ
て
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
社
会
を
変
え
た
い
と

強
く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
社
会
に
巣
立
つ
若

い
方
た
ち
も
、
得
意
な
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と

を
常
に
考
え
て
、
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
２
０
２
０
年
12
月
22
日
、
東
京
に
て
）
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　コ
ロ
ナ
禍
で
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
を
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
日
本
代
表
選
手
・

役
員
と
し
て
長
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
わ
っ
て

こ
ら
れ
た
田
淵
和
彦
先
生
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
学
生
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
い
ま

し
た
。

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
通
じ
て

垣
間
見
た
世
界

─
─
１
９
６
０
年
ロ
ー
マ
、
１
９
６
４
年
東
京

と
２
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
始
め
ら
れ
た
の
は
大

学
か
ら
だ
っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　は
い
。
高
校
ま
で
は
野
球
部
で
し
た
が
、
自

分
の
能
力
の
限
界
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
、
個

人
競
技
の
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
に
転
向
し
ま
し
た
。

60
人
ほ
ど
部
員
が
い
る
な
か
、
常
に
一
歩
前
進

す
る
こ
と
を
考
え
、
練
習
を
し
ま
し
た
。
帰
宅

後
は
高
野
川
や
鴨
川
の
堤
を
走
り
、
庭
に
丸
太

を
据
え
つ
け
て
「
突
き
」
の
練
習
に
励
み
ま
し

た
。
角
材
と
ち
が
っ
て
丸
太
は
滑
る
の
で
な
か

な
か
突
け
な
い
の
で
す
が
、
う
ま
く
突
け
る
よ

う
に
な
っ
て
穴
が
あ
く
と
、
今
度
は
夜
、
暗
闇

の
な
か
で
も
そ
の
穴
を
突
け
る
よ
う
に
と
、
日

夜
キ
ツ
ツ
キ
の
よ
う
に
カ
ン
カ
ン
突
い
た
も
の

で
す
。
街
中
を
歩
く
と
き
も
す
れ
違
う
人
と
の

間
合
い
を
計
っ
た
り
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
だ
り
と
、

日
常
生
活
の
中
で
い
ろ
ん
な
“
運
動
”
を
考
え
、

工
夫
し
、
道
場
で
実
践
と
つ
な
ぐ
練
習
を
重
ね

続
け
た
大
学
時
代
で
し
た
。

田
た

淵
ぶ ち

和
か ず

彦
ひ こ

　（同志社大学名誉教授）

田淵和彦名誉教授に聞く
コロナ禍を機に、オリンピックと
学生スポーツのあり方を問う

コロナ禍のオリンピックを考える
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コ
ロ
ナ
禍
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
考
え
る

選
手
の
強
化
育
成
だ
け
で
な
く
、
指
導
者
の
養

成
機
関
で
も
あ
り
、
近
隣
の
小
学
生
を
教
え
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
あ
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の

子
ど
も
は
、
問
題
意
識
が
と
て
も
強
く
、
驚
き

ま
し
た
。「
な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
こ
れ
で
は
だ

め
な
の
？
」
と
次
々
と
質
問
が
で
て
き
ま
す
。

一
方
的
に
教
え
る
の
で
な
く
「
問
い
か
け
て
聞

く
」
と
い
う
対
話
を
通
し
て
、
い
ろ
ん
な
考
え

方
や
行
動
の
選
択
肢
を
引
き
出
す
の
で
す
ね
。

創
造
性
や
自
立
心
を
育
む
指
導
方
法
は
学
ぶ
と

こ
ろ
が
多
く
、
指
導
者
に
な
っ
て
か
ら
の
基
礎

と
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
で
は
様
々
な
経
験
を
し

ま
し
た
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
が
あ
ま
り
盛
ん
で
な

か
っ
た
日
本
か
ら
来
た
と
い
う
こ
と
で
、
最
初

の
試
合
を
中
高
生
と
対
戦
さ
せ
ら
れ
た
悔
し
い

思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ

に
奮
い
立
た
さ
れ
、
実
力
を
示
し
ど
ん
ど
ん
勝

利
し
て
い
く
と
現
地
の
新
聞
で
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
以
降
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ス
の
試
合
に

も
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
う
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
実
践
経
験
を
積
み
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
入
場
行
進
で
94
ヵ
国
の

最
後
に
国
立
競
技
場
へ
足
を
踏
み
入
れ
た
と
き

の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
メ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
の
貴
賓
席
を
見
上
げ
る
と
両
陛
下
が
手
を
振

っ
て
お
ら
れ
る
姿
が
目
に
は
い
り
、
日
本
が
敗

戦
か
ら
こ
こ
ま
で
復
興
し
た
こ
と
を
世
界
の

人
々
に
見
て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
誇
ら
し
さ

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

─
─
日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
部
員
も
い
る
な

か
日
本
学
生
選
手
権
、
全
日
本
選
手
権
で
優
勝

し
、
イ
タ
リ
ア
・
ト
リ
ノ
で
開
催
さ
れ
た
第
1

回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
海
外
で
の
ご
経
験

に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の

世
界
の
広
さ
と
多
種
多
様
さ
に
目
を
開
か
れ
ま

し
た
。
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
に
お
い
て
は
レ
ベ
ル
も

高
く
、
練
習
は
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
の
知
見
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
選
手
の
体
調
を

デ
ー
タ
管
理
し
て
い
る
国
も
あ
り
ま
し
た（
医
・

科
学
の
力
を
支
え
に
戦
う
選
手
）。
ま
た
、
マ

ラ
ソ
ン
の
応
援
に
行
っ
た
と
き
、
エ
チ
オ
ピ
ア

の
ア
ベ
ベ
選
手
が
硬
い
石
だ
た
み
の
ア
ッ
ピ
ア

街
道
を
信
じ
ら
れ
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
去
っ

て
い
き
ま
し
た
。
し
か
も
裸
足
で
し
た
か
ら
そ

の
姿
は
衝
撃
的
で
し
た
（
自
然
環
境
の
中
で
つ

く
ら
れ
た
体
力
で
戦
う
選
手
）。
一
方
で
、
自

転
車
競
技
で
は
、
興
奮
剤
を
服
用
し
た
選
手
が

ゴ
ー
ル
後
に
急
死
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
ま

し
た
。
初
め
て
「
ド
ー
ピ
ン
グ
」
が
問
題
と
な

っ
た
大
会
で
し
た（
薬
物
を
使
っ
て
戦
う
選
手
）。

こ
の
よ
う
に
ロ
ー
マ
大
会
で
は
多
く
の
刺
激
を

う
け
、「
自
分
は
こ
の
ま
ま
で
は
勝
て
な
い
」
と
、

４
年
後
の
東
京
大
会
へ
向
け
て
気
持
ち
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　強
化
選
手
に
選
ば
れ
、
２
年
間
フ
ラ
ン
ス
国

立
ス
ポ
ー
ツ
体
育
研
究
所
（
現
・
フ
ラ
ン
ス
国

立
ス
ポ
ー
ツ
・
科
学
・
競
技
力
研
究
所
）
へ
留

学
し
た
経
験
は
大
き
か
っ
た
で
す
。
当
初
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
原
点
に

立
ち
返
っ
て
見
直
し
を

─
─
東
京
大
会
で
男
子
フ
ル
ー
レ
団
体
４
位
入

賞
と
い
う
輝
か
し
い
成
績
を
残
さ
れ
た
後
は
日

本
代
表
監
督
・
役
員
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

関
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
取
り
巻
く
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
に

と
も
な
い
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
延
期
に
な
り
、
現
在
も
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る
＊

状
況
で
、
出
場
を
目
標
に
し
て
き
た
選
手

の
皆
さ
ん
は
複
雑
な
思
い
を
抱
え
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
開
催
の
可
否
は
と
も
か
く
、
こ
の

機
に
原
点
に
立
ち
返
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
意
義
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
精
神
と
は
、「
人
間
の
尊

厳
の
保
持
に
重
き
を
置
く
平
和
な
社
会
の
推
進

を
目
指
す
た
め
に
、
人
類
の
調
和
の
と
れ
た
発

展
に
ス
ポ
ー
ツ
を
役
立
て
る
こ
と
で
あ
る
」
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
た
だ
順
位
や
メ
ダ
ル
の
色

を
競
い
合
う
の
で
な
く
、
世
界
の
ア
ス
リ
ー
ト

が
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
平
和
を
願
う
祭
典
で
あ

る
と
い
う
点
で
す
。
こ
れ
が
世
界
選
手
権
と
の

大
き
な
違
い
で
す
。

　オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
「
平
和
を
願
う
祭
典
」
と

さ
れ
る
そ
の
象
徴
の
一
つ
に
選
手
村
が
あ
り
ま

す
。
選
手
村
は
、
人
種
・
宗
教
や
政
治
に
関
係
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な
く
、
す
べ
て
の
選
手
が
同
じ
条
件
で
競
い
、

国
を
越
え
て
交
流
で
き
る
よ
う
環
境
が
整
え
ら

れ
た
場
所
で
す
。
私
も
い
ろ
ん
な
国
の
選
手
と

親
し
く
な
り
、
食
事
を
し
な
が
ら
ワ
イ
ワ
イ
語

り
合
い
ま
し
た
。
言
葉
は
不
十
分
で
も
、
ス
ポ

ー
ツ
と
い
う
共
通
項
を
通
じ
て
絆
を
育
む
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
。

　と
こ
ろ
が
、
近
年
で
は
選
手
村
を
利
用
し
な

い
選
手
や
チ
ー
ム
が
増
え
て
き
た
と
聞
き
ま
す
。

近
く
に
ホ
テ
ル
を
と
っ
て
、
個
々
の
選
手
に
合

わ
せ
て
カ
ロ
リ
ー
計
算
し
た
食
事
を
と
り
、
試

合
に
備
え
る
の
で
す
。
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
意
図
か
ら
離
れ
、
メ
ダ
ル

至
上
主
義
、
商
業
主
義
に
走
っ
て
い
る
と
い
え

ま
す
。
ほ
か
に
も
国
家
主
義
、
組
織
ぐ
る
み
の

ド
ー
ピ
ン
グ
、
大
会
の
巨
大
化
な
ど
、
問
題
は

多
々
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
純
粋
な
“
平
和
の
祭
典
”
と
い

う
美
し
い
言
葉
も
う
す
ら
い
で
い
っ
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
例
の
な
い
形
と
な
る
だ
け

に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
戦
う
人
類
の
智
恵
と
努
力

を
駆
使
し
た
“
平
和
の
祭
典
”
で
あ
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

「
知
・
徳
・
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
と

自
主
性
を

─
─
同
志
社
は
田
淵
先
生
を
は
じ
め
多
く
の
オ

リ
ン
ピ
ア
ン
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

上
山
友
裕
（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部 

２
０
１
０
年

商
学
部
卒
）
そ
し
て
、
本
学
４
年
次
生
の
田
中

希
実
さ
ん
が
陸
上
競
技
で
日
本
代
表
に
内
定
し

て
い
ま
す
。
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
に
つ
い

て
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

　田
中
さ
ん
は
、
自
ら
の
意
思
で
同
志
社
を
選

び
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
で
の
学
び
を
競
技

に
い
か
し
て
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
の
は
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
す
。

　学
業
と
ス
ポ
ー
ツ
の
両
立
は
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
が
、
近
年
、
競
技
レ
ベ
ル
が
ど
ん
ど
ん
高

度
化
・
専
門
化
し
て
い
き
、
ス
ポ
ー
ツ
を
優
先

す
る
あ
ま
り
学
業
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
私
は
常
々
「
同
志
社
の
ス

ポ
ー
ツ
人
で
あ
る
前
に
、
学
生
で
あ
れ
」
と
い
っ

て
き
ま
し
た
が
、
学
業
と
ス
ポ
ー
ツ
の
本
来
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　こ
れ
は
本
人
だ
け
の
責
任
で
は
な
く
、
施
設
、

指
導
者
、
財
政
面
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
環

境
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
学
生
ス
ポ
ー
ツ

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
時
期
に
き
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

─
─
「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の
と
れ
た
主
体

的
な
人
間
の
育
成
を
目
指
す
と
い
う
開
学
当
初

か
ら
の
教
育
理
念
に
通
じ
る
も
の
で
す
ね
。

　そ
う
で
す
ね
。
昨
年
末
、
本
学
出
身
の
空
手

道
選
手
・
大
野
ひ
か
る
さ
ん
（
２
０
１
５
年
・

大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
卒
）
が
全
日
本
選

手
権
で
優
勝
し
た
と
き
の
記
事
を
読
み
、「
自

主
性
が
重
視
さ
れ
た
同
志
社
時
代
、
強
く
な
る

た
め
に
自
分
で
考
え
な
が
ら
練
習
し
た
」
と
い

う
言
葉
に
建
学
の
精
神
・
教
え
が
息
づ
い
て
い

る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　全
世
界
が
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曽
有
の
状
況

下
で
生
活
様
式
の
転
換
を
迫
ら
れ
、
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
も
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
条
件
の
も
と
競

技
を
き
わ
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
志

社
に
受
け
継
が
れ
る
「
倜て

き

儻と
う

不ふ

羈き

」
の
精
神
で
、

一
人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え
て
行
動
し
、
存
分
に

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

 

＊
２
０
２
１
年
１
月
25
日
現
在
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　１
９
６
０
年
同
志
社
大
学
商
学
部
卒
業
。
同

志
社
大
学
名
誉
教
授
。
体
育
会
監
督
会
常
任
顧

問
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
名
誉
監
督
。
１
９
６
０

年
ロ
ー
マ
、
１
９
６
４
年
東
京
と
２
回
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
東
京
で
は
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
男
子
フ
ル
ー
レ
団
体
４
位
入
賞
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
日
本
代
表
監
督
を
２
回
歴
任
す
る
な
ど
、

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
の
普
及
・
発
展
に
貢
献
。

１
９
９
７
年
藍
綬
褒
章
、
２
０
１
９
年
瑞
宝
中

綬
章
受
章
。
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特
集　

コ
ロ
ナ
禍
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
考
え
る

派
遣
批
判
を
バ
ネ
に

19
歳
で
銀
メ
ダ
ル

西
村
●
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
状
況
は
大
き
く
変
わ

り
、
ス
ポ
ー
ツ
界
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
。
高
校
生
た
ち
の
全
国
大
会
が
中
止
に
な

り
、
２
０
２
１
年
に
延
期
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
も
不
透
明
で
す
。
一
方
で
こ
の

よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

る
あ
り
が
た
さ
を
痛
感
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
同
志
社
大
学
出
身
の

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
皆
さ
ん
に
、
ご
自
身
の
経
験

を
語
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
で
す

が
、
道
永
さ
ん
は
大
学
２
年
生
で
モ
ン
ト
リ
オ

ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
ね
。

道
永
●
出
場
は
２
年
生
の
７
月
で
し
た
。
選
考

会
は
直
前
の
５
月
。
リ
ー
グ
戦
が
終
わ
っ
た
約

１
週
間
後
で
、
ち
ょ
う
ど
体
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

さ
れ
た
時
で
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
の
次
の
モ
ス
ク
ワ
を
目
指
す
程
度
の

気
持
ち
だ
っ
た
の
で
、
遊
び
に
い
く
つ
も
り
で

選
考
会
に
出
ま
し
た
。
試
合
は
２
日
間
あ
り
、

初
日
は
４
位
。
翌
日
は
強
い
雨
と
寒
さ
で
有
力

●出席者
 道

み ち

永
な が

宏
ひろし

氏　（ 79年商卒、アーチェリー、モントリオール五輪銀メダリスト 
同志社大学体育会アーチェリー部監督）

 川
か わ

中
な か

恵
け い

一
い ち

氏　（ 95年商卒、水泳、バルセロナ五輪  
株式会社毎日放送 テレビ営業局 営業開発部長）

 朝
あ さ

原
は ら

宣
の ぶ

治
は る

氏　（ 95年商卒、陸上、アトランタ・シドニー・アテネ・北京五輪銀メダリスト  
大阪ガス株式会社NOBY T&F CLUB 主宰  
同志社大学スポーツ医科学研究センター 客員教授）

●司会
 西

に し

村
む ら

麻
あ さ

子
こ

氏　（00年商卒、株式会社毎日放送アナウンサー）

コロナ禍のオリンピックを考える

同志社人が語る
オリンピック

座談会
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水
深
80
セ
ン
チ
の
プ
ー
ル
が

後
半
に
強
い
泳
ぎ
を
生
む

西
村
●
川
中
さ
ん
も
同
じ
く
大
学
２
年
生
で
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
水
泳
に
出
場
さ

れ
ま
し
た
。
ご
専
門
は
バ
タ
フ
ラ
イ
で
す
ね
。

川
中
●
１
年
生
の
６
月
に
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

選
手
権
の
代
表
に
選
ば
れ
、
初
め
て
日
本
代
表

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
選

手
権
で
タ
イ
ム
が
伸
び
て
２
０
０
メ
ー
ト
ル
で

３
位
に
な
っ
た
の
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
へ

の
周
囲
か
ら
の
期
待
は
感
じ
て
い
ま
し
た
。
同

志
社
大
学
の
水
泳
部
か
ら
は
、
滅
多
に
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
は
出
ま
せ
ん
か
ら
。

西
村
●
大
学
で
は
ど
ん
な
練
習
を
し
て
お
ら
れ

た
の
で
す
か
。

川
中
●
水
泳
部
の
練
習
環
境
は
あ
ま
り
良
く
な

か
っ
た
で
す
ね
。
専
有
の
室
内
プ
ー
ル
も
な
く
、

部
員
た
ち
は
夏
に
な
る
と
田
辺
校
地
（
現
在
の

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
）
内
の
屋
外
プ
ー
ル
や
、

高
槻
、
城
陽
な
ど
Ｏ
Ｂ
の
経
営
す
る
ス
イ
ミ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
を
転
々
と
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
練
習
環
境
の
中
で
、
私
は
自
分
で
考
え
た
メ

ニ
ュ
ー
で
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
パ
ン
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
選
手
権
の
日
本
代
表
に
な
れ
た
１
年
生

権
代
表
だ
っ
た
の
で
、
喜
ば
れ
た
で
し
ょ
う
。

道
永
●
は
い
。
試
合
会
場
に
も
来
て
い
ま
し
た
。

た
だ
父
の
影
響
で
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
始
め
た
と

は
い
え
、
父
に
教
え
て
も
ら
っ
た
記
憶
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
時
代
は
練
習
場
で
、
世

界
記
録
保
持
者
や
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
練
習

を
見
な
が
ら
技
術
を
覚
え
た
感
じ
で
す
。
そ
も

そ
も
小
学
校
で
は
陸
上
を
、
中
学
で
は
器
械
体

操
を
し
て
い
ま
し
た
。

西
村
●
他
競
技
の
経
験
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
生

き
ま
し
た
か
。

道
永
●
や
は
り
体
幹
が
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
器
械

体
操
で
は
、
尋
常
で
は
な
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

し
て
い
ま
し
た
か
ら
。
そ
れ
が
い
ざ
と
い
う
と

き
に
役
立
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

選
手
が
崩
れ
た
。
一
番
気
楽
な
私
が
ト
ッ
プ
に

な
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

西
村
●
本
番
は
い
か
が
で
し
た
か
。

道
永
●
直
前
に
、
極
度
の
不
振
に
陥
り
ま
し
た
。

原
因
は
疲
労
で
す
。
２
、
３
日
休
む
と
急
に
記

録
が
上
が
り
出
し
、
そ
の
ま
ま
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
突
入
し
ま
し
た
。
外
国
選
手
の
情
報
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
の
で
、
自
分
の
経
験
に
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
一
人
ず
つ
対
峙
し
て
競
う
う
ち
、

気
づ
く
と
２
位
に
。
実
は
五
輪
の
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
に
日
本
が
参
加
し
た
の
は
初
め
て
で
、
私
は

海
外
経
験
す
ら
な
い
。
税
金
の
無
駄
遣
い
だ
と

い
う
批
判
記
事
も
書
か
れ
ま
し
た
。
悔
し
か
っ

た
で
す
が
、
期
待
さ
れ
な
い
か
ら
気
楽
で
し
た

ね
。
銀
メ
ダ
ル
を
獲
っ
た
後
で
監
督
に
謝
罪
が

あ
っ
た
と
聞
き
、
報
わ
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。

西
村
●
と
は
い
え
、
４
日
間
試
合
が
続
く
訳
で

す
よ
ね
。
徐
々
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
強
く
な
っ

て
い
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

道
永
●
さ
す
が
に
４
日
目
は
緊
張
し
た
み
た
い

で
す
。
つ
ま
ず
い
て
派
手
に
転
び
、
弓
が
ち
ょ

っ
と
歪
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
緊
張
が
解
け

ま
し
た
。
予
備
の
弓
に
替
え
て
、
そ
の
後
は
最

後
ま
で
普
通
に
競
技
が
で
き
ま
し
た
。

西
村
●
お
父
様
も
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
世
界
選
手

道永　宏氏
79年商卒、アーチェリー、モントリオ
ール五輪銀メダリスト�
同志社大学体育会アーチェリー部監督同志社大学体育会アーチェリー部監督
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コ
ロ
ナ
禍
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
考
え
る

定
で
し
た
。
で
も
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
行
け
な
か
っ

た
こ
と
で
次
の
目
標
が
で
き
た
。
私
自
身
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
海
外
に
出
た
か
っ
た

の
で
、
そ
の
条
件
に
合
っ
た
大
阪
ガ
ス
に
入
社

し
ま
し
た
。
入
社
後
は
ド
イ
ツ
に
行
か
せ
て
も

ら
い
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
ま
っ
し
ぐ
ら
。
会
社

か
ら
給
料
を
も
ら
い
な
が
ら
、
ほ
ぼ
プ
ロ
と
し

て
、
初
め
て
プ
ロ
の
コ
ー
チ
に
つ
い
て
も
ら
い

競
技
に
打
ち
込
め
た
４
年
間
で
し
た
。

西
村
●
そ
こ
か
ら
ア
ト
ラ
ン
タ
、
シ
ド
ニ
ー
、

ア
テ
ネ
、
北
京
と
、
４
大
会
連
続
出
場
さ
れ
ま

し
た
。

朝
原
●
よ
く
飽
き
ず
に
や
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

初
出
場
の
時
が
一
番
、
感
動
的
で
し
た
。
私
は

い
ろ
ん
な
人
の
活
躍
を
見
て
自
分
も
出
た
い
と

願
い
、
目
標
に
向
か
っ
て
自
分
の
意
思
で
練
習

し
て
き
て
、
最
後
に
メ
ダ
ル
が
獲
れ
た
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
堪
能
し
た
、

夢
が
叶
っ
た
選
手
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

西
村
●
４
大
会
目
の
４
×
１
０
０
メ
ー
ト
ル
リ

レ
ー
で
は
、
日
本
の
ト
ラ
ッ
ク
競
技
史
上
初
の

メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
喜
び
の
あ
ま
り

バ
ト
ン
を
宙
へ
投
げ
た
シ
ー
ン
を
覚
え
て
お
ら

れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

朝
原
●
も
う
あ
れ
で
、
す
っ
き
り
し
ま
し
た
ね
。

た
。
実
は
私
、
ス
タ
ー
ト
が
苦
手
だ
っ
た
ん
で

す
。
高
校
２
年
生
ま
で
練
習
し
て
い
た
プ
ー
ル

の
水
深
が
80
セ
ン
チ
し
か
な
か
っ
た
。
浅
く
入

る
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
身
に
つ
く
け
れ
ど
も
、
思
い

切
っ
て
飛
び
込
も
う
も
の
な
ら
頭
を
打
っ
て
し

ま
う
く
ら
い
浅
い
ん
で
す
。
あ
る
時
の
代
表
合

宿
で
コ
ー
チ
か
ら
飛
び
込
み
の
時
の
空
中
姿
勢

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
の
で
す
が
、

水
深
80
セ
ン
チ
の
プ
ー
ル
で
長
年
身
に
つ
い
た

空
中
姿
勢
は
そ
う
簡
単
に
矯
正
で
き
な
い
で
す

よ
ね
。
飛
び
込
ん
だ
ら
体
半
分
ぐ
ら
い
、
既
に

負
け
て
い
る
。
後
半
に
強
く
な
る
し
か
な
か
っ

た
で
す
ね
。

海
外
修
行
で
飛
躍
し

４
大
会
連
続
出
場
へ

西
村
●
朝
原
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
目
指
さ
れ
た
の
で
す
か
。

朝
原
●
私
の
学
生
時
代
は
、
同
学
年
に
川
中
君

や
奥
野
史
子
さ
ん
（
95
年
商
卒
）
の
二
人
が
バ

ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
と
い
う

す
ご
い
世
代
で
し
た
。
そ
の
姿
を
見
て
４
年
後

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
へ
の
思
い
を
強
く
し
て

い
ま
し
た
。
当
時
の
陸
上
は
プ
ロ
と
い
う
将
来

像
を
描
き
に
く
く
、
大
学
で
競
技
を
終
え
る
予

の
冬
は
、
代
表
チ
ー
ム
の
合
宿
で
揉
ま
れ
て
強

化
で
き
ま
し
た
ね
。
世
界
に
近
い
人
た
ち
と
一

緒
に
練
習
す
る
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
違
う
し
、

練
習
の
濃
さ
も
全
然
違
う
。
そ
の
代
表
合
宿
で
、

４
月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
考
会
に
向
け
た
調
整

が
う
ま
く
行
き
、
選
考
会
で
日
本
記
録
が
出
て

代
表
に
な
れ
ま
し
た
。

西
村
●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
２
０
０
メ
ー
ト
ル

バ
タ
フ
ラ
イ
の
決
勝
を
、
８
人
で
泳
が
れ
ま
し

た
。
１
５
０
メ
ー
ト
ル
の
タ
ー
ン
で
は
最
下
位

で
し
た
が
、
最
後
の
50
メ
ー
ト
ル
は
８
人
中
、

唯
一
30
秒
を
切
っ
て
５
位
に
入
賞
。
当
時
の
日

本
記
録
を
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
折
り
返

し
た
時
の
感
触
は
い
か
が
で
し
た
か
。

川
中
●
私
の
体
型
は
持
久
系
だ
っ
た
の
で
２
０

０
メ
ー
ト
ル
は
得
意
で
し
た
。
や
は
り
後
半
の

ほ
う
が
強
く
、
追
い
上
げ
た
実
感
は
あ
り
ま
し

川中　恵一氏
95年商卒、水泳、バルセロナ五輪
株式会社毎日放送 テレビ営業局 株式会社毎日放送 テレビ営業局 
営業開発部長
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道
永
●
試
合
が
な
い
と
目
標
が
な
く
な
り
、
練

習
に
集
中
し
づ
ら
く
な
る
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

子
は
次
の
試
合
が
あ
る
の
で
そ
れ
な
り
の
練
習

が
で
き
ま
す
が
、
初
心
者
の
子
た
ち
に
は
、
ち

ょ
っ
と
辛
い
状
況
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
変
化
と

今
後
の
大
会
が
担
う
使
命

西
村
●
昔
と
今
と
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
形
は
、

ど
う
変
化
し
て
き
ま
し
た
か
。

道
永
●
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
会
は
ア
マ
チ
ュ
ア

の
大
会
で
し
た
。
そ
の
後
、
ス
ポ
ー
ツ
の
頂
点

を
極
め
る
と
い
う
意
味
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会

か
ら
一
気
に
プ
ロ
化
が
進
み
、
そ
れ
と
合
わ
せ

て
商
業
化
が
進
み
ま
し
た
。
日
本
も
そ
の
動
き

に
追
随
し
ま
し
た
。
あ
れ
だ
け
の
大
会
で
す
か

ら
政
治
も
絡
み
、
莫
大
な
お
金
も
動
き
ま
す
。

ポ
ー
ツ
は
そ
ん
な
感
覚
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
あ
り
方
を
再
考
す
る
契
機
に

な
る
の
で
は
。
日
本
人
は
真
面
目
な
の
で
、
体

の
弱
い
人
や
真
面
目
な
人
ほ
ど
オ
ー
バ
ー
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
な
り
、
故
障
し
や
す
い
。
私
は
自

分
で
判
断
し
て
、
疲
れ
た
時
は
さ
ぼ
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
そ
れ
を
言
い
出
し
に
く
い
環
境

が
日
本
に
は
あ
る
。
１
日
泳
が
な
か
っ
た
ら
取

り
戻
す
の
に
１
週
間
か
か
る
か
ら
、
最
低
５
０

０
０
メ
ー
ト
ル
は
泳
が
な
け
れ
ば
と
昔
は
言
わ

れ
ま
し
た
。
で
も
３
日
休
ん
だ
ら
体
調
が
良
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
泳
げ
な
く
て
も
陸
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
ケ
ア
で
き
る
こ
と
が
、
今
回

分
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

道
永
●
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
や
や
事
情
が
違
い
、

試
合
は
朝
か
ら
約
６
時
間
行
わ
れ
ま
す
。
６
時

間
の
試
合
に
は
６
時
間
の
練
習
を
し
て
い
な
い

と
、
集
中
力
が
保
て
ま
せ
ん
。
今
、
大
学
で
は

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
３
時
間
し
か
練
習
で
き
て
い

ま
せ
ん
。
な
の
で
、
試
合
に
な
る
と
選
手
は
相

当
疲
れ
て
い
ま
す
ね
。

川
中
●
脳
が
疲
れ
る
の
で
す
か
、
体
で
す
か
。

道
永
●
脳
が
疲
れ
ま
す
ね
。

朝
原
●
競
技
特
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す

ね
。

当
時
は
36
歳
。
本
当
は
28
歳
の
シ
ド
ニ
ー
大
会

が
私
の
ピ
ー
ク
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

こ
で
２
年
間
け
が
に
悩
ま
さ
れ
て
、
個
人
種
目

に
出
ら
れ
な
か
っ
た
。
も
や
も
や
し
た
ま
ま
シ

ド
ニ
ー
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
、
メ
ダ
ル
も
獲
れ

な
か
っ
た
の
で
、
北
京
大
会
ま
で
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
続
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

西
村
●
一
旦
落
ち
か
け
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

も
う
一
度
盛
り
上
げ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向

か
う
の
は
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

朝
原
●
う
ま
く
手
を
抜
く
な
ど
、
抑
揚
を
つ
け

て
練
習
し
ま
し
た
。
あ
る
程
度
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
と
、
ま
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
。

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
発
想
の
転
換
を

西
村
●
そ
の
ご
経
験
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
奮
闘

す
る
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

朝
原
●
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
自
己
ベ
ス
ト
が

出
て
い
る
選
手
は
多
い
よ
う
で
す
。
今
ま
で
練

習
を
や
り
過
ぎ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
な
。
選

手
を
信
頼
せ
ず
に
干
渉
し
過
ぎ
た
部
分
が
あ
っ

た
の
で
は
と
話
す
コ
ー
チ
も
結
構
い
ま
し
た
。

川
中
●
水
泳
で
も
同
様
で
す
。
特
に
タ
イ
ム
ス

朝原　宣治氏
95年商卒、陸上、アトランタ・シドニー・アテネ・
北京五輪銀メダリスト�
大阪ガス株式会社NOBY T&F CLUB 主宰�
同志社大学スポーツ医科学研究センター客員教授客員教授
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コ
ロ
ナ
禍
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
考
え
る

い
く
と
い
う
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。
し
か
し
、

実
現
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
れ
で
も
選
手
た
ち

の
頑
張
る
姿
は
本
当
だ
し
、
多
く
の
支
援
や
助

け
合
い
も
必
要
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
の
な

い
一
般
の
人
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
い
い
も
の

だ
な
、
役
に
立
つ
ん
だ
な
と
捉
え
て
も
ら
え
る

と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ま
た
違
っ
た
価
値
が
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
村
●
も
し
今
年
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
た

ら
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

ら
れ
ま
す
か
。

道
永
●
一
線
を
諦
め
る
か
次
の
大
会
を
目
指
す

か
は
、
も
ち
ろ
ん
自
分
で
決
め
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
境
遇
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
関
係
す
る
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
メ
ダ
ル
を
獲
る
つ
も
り
で
今
ま
で
努
力

し
て
き
た
こ
と
に
絶
対
悔
い
は
な
い
の
だ
と
、

自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

学
校
教
育
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方

西
村
●
学
校
体
育
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
、
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
永
●
同
志
社
大
学
の
教
育
理
念
は
知
・
徳
・

体
を
兼
ね
備
え
た
人
物
の
養
成
で
す
。
現
実
に

選
手
た
ち
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
競
技
の
認
知

度
を
高
め
、
個
人
的
に
も
名
前
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
思
い
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
は
メ
デ
ィ

ア
と
利
害
が
一
致
し
て
も
、
実
は
そ
の
背
後
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
が
あ
る
の
が
現
状
で
す
ね
。

朝
原
●
私
が
ア
ト
ラ
ン
タ
に
出
場
し
た
時
は
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
初
出
場
と
い
う
こ
と
で
純
粋
に
競

技
を
し
て
、
良
い
成
績
を
出
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
で
し
た
。
北
京
大
会
あ
た
り
に
な
る
と
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
注
意
事
項
が
細
か
く
決
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ス
リ
ー
ト
が
自
ら
発
信

す
る
時
代
に
な
っ
た
の
は
い
い
け
れ
ど
、
そ
れ

な
り
に
リ
ス
ク
も
高
ま
り
、
責
任
が
生
じ
る
。

非
常
に
複
雑
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

西
村
●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
に

つ
い
て
、
ご
意
見
は
あ
り
ま
す
か
。

朝
原
●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
を
獲
れ
ば
収

入
も
相
当
増
え
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
て

有
名
に
な
っ
て
収
入
を
得
た
い
と
い
う
目
的
自

体
は
い
い
と
思
い
ま
す
。
が
、
そ
れ
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
本
来
の
目
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
Ｉ

Ｏ
Ｃ
は
、
今
こ
そ
人
の
つ
な
が
り
や
健
康
を
考

え
よ
う
と
言
っ
て
い
ま
す
ね
。
私
も
同
感
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
感
染
症
に
立
ち

向
か
う
、
人
類
が
ス
ポ
ー
ツ
で
一
つ
に
な
っ
て

お
金
が
動
く
と
選
手
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

て
無
理
を
す
る
。
平
和
の
祭
典
と
い
う
よ
り
も
、

今
は
ア
ス
リ
ー
ト
に
と
っ
て
酷
な
大
会
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

川
中
●
私
が
出
場
し
た
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会
で
も
、

プ
ロ
化
が
加
速
し
た
と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
な

ど
が
そ
う
で
す
。
道
永
さ
ん
の
お
話
に
あ
っ
た

よ
う
に
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
か
ら
プ
ロ
化
や

商
業
化
が
始
ま
り
、
テ
レ
ビ
の
放
映
権
や
ス
ポ

ン
サ
ー
の
意
向
な
ど
が
大
き
く
関
係
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
メ
デ
ィ
ア
の
現
場
に
い
る

と
、
選
手
の
画
像
を
使
用
す
る
こ
と
の
肖
像
権

を
Ｊ
Ｏ
Ｃ
や
Ｉ
Ｏ
Ｃ
が
し
っ
か
り
管
理
し
て
い

る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
選
手
を

守
る
こ
と
は
非
常
に
大
事
で
す
が
、
そ
れ
ら
が

お
金
を
生
む
か
ら
管
理
が
厳
し
く
な
る
。
代
表

西村　麻子氏
00年商卒、株式会社毎日放送�
アナウンサー
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で
も
あ
る
の
で
、
健
康
増
進
の
延
長
で
マ
ス
タ

ー
ズ
の
大
会
に
取
り
組
む
人
も
多
い
。
一
方
で

競
技
に
な
る
と
、
恐
ろ
し
く
練
習
が
ハ
ー
ド
で

拘
束
時
間
も
長
い
の
で
、
や
め
る
人
が
多
い
で

す
ね
。
と
き
に
は
休
む
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

朝
原
●
学
校
の
体
育
で
ス
ポ
ー
ツ
嫌
い
に
な
る

人
は
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
れ
な
ら
基
礎
知
識
を

教
え
、
あ
と
は
歳
を
取
っ
て
も
何
か
し
ら
の
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
を
た
く
さ
ん
つ
く
る
方
が

い
い
。
私
の
ク
ラ
ブ
で
は
専
門
と
し
て
打
ち
込

ん
で
い
る
子
に
は
ち
ゃ
ん
と
教
え
、
小
学
生
に

関
し
て
は
、
ま
ず
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
な
指

導
を
心
掛
け
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
楽
し
い

を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
成
長
し
、
自
主
的
に
取

り
組
む
姿
勢
を
培
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
法
人
内
各
校
の
連
携

西
村
●
人
生
の
糧
に
な
っ
て
い
け
ば
い
い
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
最
後
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け

る
同
志
社
の
中
高
大
の
連
携
に
つ
い
て
、
ご
提

言
を
い
た
だ
け
れ
ば
。
現
在
、
同
志
社
に
も
Ｋ

Ｄ
Ｓ
Ｃ
（
京
た
な
べ
・
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
）
と
い
う
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

あ
り
ま
す
。
京
都
市
内
に
そ
う
い
う
複
合
施
設

朝
原
●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営
し
、
企
業
が
ス
ポ
ン
サ

ー
に
な
り
、
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の
お
金
や
会
員
の
会
費

が
使
わ
れ
ま
す
。
会
員
が
非
常
に
多
い
の
で
、

こ
の
方
法
で
成
り
立
つ
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
ド
イ
ツ
に
は
日
本
と
桁
違
い
に
多
く

あ
り
、
そ
の
一
環
で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
も
桁
違

い
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

西
村
●
朝
原
さ
ん
は
２
０
１
０
年
に
陸
上
の
ク

ラ
ブ
「N

O
BY

 T
R

A
C

K
&

FIELD
 C

LU
B

」

を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
形
の
ク
ラ

ブ
で
す
か
。

朝
原
●
も
ち
ろ
ん
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
地
域
型
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
塾
の
側
面
が
強
い
で
す
。
た
だ
、
皆
の
ク

ラ
ブ
だ
と
思
っ
て
い
ろ
ん
な
意
見
を
言
っ
て
く

だ
さ
い
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
技
量
の
向
上

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
友
だ
ち
が
で
き

た
り
親
同
士
が
知
り
合
っ
た
り
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
で
き
て
い
る
の
は
凄
く
嬉
し
い
で
す
。

川
中
●
私
も
通
っ
て
い
た
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
と
い
う
施
設
は
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
け
で
な

く
幅
広
い
レ
ベ
ル
の
人
が
集
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
す
。
こ
れ
は
一
つ
の
文
化
で
、
泳
げ
る
人
が

日
本
で
多
い
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
水
泳
は
故
障
し
に
く
い
ス
ポ
ー
ツ

は
、
人
に
よ
っ
て
知
・
徳
・
体
の
ど
こ
に
重
き

を
置
く
か
を
見
極
め
、
選
手
個
人
の
目
標
に
合

っ
た
指
導
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現
在
コ

ロ
ナ
禍
で
大
学
で
の
練
習
が
不
十
分
な
た
め
、

兵
庫
県
に
あ
る
公
共
の
練
習
場
へ
学
生
を
連
れ

て
い
く
の
で
す
が
、
そ
こ
で
は
70
歳
ぐ
ら
い
の

人
た
ち
が
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
学
生
の
練
習
を
と
て
も
注
意
深
く
見
て
お

ら
れ
る
。
質
問
さ
れ
た
学
生
が
教
え
て
あ
げ
る

こ
と
も
あ
る
。
学
生
は
教
え
な
が
ら
、
自
分
の

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
も
気
づ
き
が
あ
っ
て
勉
強
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
部
分
も
学
校
の

ス
ポ
ー
ツ
に
は
大
事
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

西
村
●
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
朝
原
さ
ん
は
ド

イ
ツ
に
お
ら
れ
た
時
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様

性
を
目
の
当
た
り
に
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

朝
原
●
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
は
基
本
的
に
学
校
ス

ポ
ー
ツ
が
主
体
な
の
で
、
交
流
範
囲
が
制
限
さ

れ
が
ち
で
す
。
ド
イ
ツ
で
は
地
域
の
皆
が
共
有

す
る
場
所
が
あ
り
、
学
校
や
年
齢
な
ど
に
関
係

な
く
交
流
し
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
す
。

日
本
の
運
動
部
な
ど
で
体
罰
や
い
じ
め
が
多
い

の
も
、
人
の
入
れ
替
わ
り
が
非
常
に
少
な
い
こ

と
が
原
因
で
は
と
思
い
ま
す
。

川
中
●
運
営
母
体
は
自
治
体
で
す
か
。
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コ
ロ
ナ
禍
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
考
え
る

朝
原
●
イ
ベ
ン
ト
的
に
行
う
な
ら
大
丈
夫
で
は

な
い
か
な
。
日
常
的
に
行
う
場
合
は
相
当
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

川
中
●
水
泳
部
が
地
域
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
な
ど
に
呼
び
か
け
て
、
京
田
辺
で
年
１
回
、

練
習
会
と
記
録
会
み
た
い
な
イ
ベ
ン
ト
を
し
て

い
ま
す
。
大
学
の
施
設
自
体
は
一
般
か
ら
見
る

と
非
常
に
立
派
な
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
活
用

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

西
村
●
年
１
回
か
ら
始
め
て
、
回
数
を
少
し
ず

つ
増
や
し
て
い
け
れ
ば
。

朝
原
●
定
期
的
に
行
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
交
流

か
ら
新
た
な
企
画
が
生
ま
れ
て
続
い
て
い
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

西
村
●
同
志
社
ス
ポ
ー
ツ
も
地
域
と
一
緒
に
盛

り
上
が
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
あ
っ
て
、
法
人
の
中
高
大
の
生
徒
や
学
生
が

一
緒
に
練
習
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

道
永
●
大
学
の
施
設
を
利
用
す
る
場
合
、
中
高

生
に
交
通
費
と
時
間
と
い
う
負
担
が
か
か
り
ま

す
ね
。
大
学
の
２
校
地
間
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
、
も
っ
と
利
用
で
き
る
と
い
い
。
ま
た
中

高
生
の
場
合
は
、
教
員
の
引
率
が
必
須
と
い
う

の
が
一
番
の
ネ
ッ
ク
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

川
中
●
水
泳
の
場
合
は
多
く
の
人
が
参
加
す
る

と
な
る
と
当
然
水
の
事
故
の
リ
ス
ク
も
高
ま
り

ま
す
。
法
人
で
の
取
り
組
み
と
な
る
と
リ
ス
ク

管
理
を
前
提
と
し
た
検
討
が
必
要
で
す
ね
。

西
村
●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
外
部
に
つ
く
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

道
永
●
最
近
は
高
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
指
導
者

を
外
部
か
ら
呼
ぶ
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
中
高
大
が
一
緒
に
行
え
る
可
能

性
は
出
て
き
ま
す
ね
。

朝
原
●
外
部
指
導
者
が
そ
れ
で
生
活
で
き
れ
ば

い
い
の
で
す
が
、
良
い
人
材
を
採
る
の
は
な
か

な
か
難
し
い
。

西
村
●
先
ほ
ど
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
練
習
で
、
気

づ
き
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
生
が
中
・

高
校
で
ス
ポ
ー
ツ
を
教
え
、
そ
こ
で
自
身
の
練

習
も
す
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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　岡
本
ゼ
ミ
は
、
こ
れ
ま
で
ゼ
ミ
活
動
の
中
心

に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
Ｆ
Ｗ
）
を
据
え
て
来

ま
し
た
。
演
習
Ⅱ
が
始
ま
る
直
前
に
は
徳
島
県

上
勝
町
、
そ
し
て
、
夏
休
み
終
わ
り
は
、
２
０

１
１
～
２
０
１
６
年
度
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
２
０

１
７
年
度
以
降
は
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
で
Ｆ

Ｗ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
現
地
で
の
調

査
活
動
が
主
た
る
目
的
で
し
た
が
、
現
在
で
は

渡
航
前
に
自
ら
が
考
え
る
コ
ア
な
問
題
と
要
因

分
析
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
解
決
で

き
る
の
か
案
を
練
り
（
仮
説
を
立
て
）、
現
地

サ
イ
ド
に
ぶ
つ
け
ま
す
。

　２
０
２
０
年
度
は
Ｆ
Ｗ
を
開
始
し
て
か
ら
丁

度
10
年
目
の
節
目
の
年
で
し
た
が
、
ま
さ
か
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
。
４
月
当
初
は

海
外
Ｆ
Ｗ
を
諦
め
か
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
で
も
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用

し
た
会
議
シ
ス
テ
ム
が
急
速
に
広
が
り
つ
つ
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
従
来
通
り
、
海
外
Ｆ
Ｗ
の

準
備
を
開
始
し
ま
し
た
。

　ウ
ガ
ン
ダ
で
の
リ
モ
ー
ト
形
式
の
海
外
Ｆ
Ｗ
は
、

表
に
掲
載
の
通
り
、
９
月
の
ほ
ぼ
１
週
間
、
毎

日
行
い
ま
し
た
。
日
本
国
内
か
ら
の
参
加
者
は

私
を
含
め
計
18
名
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
海
外

Ｆ
Ｗ
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

調
査
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ゼ
ミ
学
生
が
夏
休
み

中
に
作
成
を
し
た
問
題
・
課
題
解
決
の
た
め
の

提
案
を
行
い
、
現
地
サ
イ
ド
か
ら
様
々
な
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
も
活
気
あ
る
議

論
・
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

　海
外
Ｆ
Ｗ
初
日
の
９

月
16
日
（
水
）
は
恒
例

に
よ
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ウ

ガ
ン
ダ
事
務
所
と
回
線

を
繋
ぎ
ま
し
た
。
ゼ
ミ

生
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
ウ
ガ
ン
ダ
が
直
面

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

問
題
・
課
題
の
概
要
を

発
表
す
る
一
方
、
所
長

さ
ん
か
ら
は
現
在
の
現

地
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取

組
み
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
先
が
見
通
せ
な

い
中
、
臨
機
応
変
に
で

き
る
国
際
協
力
か
ら
行
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
皆
、
心
強
い
思
い
を
し
た
も
の
で
す
。

　９
月
17
日
（
木
）
は
ウ
ガ
ン
ダ
の
最
高
学
府

で
あ
る
マ
ケ
レ
レ
大
学
の
開
発
学
部
の
新
旧
学

部
長
の
先
生
方
と
回
線
を
繋
ぎ
ま
し
た
。
学
生

た
ち
は
あ
ま
り
余
力
が
な
い
途
上
国
が
行
う
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
は
副
作
用
が
大
き
す
ぎ
て
逆
効
果

で
は
な
い
か
、
と
の
考
え
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

岡
おか

本
もと

 由
ゆ

美
み

子
こ

（大学政策学部教授）

2020年度岡本ゼミオンライン
海外フィールドワークを終えて

2020年9月16日（水）から22日（火）までのウガンダにおけるオンライン海外FW日程
日付 曜日 地域 ウガンダにおける訪問機関 相手機関参加者リスト

9月16日 水 首都カンパラ JICAウガンダ事務所 所長、次長、所員（計3名）
9月17日 木 首都カンパラ マケレレ大学開発学部 新旧学部長（2名）
9月18日 金 グル（北部ウガンダ） 北部ウガンダ生計向上支援プロジェクト（NUFLIP）サイト ローカルスタッフ（2名）
9月19日 土 ムバレ（東部ウガンダ）ブフンボ小規模有機農家組合（BOFA) 組合長
9月21日 月 ワキソ（カンパラ近郊）マバンバ湿地エコツーリズム協会（MWETA) 会長を含め3名
9月22日 火 首都カンパラ COTS COTS LTD（Yamasen Uganda) 代表取締役社長
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ま
た
、
一
番
気
に
な
る
農
村
の
小
学
生
も
学
習

が
継
続
で
き
る
よ
う
に
リ
モ
ー
ト
で
の
ラ
ジ
オ

教
育
を
提
案
し
ま
し
た
。
何
と
、
ラ
ジ
オ
を
活

用
し
た
リ
モ
ー
ト
教
育
は
ム
セ
ベ
ニ
大
統
領
が

行
お
う
と
し
て
い
た
対
策
で
も
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
ゼ
ミ
生
た
ち
も
勇
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　９
月
18
日
（
金
）
は
ウ
ガ
ン
ダ
の
中
で
も
最

も
期
待
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
つ
で
あ
る
北
部
ウ
ガ
ン
ダ
生
計
向
上
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
）
の
ロ
ー
カ
ル

ス
タ
ッ
フ
２
名
の
方
々
と
回
線
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
の
大
き
な
問
題
の
一
つ
は
、
こ

れ
ま
で
の
や
り
方
で
は
技
術
研
修
を
行
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
に
対
応

し
た
新
し
い
形
態
の
国
際
協
力
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ゼ
ミ
生
は
そ
の
た
め
の
教
材
の

提
案
を
熱
心
に
行
い
ま
し
た
。
コ
ス
ト
の
問
題

さ
え
ク
リ
ア
を
す
れ
ば
実
現
可
能
性
も
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
、
大
い
に
勇
気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　９
月
19
日
（
土
）
は
、
私
岡
本
が
２
０
１
６

年
度
よ
り
科
学
研
究
費
を
受
給
し
て
行
っ
て
き

た
研
究
対
象
の
一
つ
で
あ
る
ウ
ガ
ン
ダ
東
部
の

コ
ー
ヒ
ー
小
規
模
有
機
農
家
組
合
（
Ｂ
Ｏ
Ｆ
Ａ
）

に
対
し
て
、
学
生
た
ち
は
３
つ
の
提
案
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
へ
の

対
処
法
で
す
。
上
述
の
Ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｐ
で
は
野

菜
栽
培
の
技
術
移
転
や
市
場
で
の
販
売
方
法
を

教
え
る
だ
け
で
な
く
、
生
活
の
質
の
向
上
を
目

指
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
は
Ｎ
Ｕ
Ｆ
Ｌ

Ｉ
Ｐ
か
ら
そ
れ
を
学
び
、
Ｂ
Ｏ
Ｆ
Ａ
の
今
後
の

取
組
み
を
提
案
し
ま
し
た
。
今
回
の
大
き
な
前

進
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
よ
り
重
要
な
Ｂ
Ｏ

Ｆ
Ａ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
い
く
と
い
う
決
意

表
明
を
組
合
長
か
ら
聞
け
た
こ
と
で
す
。

　９
月
21
日
（
月
）
は
、
マ
バ
ン
バ
湿
地
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
（
Ｍ
Ｗ
Ｅ
Ｔ
Ａ
）
と
の
会
合

で
し
た
。
事
前
に
協
会
に
対
し
て
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
観
光
収
入
減
に

伴
う
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
提
案
を
ゼ
ミ
の
学
生

が
行
い
ま
し
た
。
現
地
の
Ｍ
Ｗ
Ｅ
Ｔ
Ａ
の
ス
タ

ッ
フ
の
一
人
が
そ
の
方
法
を
早
速
採
用
し
、
翌

日
か
ら
実
行
に
移
し
た
こ
と
は
見
事
と
し
か
言

い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
の
行
動
に
変
化

を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
今
年
度
の
ゼ
ミ
活
動
の

大
き
な
成
果
の
一
つ
で
す
。

　９
月
22
日
（
火
）、
海
外
Ｆ
Ｗ
最
終
日
は
、
同

志
社
大
学
今
出
川
校
地
新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
と
縁

が
深
い
、Yam

asen U
ganda

代
表
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。
こ
の
料
亭
は
元
々
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
歩
い
て
１
、
２
分
の
と
こ
ろ
に
立
地
し
て

い
た
京
都
の
和
食
料
理
屋
さ
ん
で
し
た
が
、
４

年
前
に
突
如
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
カ
ン
パ
ラ
に
移
転

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
の
３
月
末

か
ら
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
政
策
で
大
丈
夫
か
と
思

い
き
や
、
宅
配
サ
ー
ビ
ス
開
始
や
メ
ニ
ュ
ー
を
工

夫
し
て
以
前
よ
り
多
く
の
ロ
ー
カ
ル
の
人
が
来

店
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
ま
し
た
。
お
見
事
で
す
。

　２
０
２
０
年
度
は
実
際
に
海
外
に
渡
航
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て

行
い
ま
し
た
。
実
際
に
現
地
に
渡
航
し
て
の
海

外
Ｆ
Ｗ
を
完
全
に
代
替
す
る
も
の
で
は
な
い
で

す
が
、
新
た
な
海
外
Ｆ
Ｗ
の
可
能
性
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
リ
モ
ー
ト

で
の
海
外
Ｆ
Ｗ
に
参
加
し
た
ゼ
ミ
学
生
た
ち
が
、

終
了
後
、
口
々
に
、「
来
年
度
、
実
際
に
現
地

に
行
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
出
会
っ
た
ウ
ガ

ン
ダ
人
と
実
際
に
会
え
る
の
が
待
ち
遠
し
く
、

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る
」、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
に
こ
そ
、
今
回
の
リ
モ
ー
ト
で
の
海

外
Ｆ
Ｗ
の
成
果
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

2020年9月22日（火）のオンライン海外
FW最終日直後に撮影をした写真です。
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歴
史
的
体
験
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
想
像
す
る

　「
も
し
あ
な
た
と
あ
な
た
の
家
族
が
何
の
罪

も
犯
し
て
い
な
い
の
に
、
あ
る
日
突
然
、
国
か

ら
の
命
令
で
強
制
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
と
し

ま
す
。
収
監
さ
れ
て
１
年
が
過
ぎ
た
頃
、
今
度

は
収
容
所
に
家
族
を
残
し
た
ま
ま
、
そ
の
国
の

軍
隊
に
入
り
、
兵
士
と
し
て
敵
国
で
あ
る
父
と

母
の
祖
国
と
戦
え
と
命
令
さ
れ
た
ら
、
あ
な
た

は
命
令
に
従
い
ま
す
か
？
そ
れ
と
も
徴
兵
を
拒

否
し
て
刑
務
所
に
入
り
ま
す
か
？
」

　第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人
強

制
収
容
は
、
戦
争
と
個
人
の
自
由
、
憲
法
に
よ

る
人
権
保
障
と
国
家
安
全
保
障
と
の
間
の
葛
藤

が
人
種
主
義
と
複
雑
に
絡
み
合
う
と
い
う
、
民

主
主
義
国
家
が
抱
え
る
相
矛
盾
し
た
現
実
を
浮

き
彫
り
に
し
ま
し
た
。
収
容
所
で
は
、
従
軍
を

呼
び
か
け
る
者
、
国
籍
離
脱
し
て
日
本
へ
の
帰

国
を
望
む
者
、
徴
兵
忌
避
す
る
者
、
ア
メ
リ
カ

に
忠
誠
を
誓
い
収
容
所
外
で
の
進
学
や
就
職
に

夢
を
託
す
者
な
ど
、
同
じ
家
族
同
士
で
も
意
見

が
分
か
れ
、
関
係
を
二
度
と
修
復
で
き
な
か
っ

た
例
も
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
の
日
系
人
は
一
か

ら
生
活
を
再
建
し
、
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
安
定

し
た
暮
ら
し
を
築
き
ま
す
が
、
戦
後
30
年
ほ
ど

経
っ
て
、
新
た
に
成
人
し
た
世
代
が
、
親
で
あ

る
二
世
た
ち
に
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。「
な

ぜ
あ
な
た
方
は
政
府
の
不
当
な
命
令
に
従
い
、

黙
っ
て
収
容
所
に
行
っ
た
の
で
す
か
？
な
ぜ
人

種
差
別
と
戦
わ
な
か
っ
た
の
で
す
か
？
」

　こ
の
問
題
を
授
業
で
取
り
上
げ
る
と
き
、
受

講
者
に
は
ア
メ
リ
カ
市
民
で
あ
る
日
系
二
世
が

直
面
し
た
究
極
の
選
択
を
想
像
し
て
も
ら
う
と

同
時
に
、
日
系
人
が
ど
の
よ
う
に
差
別
を
生
き

抜
き
、
社
会
の
矛
盾
と
戦
っ
た
の
か
、
ま
た
逆

に
模
範
的
少
数
民
族
と
も
呼
ば
れ
た
彼
ら
が
他

の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
差
別
に
ど
の
よ
う
に
加

担
し
た
の
か
な
ど
を
、
歴
史
的
事
例
に
照
ら
し

て
考
え
ま
す
。
そ
し
て
過
去
を
単
に
知
識
と
し

て
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
国
家
が
誤
っ
た
政
策
を

遂
行
し
た
と
き
に
個
人
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を

と
る
べ
き
な
の
か
、
市
民
と
し
て
何
が
で
き
る

の
か
を
議
論
し
ま
す
。

国
家
安
全
保
障
と
市
民
的
自
由
と
の
葛
藤

　私
が
２
０
１
９
年
度
に
出
版
し
た
２
冊
の
本

は
、
と
も
に
社
会
に
巣
食
う
構
造
的
人
種
主
義

や
戦
争
中
の
政
府
の
権
力
濫
用
と
闘
っ
た
日
系

人
た
ち
の
運
動
を
記
述
し
た
歴
史
書
で
す
。

T
h

e R
ise an

d
 F

all o
f A

m
ericaʼ s 

C
oncentration C

am
p Law

:  C
ivil Liberties 

D
eb

ates fro
m

 th
e In

tern
m

en
t to 

M
cC

arth
yism

 an
d th

e R
adical 1960 s

（Tem
ple U

niversity Press, 2019

　ア
メ
リ

カ
大
学
図
書
館
協
会
優
秀
学
術
書
に
入
選
）、

日
本
語
版
『
日
系
ア
メ
リ
カ
人
強
制
収
容
と
緊

和
いずみ

泉 真
ま

澄
すみ

（大学グローバル地域文化学部教授）

不条理な現実への怒りや葛藤
を変化へのパワーに変える
－北米日系人史から学ぶ生き方－
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急
拘
禁
法
―
人
種
・
治
安
・
自
由
を
め
ぐ
る
記

憶
と
葛
藤
』（
明
石
書
店
、
２
０
０
９
年
）
は
、

１
９
５
０
年
国
内
治
安
法
第
二
部
の
緊
急
拘
禁

法
の
成
立
時
と
撤
廃
時
に
日
系
人
強
制
収
容
の

記
憶
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
、
そ
れ
が
法
律
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
論
じ
て
い
ま

す
。
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
全
盛
期
に
作
ら
れ
た
緊

急
拘
禁
法
は
、
政
府
が
ス
パ
イ
や
利
敵
行
為
を

行
う
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
人
物
を
予
防
拘

禁
で
き
る
と
し
た
法
律
で
す
が
、
意
外
な
こ
と

に
こ
の
法
を
議
論
す
る
連
邦
議
会
で
は
、
日
系

人
強
制
収
容
は
予
防
拘
禁
の
「
悪
い
先
例
」
と

し
て
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日

系
人
強
制
収
容
は
民
族
的
出
自
に
基
づ
く
集
団

的
予
防
拘
禁
で
あ
り
、
明
ら
か
に
憲
法
違
反
の

疑
い
が
あ
り
ま
し
た
。
立
ち
退
き
命
令
に
違
反

し
た
フ
レ
ッ
ド
・
コ
レ
マ
ツ
に
対
す
る
１
９
４

４
年
の
裁
判
で
、
最
高
裁
は
戦
時
中
の
軍
の
命

令
を
合
憲
と
す
る
一
方
、
政
府
の
行
為
が
人
種

差
別
で
あ
る
か
ど
う
か
は
「
厳
格
に
審
査
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
原
則
を
示
し
ま
し

た
。
１
９
５
０
年
の
緊
急
拘
禁
法
成
立
の
際
に

は
日
系
人
の
先
例
を
踏
ま
え
、
予
防
拘
禁
の
可

否
は
人
種
で
は
な
く
個
人
の
行
為
の
み
に
基
づ

い
て
判
断
す
べ
き
と
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

有
事
の
際
に
予
防
拘
禁
を
実
行
す
る
た
め
に
は

平
時
か
ら
政
府
は
個
人
の
行
動
を
監
視
し
、
危

険
人
物
を
把
握
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ず
、
結
局

マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
は
戦
後
ア
メ
リ
カ
社
会
を
現

在
へ
と
つ
な
が
る
監
視
国
家
へ
と
変
え
て
い
き

ま
す
。
表
立
っ
た
人
種
差
別
が
正
当
性
を
失
う

反
面
で
、
冷
戦
を
口
実
と
し
て
Ｆ
Ｂ
Ｉ
は
予
算

と
人
員
を
拡
充
し
、
労
働
運
動
家
、
公
民
権
運

動
家
、
左
翼
知
識
人
な
ど
を
共
産
主
義
者
と
し

て
弾
圧
す
る
こ
と
に
貢
献
し
ま
し
た
。

日
系
人
の
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
社
会
運
動
史

　１
９
６
０
年
代
後
半
の
ア
メ
リ
カ
は
公
民
権

運
動
と
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
を
き
っ
か
け
に
、

よ
り
平
等
と
自
由
を
重
ん
じ
る
社
会
へ
と
変
わ

り
ま
す
。
黒
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
強
制
収
容
所

建
設
へ
の
恐
怖
が
再
び
囁
か
れ
る
中
、
緊
急
拘

禁
法
の
撤
廃
運
動
を
率
い
た
の
は
日
系
人
た
ち

で
し
た
。
罪
も
な
く
強
制
収
容
所
に
入
れ
ら
れ

た
先
例
を
当
事
者
が
語
る
こ
と
で
運
動
は
支
持

を
集
め
、
１
９
７
１
年
に
緊
急
拘
禁
法
は
撤
廃
、

強
制
収
容
所
の
建
設
を
禁
じ
る
法
律
が
で
き
た

の
で
す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
日
系
人
は
そ
れ

ま
で
の
沈
黙
を
破
っ
て
自
ら
の
体
験
を
公
に
語

る
よ
う
に
な
り
、
１
９
８
８
年
に
政
府
か
ら
公

式
謝
罪
と
一
人
二
万
ド
ル
の
個
人
補
償
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
９
１
１
同
時
多
発
テ
ロ
後
の
人
種
プ
ロ
フ

ァ
イ
リ
ン
グ
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
一
部

イ
ス
ラ
ム
教
国
か
ら
の
入
国
禁
止
令
や
中
南
米

移
民
の
子
ど
も
た
ち
を
親
か
ら
引
き
離
し
て
収

監
す
る
政
策
な
ど
に
批
判
の
声
を
挙
げ
、
ア
メ

リ
カ
の
自
由
や
人
権
に
関
す
る
教
育
に
一
定
の

影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　も
う
一
冊
の
著
書
『
日
系
カ
ナ
ダ
人
の
移
動

と
運
動
―
知
ら
れ
ざ
る
日
本
人
の
越
境
生
活

史
』（
小
鳥
遊
書
房
、
２
０
２
０
年
）
で
は
、

日
本
か
ら
カ
ナ
ダ
へ
移
住
し
た
人
々
が
太
平
洋

を
越
え
て
築
い
た
生
活
圏
と
、
戦
時
中
の
強
制

移
動
を
頂
点
と
す
る
様
々
な
人
種
差
別
の
中
で

日
系
人
が
生
き
抜
き
、
差
別
と
闘
う
中
で
カ
ナ

ダ
の
多
文
化
主
義
を
草
の
根
か
ら
支
え
た
歴
史

を
描
き
ま
し
た
（
詳
細
は
『
同
志
社
時
報
』
１

５
０
号
参
照
）。

自
分
が
動
け
ば
社
会
は
変
わ
る

　２
０
２
０
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
で
は
、

政
権
党
が
激
烈
な
投
票
妨
害
を
展
開
す
る
中
、

各
地
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
組

織
的
努
力
で
投
票
率
を
上
げ
、
選
挙
結
果
を
ひ

っ
く
り
返
し
ま
し
た
。
一
方
、
日
本
で
は
社
会

的
同
調
圧
力
が
強
ま
り
、
不
満
や
不
正
が
あ
っ

て
も
社
会
の
平
穏
を
乱
さ
な
い
こ
と
が
重
視
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
大
学
の
授
業
が
、

少
し
で
も
自
分
が
望
む
方
向
へ
社
会
を
変
え
て

い
け
る
よ
う
行
動
す
る
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
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数
理
モ
デ
ル 

―
現
象
を
理
解
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
―

　「
カ
タ
ツ
ム
リ
は
ど
う
や
っ
て
進
ん
で
い
る

の
で
す
か
？
」
私
の
と
こ
ろ
に
よ
く
届
く
質
問

の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、
私
は
カ
タ
ツ
ム
リ
の

専
門
家
で
も
な
け
れ
ば
生
物
学
者
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
私
は
数
理
モ
デ
ル
や
数
学
を
使
っ
て
研

究
を
し
て
い
ま
す
。

　カ
タ
ツ
ム
リ
は
腹
足
類
と
呼
ば
れ
る
巻
貝
の

一
種
で
、
サ
ザ
エ
や
ア
ワ
ビ
な
ど
と
同
じ
分
類

で
す
。
腹
足
類
の
あ
の
柔
ら
か
い
部
分
（
腹
足
）

は
ネ
バ
ネ
バ
し
た
粘
液
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

実
は
こ
の
粘
液
が
特
殊
な
性
質
を
持
っ
て
い
て
、

這
っ
て
移
動
す
る
と
き
に
接
地
部
分
と
の
摩
擦

を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
微
分
方
程
式
を
用
い
た
数
理
モ
デ
ル
研
究

で
は
、
粘
液
の
性
質
と
腹
足
の
筋
肉
の
硬
さ
の

違
い
に
よ
っ
て
、
様
々
な
種
が
用
い
る
異
な
る

移
動
様
式
を
同
じ
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
理
解
で
き
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

数
理
モ
デ
ル
を
使
え
ば
、
カ
タ
ツ
ム
リ
だ
け
で

な
く
ナ
メ
ク
ジ
も
サ
ザ
エ
も
ヒ
ザ
ラ
ガ
イ
も
一

つ
の
モ
デ
ル
で
表
現
・
理
解
で
き
る
と
い
う
面

白
さ
が
あ
り
ま
す
。

　数
理
モ
デ
ル
は
今
年
思
い
が
け
ず
大
き
な
注

目
を
浴
び
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
流
行
に
関
し
て
微
分
方
程
式
を
用
い
た
数

理
モ
デ
ル
が
用
い
ら
れ
た
た
め
で
す
。
特
に
デ

ー
タ
が
少
な
い
感
染
当
初
は
、
数
理
モ
デ
ル
は

今
後
の
行
動
指
針
を
決
め
る
際
に
活
躍
し
ま
し

た
。
数
理
モ
デ
ル
は
現
象
の
理
解
・
制
御
・
予

測
に
大
変
役
に
立
ち
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
仮
定

と
な
る
前
提
や
条
件
が
あ
る
こ
と
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。
数
理
モ
デ
ル
は
、
い
く
つ
か
の
仮

定
の
下
で
予
測
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
予
測
は

絶
対
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
可
能
性
の
話
と

な
り
ま
す
。
当
た
ら
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と

い
う
意
見
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
数
理
モ
デ

ル
に
よ
り
、
想
定
外
だ
っ
た
未
来
を
想
定
内
に

で
き
る
の
で
、
最
悪
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　今
年
は
ウ
イ
ル
ス
と
の
関
わ
り
方
だ
け
で
は

な
く
、
人
間
の
行
動
や
考
え
方
に
つ
い
て
も
深

く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
社

会
で
は
、
集
団
全
体
に
と
っ
て
の
利
益
を
優
先

し
行
動
す
る
人
と
、
個
人
に
と
っ
て
の
利
益
を

優
先
し
行
動
す
る
人
が
現
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は

固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
は
毎
日

様
々
な
場
面
で
ど
ち
ら
を
優
先
す
べ
き
か
と
揺

れ
動
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
象
を
「
社

会
的
ジ
レ
ン
マ
」
と
言
い
ま
す
。
全
員
が
同
時

に
自
分
を
優
先
す
る
と
社
会
は
成
り
立
た
な
い

わ
け
で
す
が
、
必
ず
全
体
の
利
益
を
優
先
す
る

人
が
存
在
し
ま
す
。
し
か
も
全
体
優
先
と
個
人

優
先
の
人
口
比
率
は
だ
い
た
い
一
定
に
な
る

岩
いわ

本
もと

 真
ま

裕
ゆ

子
こ

（大学文化情報学部准教授）

言語としての数理モデル
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（
多
く
が
８
：
２
）
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
れ
は
人
間
の
集

団
だ
け
に
見
ら
れ
る
現
象
で
は
な
く
、
倫
理
観

が
あ
る
と
は
思
え
な
い
、
細
胞
性
粘
菌
・
ア
リ
・

ク
モ
・
鳥
な
ど
の
群
れ
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

　い
く
つ
か
の
生
物
で
観
察
さ
れ
る
共
通
し
た

現
象
が
あ
る
場
合
、
個
々
の
種
の
特
徴
を
細
か

く
調
べ
る
よ
り
も
、
ま
ず
は
共
通
に
見
ら
れ
る

部
分
を
抽
出
し
数
理
モ
デ
ル
で
記
述
す
る
こ
と
が
、

現
象
理
解
の
助
け
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私

た
ち
は
「
生
物
の
行
動
の
変
化
は
他
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
後
に
起
こ
り
や
す
い
」
と

い
う
点
に
注
目
し
、
微
分
方
程
式
と
セ
ル
オ
ー

ト
マ
ト
ン
モ
デ
ル
を
用
い
て
数
理
モ
デ
ル
を
作
り

ま
し
た
。
モ
デ
ル
の
計
算
結
果
に
よ
り
、
全
体

の
秩
序
（
人
口
比
率
の
調
整
）
は
、
近
く
の
人

と
の
特
徴
的
な
相
互
作
用
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

つ
ま
り
、
社
会
全
体
が
ど
ち
ら
優
先
に
傾
く
か
は
、

個
人
間
の
ロ
ー
カ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

デ
ー
タ
駆
動
型
数
理
モ
デ
ル
と
プ
ロ
セ
ス
駆
動

型
数
理
モ
デ
ル
の
融
合
へ

　技
術
発
展
が
進
み
、
20
年
前
と
は
比
べ
物
に

な
ら
な
い
ほ
ど
私
た
ち
は
日
々
溢
れ
る
ほ
ど
の

情
報
を
浴
び
、
私
た
ち
の
行
動
が
デ
ー
タ
と
し

て
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
の
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
出
て
く
る
モ
デ
ル
と
、

前
述
の
数
理
モ
デ
ル
は
別
の
も
の
で
す
。
昨
今

で
は
、
主
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
で
予
測
・
推

定
な
ど
に
使
わ
れ
る
モ
デ
ル
を
「
デ
ー
タ
駆
動

型
」
と
呼
び
、
例
え
ば
微
分
方
程
式
な
ど
を
使

っ
て
記
述
さ
れ
る
モ
デ
ル
を
「
プ
ロ
セ
ス
駆
動

型
」
と
呼
ん
で
言
い
分
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
数
学
の
統
計
分
野
と
力
学
系
分
野
の
発
展
に

よ
る
も
の
で
す
。
今
後
は
ど
ち
ら
か
一
方
で
は

な
く
、
２
つ
の
数
理
モ
デ
ル
を
融
合
さ
せ
て
活

用
し
て
い
く
こ
と
で
、
現
代
の
複
雑
な
現
象
や

課
題
が
解
決
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

教
育
、
そ
し
て
数
理
モ
デ
リ
ン
グ
教
育
へ

　私
は
大
学
を
卒
業
後
３
年
間
、
滋
賀
県
の
県

立
中
高
一
貫
校
で
数
学
教
諭
を
し
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
時
か
ら
教
師
に
な
る
と
決
め
て
い
ま

し
た
が
、
私
の
夢
は
教
師
に
な
る
こ
と
で
は
な

く
、「
数
学
が
嫌
い
な
子
ど
も
を
一
人
で
も
減

ら
す
こ
と
」
で
し
た
。
ま
さ
か
自
分
が
大
学
で

研
究
者
と
な
り
教
鞭
を
取
る
こ
と
に
な
る
と
は

想
像
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
も
同
じ

夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　日
本
の
数
学
教
育
は
非
常
に
上
手
く
体
系
化

さ
れ
て
い
る
た
め
、
中
・
高
の
数
学
教
育
で
は
、

数
学
本
来
の
面
白
さ
を
伝
え
る
こ
と
は
難
し
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
教
科
書
は
、
先
人
が
見
つ

け
た
定
理
や
法
則
の
途
中
経
過
、
つ
ま
り
「
モ

デ
リ
ン
グ
」
部
分
や
失
敗
し
た
部
分
を
飛
ば
し

て
綺
麗
な
結
果
だ
け
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ど

う
考
え
て
も
「
モ
デ
リ
ン
グ
」
が
一
番
面
白
い

部
分
な
の
で
す
が
、
一
方
で
、
泥
臭
く
時
間
の

か
か
る
部
分
で
あ
る
た
め
有
限
の
時
間
で
学
ぶ

た
め
に
除
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
仕
方
が
な
い

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
は
、

現
在
の
数
学
教
育
に
「
モ
デ
リ
ン
グ
」
と
い
う

視
点
を
入
れ
る
だ
け
で
、
子
ど
も
た
ち
の
数
学

に
対
す
る
印
象
は
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

　プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
教
育
は
と
て
も
有
益
な
も
の
で
す
が
、
数
学

は
役
に
立
つ
か
ら
学
ぶ
の
だ
と
考
え
る
子
ど
も

が
増
え
て
し
ま
う
こ
と
は
懸
念
す
べ
き
こ
と
で

す
。
数
学
は
役
に
立
た
な
く
て
も
学
び
た
い
も

の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
本
来
、
と
て
も
楽
し
い
学

問
だ
か
ら
で
す
。
ま
た
、
役
に
立
つ
か
ら
学
ぶ

と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
し
、

新
し
い
発
見
は
、
何
の
役
に
立
つ
か
も
わ
か
ら

な
い
泥
臭
い
学
び
や
失
敗
の
中
か
ら
生
ま
れ
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
。
今
後
は
、
数
理
モ
デ
リ

ン
グ
学
教
育
を
普
及
さ
せ
、
複
雑
な
課
題
に
泥

臭
く
も
粘
り
強
く
解
決
で
き
る
人
材
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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前
向
き
な
姿
勢

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
よ
っ
て
、

多
く
の
人
が
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
各
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
回
答
者
の
65

％
近
く
が
ス
ト
レ
ス
の
増
加
を
報
告
し
て
い
る

一
方
で
、
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
は
ほ
ぼ
同
じ
ま
ま

だ
と
い
う
人
は
20
％
前
後
、
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル

が
下
が
っ
て
い
る
と
い
う
人
も
15
％
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
ゼ
ミ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
み
る
と
、
や
は
り
同
様
の

結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　世
界
中
の
人
々
が
明
ら
か
に
苦
し
ん
で
い
る

と
き
に
、
平
気
な
顔
を
し
て
い
て
も
よ
い
も
の

で
し
ょ
う
か
？
た
と
え
ば
、
高
価
な
レ
ス
ト
ラ

ン
で
豪
華
な
食
事
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
き

に
、
給
与
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
食
費
を
切
り
詰
め

て
い
る
人
々
の
状
況
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
と
想
像

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、

幸
せ
を
感
じ
て
も
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

モ
ラ
ル
ジ
レ
ン
マ

　こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
心
理
学
で
は
モ
ラ
ル

ジ
レ
ン
マ
と
呼
ば
れ
ま
す
。
一
方
で
は
、
他
の

人
が
苦
し
ん
で
い
る
と
き
に
幸
せ
を
感
じ
る
こ

と
は
、
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
世
の
中
に
は
必
ず
ど
こ

か
で
あ
な
た
よ
り
も
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
ま

す
。
他
人
の
不
幸
を
他
所
に
喜
ぶ
こ
と
が
許
さ

れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
人
は
常
に
苦
し
み
続
け

る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

共
感
と
思
い
や
り

　モ
ラ
ル
ジ
レ
ン
マ
を
解
決
す
る
に
は
、
共
感

( em
pathy)

と
思
い
や
り( com

passion)

を
区

別
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
心
理
学
で
は
、
共

感
は
他
人
の
感
情
（
特
に
、
痛
み
、
悲
し
み
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
の
否
定
的
な
感
情
）
を
感
じ
る

傾
向
と
定
義
さ
れ
ま
す
。
共
感
的
な
人
ほ
ど
、

苦
し
ん
で
い
る
人
を
見
る
と
、
自
分
も
そ
の
苦

し
み
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　そ
れ
に
対
し
て
、
思
い
や
り
は
、
他
の
人
の

た
め
に
な
る
こ
と
（
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
否
定
的

な
感
情
を
軽
減
す
る
こ
と
や
、
幸
せ
の
手
助
け

を
す
る
こ
と
）
を
望
む
こ
と
と
定
義
さ
れ
ま
す
。

思
い
や
り
の
あ
る
人
ほ
ど
、
人
の
苦
し
み
を
軽

減
さ
せ
た
い
と
強
く
望
み
ま
す
が
、
必
ず
し
も

人
の
痛
み
や
苦
し
み
を
自
ら
感
じ
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

共
感
の
落
と
し
穴

　人
に
共
感
す
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
信
じ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
共
感
は
否
定
的
な
結
果
に

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
第
一
に
、
共
感

及
おい

川
かわ

 昌
まさ

典
のり

（大学心理学部教授）

ポストコロナ時代の
心理学
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は
人
助
け
の
能
力
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、
お
子
様
が
試
験
の
重
圧
で

パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
し
ま
す
。
あ
な
た

が
共
感
し
て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
も
、
事
態
は

好
転
し
ま
せ
ん
。
こ
の
状
況
で
は
、
共
感
す
る

よ
り
も
思
い
や
り
の
あ
る
親
と
し
て
、
必
要
な

サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
べ
き
で
す
。

　第
二
に
、
共
感
は
偏
見
や
差
別
を
助
長
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
般
に
、
人
は
自
分
に
似

て
い
る
内
集
団
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
は
共
感

し
ま
す
が
、
外
国
人
な
ど
の
外
集
団
の
メ
ン
バ

ー
に
は
、
あ
ま
り
共
感
し
な
い
傾
向
が
あ
る
か

ら
で
す
。
思
い
や
り
は
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る

人
に
公
平
に
分
配
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
す
が
、

共
感
は
必
ず
し
も
平
等
か
つ
公
平
に
働
く
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　第
三
に
、
共
感
は
合
理
的
な
判
断
を
歪
め
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
自
然
災
害
の

被
災
者
を
救
う
た
め
に
、
ど
れ
く
ら
い
募
金
を

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

は
被
害
の
規
模
に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
２
０
０
０
人
が
被
災
し
た
場
合
に
は
、

１
０
０
０
人
が
被
災
し
た
場
合
よ
り
も
、
多
額

の
寄
付
を
し
よ
う
と
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

実
際
に
被
害
規
模
の
情
報
を
変
え
て
、
募
金
額

を
提
示
し
て
も
ら
う
調
査
を
し
て
み
る
と
、
そ

の
よ
う
な
合
理
的
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。
と

こ
ろ
で
、
調
査
冊
子
に
被
災
者
の
子
ど
も
の
顔

写
真
な
ど
を
載
せ
て
共
感
を
引
き
出
す
と
、
載

せ
な
い
場
合
に
比
べ
て
募
金
額
が
増
え
る
の
で

す
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
被
害
規
模
が
小
さ
く

て
も
大
き
く
て
も
、
募
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

共
感
は
感
情
的
な
反
応
で
す
の
で
、
合
理
的
に

は
考
慮
す
べ
き
情
報
が
あ
っ
て
も
、
あ
ま
り
考

慮
さ
れ
な
い
の
で
す
。

心
理
学
の
役
割

　人
に
共
感
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
家
族

や
同
僚
と
幸
せ
を
分
か
ち
合
う
こ
と
や
、
ペ
ッ

ト
に
愛
情
を
抱
く
こ
と
な
ど
、
前
向
き
な
気
持

ち
で
あ
れ
ば
、
共
感
は
良
い
こ
と
で
す
。
共
感

は
ま
た
、
他
者
を
敬
い
、
気
に
か
け
て
い
る
こ

と
を
知
ら
せ
る
シ
グ
ナ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
否
定
的
な
感
情
に
共
感
す
る
と
、
し
ば

し
ば
否
定
的
な
結
果
を
導
く
の
で
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
最
前
線
で
戦
う
医

療
従
事
者
な
ど
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
一
部
に
は
、
共
感
性
が
高
い
人
々
が
い
ま
す
。

し
か
し
、
共
感
性
は
燃
え
尽
き
症
候
群
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
無
私
の
奉
仕
は
燃

え
尽
き
る
傾
向
が
あ
り
、
心
の
タ
ン
ク
が
空
に

な
る
と
、
他
の
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
一
方
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
人
は
、

共
感
性
が
高
い
人
よ
り
も
、
燃
え
尽
き
が
少
な

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
思
い
や
り
の
あ
る
人
は
、

苦
し
む
人
々
に
共
感
し
て
燃
え
尽
き
る
の
で
は

な
く
、
苦
し
む
人
々
の
た
め
に
な
る
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
、
利
他
的
か
つ
幸
福
に
生
き
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　さ
て
、
世
界
中
の
人
々
が
明
ら
か
に
苦
し
ん

で
い
る
と
き
に
、
平
気
な
顔
を
し
て
い
て
も
よ

い
も
の
で
し
ょ
う
か
？
心
理
学
の
役
割
は
、
人

間
が
陥
り
や
す
い
誤
り
を
予
測
し
て
、
対
策
を

練
る
こ
と
で
す
。

　常
識
で
考
え
れ
ば
、
他
の
人
が
苦
し
ん
で
い

る
と
き
に
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に

間
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
苦
し
ん
で

い
る
人
の
痛
み
に
は
共
感
す
べ
き
だ
と
感
じ
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

お
話
し
し
て
き
た
よ
う
に
、
否
定
的
な
感
情
へ

の
共
感
は
、
人
を
助
け
る
能
力
を
低
下
さ
せ
、

偏
見
や
差
別
を
助
長
し
、
合
理
的
な
判
断
を
鈍

ら
せ
、
長
期
的
に
は
燃
え
尽
き
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
未
だ
予
断
の
許
さ
れ
な
い
状
況
が

続
き
ま
す
が
、
世
界
中
の
人
々
が
明
ら
か
に
苦

し
ん
で
い
る
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
心
理
学
研
究

の
成
果
を
信
頼
し
て
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
、

幸
せ
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
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白
川
郷
と
の
出
会
い

　私
の
専
門
と
す
る
都
市
計
画
は
実
学
で
す
。

「
生
活
に
具
体
的
に
役
に
立
つ
学
問
」
と
い
う

意
味
で
は
ど
の
学
問
も
実
学
的
な
側
面
を
も
ち

ま
す
が
、
都
市
や
地
域
の
空
間
や
そ
こ
で
起
こ

っ
て
い
る
現
象
を
読
み
解
き
、
原
因
と
の
間
の

因
果
関
係
を
分
析
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ

を
計
画
（
デ
ザ
イ
ン
）
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
学
問
で
す
。
そ
の
た
め
、
地
域
活
動

に
積
極
的
に
参
画
し
、
研
究
成
果
の
地
域
へ
の

還
元
や
計
画
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　歴
史
的
建
造
物
な
ど
の
地
域
固
有
の
資
源
を

活
か
す
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、

岐
阜
県
白
川
村
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は
15
年
前

で
す
。
こ
の
村
は
世
界
文
化
遺
産
の
白
川
郷
の

合
掌
造
り
集
落
を
擁
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
は

合
掌
造
り
が
い
か
に
保
存
さ
れ
、
観
光
資
源
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
個
人
的
興
味
に

基
づ
き
研
究
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際

に
地
域
に
入
っ
て
み
る
と
白
川
郷
は
切
実
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
最
も

深
刻
だ
っ
た
の
が
交
通
問
題
で
す
。
世
界
遺
産

登
録
以
降
の
観
光
車
両
の
急
増
に
よ
り
渋
滞
が

発
生
し
、
住
民
の
車
両
だ
け
で
な
く
救
急
や
消

防
な
ど
の
緊
急
車
両
も
巻
き
込
ま
れ
、
集
落
の

本
来
の
姿
で
あ
る
生
活
空
間
と
し
て
の
質
が
大

き
く
損
な
わ
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。
問
題
は

村
外
に
も
知
ら
れ
て
お
り
、
新
聞
に
は
村
の
対

応
不
足
を
非
難
す
る
専
門
家
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
、
危
機
遺
産
リ
ス
ト
入
り
を
危
ぶ
ま
れ
て
も

い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
地
元
行
政
や
地
域
も
問

題
解
決
に
向
け
て
動
き
、
新
た
な
交
通
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
た
め
の
住
民
説
明
会
を
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
集
落
内
へ
の
観
光
車
両
の
進

入
制
限
を
行
う
案
に
対
し
て
土
産
物
店
・
飲
食

店
・
民
間
駐
車
場
の
経
営
者
か
ら
強
い
反
対
意

見
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
議
論
が
紛
糾
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
体
験
か
ら
、
理
想
論
だ
け
で
は
ま

ち
づ
く
り
は
難
し
い
こ
と
を
学
び
、
研
究
者
と

し
て
何
が
で
き
る
の
か
模
索
し
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
他
に
も
景
観
変
容
や
観
光
の
質
の

低
下
な
ど
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
、

博
士
後
期
課
程
に
進
学
後
は
実
際
に
白
川
郷
に

住
み
な
が
ら
、
問
題
解
決
の
た
め
の
調
査
や
話

し
合
い
へ
の
参
画
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
大
学
院
修
了
後
は
、
白
川
村
役

場
の
職
員
と
し
て
「
世
界
遺
産
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」「
白
川
村
景
観
計
画
」「
白
川
村
観
光
基
本

計
画
」
な
ど
の
計
画
策
定
の
主
査
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
多
様
な
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
（
利

害
関
係
者
）
が
い
る
中
で
の
計
画
づ
く
り
は
困

難
を
伴
い
ま
す
が
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
や
り

が
い
が
あ
る
仕
事
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に

麻
あ

生
そう

 美
み

希
き

（女子大学生活科学部准教授）

都市や地域のデザインに
貢献をする研究を
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今
も
、
空
き
家
対
策
や
防
災
、
観
光
振
興
の
お

手
伝
い
を
続
け
て
い
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
実
現
す
る
景

観
研
究

　こ
の
よ
う
に
、
地
域
が
抱
え
る
問
題
や
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
の
多
様
な
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
最
も
多
く
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
た
の
は
文
化
的
景
観
で
す
。
白
川
郷
で

は
、
土
地
利
用
の
変
遷
か
ら
伝
統
的
集
落
と
し

て
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
各
世

帯
の
不
動
産
の
所
有
状
況
か
ら
景
観
保
全
の
新

た
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
研
究
や
、
村
全
域
の

地
形
・
土
地
利
用
・
法
規
制
の
分
析
に
よ
り
世

界
遺
産
の
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
（
緩
衝
地
帯
）
に

お
け
る
景
観
管
理
手
法
を
提
案
す
る
研
究
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
北
海
道
美
瑛
町
や
沖
縄
県
竹

富
島
で
は
、
開
発
（
土
地
造
成
や
建
築
行
為
）

可
能
性
の
予
測
と
そ
れ
ら
の
景
観
へ
の
影
響
度

の
分
析
を
行
い
、
景
観
計
画
の
策
定
支
援
や
準

景
観
地
区
制
度
の
導
入
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
フ
ィ
ジ
ー
共
和
国
旧
首
都
レ
ブ
カ
で
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
国
際
協
力
の
枠
組
み
で
、
イ
ギ
リ

ス
植
民
地
時
代
を
由
来
と
す
る
シ
ョ
ッ
プ
ハ
ウ

ス
や
住
宅
、
教
会
の
実
測
調
査
や
建
築
物
の
配

置
・
形
態
の
悉
皆
調
査
を
行
い
、
景
観
保
全
基

準
案
の
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、

北
海
道
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
た
め
に
、

風
土
が
似
て
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
文
化
的
景

観
の
保
全
に
関
す
る
研
究
や
、
ア
イ
ヌ
文
化
と

近
代
開
拓
が
空
間
的
に
融
合
し
て
い
る
北
海
道

平
取
町
に
お
い
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
）
を
活
用
し
た
文
化
的
景
観
と
し
て
の
価

値
の
明
確
化
と
そ
の
保
全
方
針
の
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ど
の
研
究
も
、
行
政
や
住
民
と
と

も
に
景
観
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
そ
れ
を
実
現

す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
研
究
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と

　同
志
社
女
子
大
学
に
着
任
し
て
４
年
目
に
突

入
し
ま
し
た
が
、
京
都
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
機
会
を
少
し
ず
つ
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
に
は
、

出
来
る
限
り
研
究
室
の
学
生
と
一
緒
に
関
わ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
都
市
や

地
域
の
実
態
は
決
し
て
座
学
で
は
教
え
ら
れ
な

い
か
ら
で
す
。
京
都
市
中
京
区
の
姉
小
路
通
で

は
、
お
ば
ん
ざ
い
を
切
り
口
と
し
た
地
域
に
根

付
く
生
活
文
化
の
掘
り
起
こ
し
や
、
地
域
と
宿

泊
施
設
と
の
軋
轢
を
解
消
し
、
地
域
の
文
化
に

触
れ
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
や
実
施
を

「
姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
」
と
と
も
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
度
は
４
名
の
学
生

が
、
姉
小
路
の
景
観
形
成
の
課
題
と
今
後
の
参

考
と
な
る
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
（
優
良
事
例
）

の
収
集
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　こ
れ
以
外
に
も
、
都
市
空
間
研
究
室
に
は
自

主
的
に
地
域
に
飛
び
込
ん
で
ま
ち
づ
く
り
の
提

案
を
行
う
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
学
生
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
２
０
２
０
年
度
は

「
三
条
通
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
に
３

回
生
が
３
名
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
、
地
域
の
方
々
と
学
生
と
の
混
合
グ

ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
に
８
月
か
ら
４
ヶ
月
間
か

け
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
積
み
重
ね
、
三
条

通
の
将
来
の
空
間
像
を
提
案
す
る
と
い
う
か
な

り
高
度
な
も
の
で
し
た
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
建

築
や
土
木
、
都
市
計
画
を
専
門
と
す
る
他
大
学

の
４
回
生
や
大
学
院
生
に
対
し
、
知
識
や
表
現

ス
キ
ル
不
足
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
三
条

通
に
真
剣
に
向
き
合
い
、
提
案
を
何
度
も
練
り

直
し
、
自
分
な
り
に
表
現
す
る
と
い
う
大
き
な

経
験
を
し
た
学
生
の
成
長
は
著
し
い
も
の
で
し

た
。

　

　私
は
白
川
郷
に
出
会
っ
た
こ
と
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
意
義
や
本
質
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
人
間
生
活

学
科
の
学
生
に
も
、
そ
う
い
っ
た
地
域
と
出
会

う
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。



28

新�

し
い
小
学
校�

�

教
育
を
牽
引
し
た
10
年
間

ロ
ハ
ス
●
同
志
社
国
際
学
院
は
２
０
１
１
年
に

開
校
し
、
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
本
日
は
本

校
が
果
た
し
て
き
た
役
割
と
、
こ
れ
ま
で
の
教

育
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
田
●
本
校
は
学
校
教
育
法
第
一
条
で
定
め
ら

れ
た
一
条
校
、
い
わ
ゆ
る
日
本
の
普
通
の
学
校

の
ス
タ
イ
ル
と
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
が
認
定
し

た
Ｐ
Ｙ
Ｐ（Prim

ary Y
ears Program

m
e

）

校
、
つ
ま
り
国
際
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ス
タ

イ
ル
と
が
融
合
し
た
小
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
２
つ
が
融
合
し
た
小
学
校

は
今
ま
で
日
本
に
は
無
く
、
ど
こ
に
も
モ
デ
ル

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
か
ら
作
り
上
げ
て

い
こ
う
と
い
う
大
き
な
理
想
の
も
と
で
ス
タ
ー

ト
し
た
た
め
、
最
初
は
試
行
錯
誤
が
非
常
に
多

か
っ
た
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
も
大
変
良
く
頑

張
り
ま
し
た
し
、
保
護
者
の
方
々
も
と
て
も
温

か
く
学
校
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
々
に
は
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
い
う
形
で
一
緒
に
教
育
を
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
と
申
し
上
げ
て
い
ま
す
が
、
学
校
か
ら

言
わ
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、
自
ら
新
し
い
学
校

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
共
感
し
、
協
力
し
て
く
だ
さ

特 別 寄 稿

同志社国際学院初等部の
10年間の教育を振り返る

出席者

ロハス 亜
あ

紀
き
（教頭）　岡

おか

田
だ

 智
とも

明
あき

（学務幹事）　荒
あら

谷
たに

 達
たつ

彦
ひこ

（PYP Coordinator）



特
別
寄
稿

29

ア
の
認
定
校
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
大
き
な

柱
の
一
つ
で
あ
る
探
究
型
学
習
に
つ
い
て
は
、

教
員
、
保
護
者
、
子
ど
も
た
ち
も
含
め
、
皆
で

協
力
し
、
勉
強
し
な
が
ら
手
探
り
で
進
め
て
き

ま
し
た
。
10
年
が
経
過
し
、
学
習
内
容
も
具
体

的
に
整
備
さ
れ
て
到
達
目
標
も
で
き
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
に
つ
い
て
今
ま
で
の
苦
労
や
良
い
点

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

岡
田
●
探
究
型
学
習
と
は
、
国
語
・
算
数
・
理

科
・
社
会
と
い
う
よ
う
に
教
科
を
区
切
る
の
で

は
な
く
、
一
つ
の
到
達
テ
ー
マ
に
向
か
っ
て
全

部
を
つ
な
ぐ
、
教
科
横
断
型
の
学
習
ス
タ
イ
ル

で
す
。
今
ま
で
縦
割
り
教
科
の
指
導
し
か
し
て

こ
な
か
っ
た
私
た
ち
教
員
に
と
っ
て
は
、
非
常

に
大
変
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
。
最
初
は
他
の

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
手
法
を
真

似
た
り
、
一
条
校
と
し
て
の
普
通
の
学
習
も
組

み
込
ん
だ
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
ま
に

か
教
科
書
に
沿
っ
た
学
習
に
な
っ
て
し
ま
う
な

ど
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。
今
は
テ
ー
マ

に
向
か
っ
て
物
事
を
考
え
る
際
に
必
要
な
視
点
、

適
し
た
発
表
の
手
法
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
へ
論

理
的
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
本
校
の
財
産
で
あ
り
、
他
校
に
は
真
似

の
で
き
な
い
教
育
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

ロ
ハ
ス
●
本
校
で
は
単
元
の
こ
と
を
ユ
ニ
ッ
ト

手
の
言
い
た
い
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
、

ど
ん
な
手
助
け
が
必
要
か
を
考
え
て
気
遣
い
を

す
る
。
そ
し
て
自
身
も
、
主
張
す
べ
き
こ
と
は

主
張
す
る
。
言
語
だ
け
で
な
く
、
心
と
心
が
通

じ
合
う
雰
囲
気
を
、
ま
ず
教
員
間
で
持
つ
こ
と

が
大
事
で
す
。
そ
し
て
帰
国
子
女
た
ち
が
、
海

外
で
得
た
経
験
を
生
か
せ
ず
に
我
慢
し
て
周
囲

に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
経
験
を
周
囲

が
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、
国
際
的
な

雰
囲
気
作
り
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
本
校
で

は
、
そ
う
す
る
こ
と
が
か
な
り
自
然
に
な
っ
て

い
ま
す
。
教
材
も
、
国
際
的
な
雰
囲
気
を
生
み

出
す
よ
う
な
も
の
を
で
き
る
だ
け
採
択
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教�
科
横
断
型
の
探
究
型
学
習
で�

�
実
社
会
に
通
じ
る
力
を
育
て
る

ロ
ハ
ス
●
本
校
の
柱
の
一
つ
は
国
際
バ
カ
ロ
レ

る
ご
家
庭
が
非
常
に
多
い
と
感
じ
ま
す
。
し
た

が
っ
て
保
護
者
、
子
ど
も
と
一
緒
に
作
っ
て
き

た
学
校
と
い
う
思
い
が
、
私
た
ち
教
員
の
中
に

あ
り
ま
す
。

ロ
ハ
ス
●
本
校
の
果
た
し
て
き
た
役
割
は
、
先

進
的
な
教
育
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
こ
と
に

尽
き
る
で
し
ょ
う
。
社
会
の
今
後
を
考
え
た
と

き
、
子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
力
を
つ
け
さ
せ
て

あ
げ
た
ら
良
い
か
を
念
頭
に
置
い
て
、
教
育
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

荒
谷
●
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
間
違
い
な
い

と
い
う
自
信
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
へ

至
る
過
程
を
探
る
の
は
難
し
か
っ
た
で
す
。
た

だ
、
今
の
社
会
の
流
れ
か
ら
同
志
社
の
自
由
主

義
や
、
自
由
に
対
す
る
責
任
と
い
う
も
の
を
考

え
る
と
、
良
心
教
育
や
自
ら
行
動
を
起
こ
す
大

切
さ
を
教
え
る
教
育
は
間
違
い
な
か
っ
た
と
確

信
が
持
て
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
さ
ら
に
私
た

ち
の
教
育
を
突
き
詰
め
て
い
く
こ
と
が
今
後
は

大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

岡
田
●
一
番
難
し
か
っ
た
の
は
、「
国
際
的
」

と
か
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
で
あ
る
こ
と

の
雰
囲
気
を
理
解
し
、
私
自
身
を
変
え
て
い
く

こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
今
で
も
課
題
の
一
つ
で

す
。
英
語
で
話
せ
ば
国
際
的
な
雰
囲
気
に
な
る

の
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相

ロハス　亜紀
教頭
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と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
私
も
い
く
つ
か
印
象
に

残
る
ユ
ニ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
４
年
生
を
担
任

し
た
時
に
、
鉄
・
空
気
・
水
の
性
質
を
学
ぶ
ユ

ニ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
探
究
型
学
習
は
子
ど

も
の
実
生
活
や
実
社
会
に
役
立
つ
学
び
を
目
的

と
し
ま
す
の
で
、
最
終
的
に
は
、
鉄
や
水
そ
れ

ぞ
れ
の
性
質
を
生
か
し
た
商
品
の
売
り
込
み
ま

で
を
、
子
ど
も
た
ち
自
身
で
行
い
ま
し
た
。
単

に
鉄
を
商
品
の
ど
こ
か
に
使
う
の
で
は
な
く
、

温
め
ら
れ
る
と
体
積
が
増
え
る
と
い
う
鉄
の
性

質
を
利
用
し
た
商
品
を
考
案
し
、
そ
れ
を
売
っ

て
く
れ
そ
う
な
会
社
を
探
し
、
自
分
で
手
紙
を

書
い
て
売
り
込
む
の
で
す
。
一
例
と
し
て
、
水

を
靴
底
に
入
れ
た
シ
ュ
ー
ズ
を
考
案
し
た
児
童

が
い
ま
し
た
。
冬
は
温
か
く
、
夏
は
涼
し
く
な

る
シ
ュ
ー
ズ
で
す
。
こ
れ
を
シ
ュ
ー
ズ
メ
ー
カ

ー
に
送
っ
た
と
こ
ろ
、
割
引
チ
ケ
ッ
ト
ま
で
添

え
ら
れ
た
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
業
か

ら
反
応
が
あ
り
、
実
社
会
と
の
繋
が
り
を
持
て

た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
も
非
常
に
嬉
し
か
っ

た
よ
う
で
す
。
他
に
も
ペ
ッ
ト
が
快
適
に
過
ご

せ
る
小
屋
を
考
案
し
た
り
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ

ー
の
メ
ー
カ
ー
に
は
商
品
の
人
気
投
票
結
果
を

グ
ラ
フ
に
し
て
送
っ
た
り
し
ま
し
た
。
物
質
の

性
質
を
学
ぶ
の
は
理
科
、
手
紙
を
書
く
の
は
国

語
、
商
品
に
売
価
を
つ
け
る
の
は
算
数
の
勉
強

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
教
科
が
一
つ
の
学
び
に
入

っ
て
く
る
教
科
横
断
型
学
習
に
よ
っ
て
、
子
ど

も
自
身
に
考
え
さ
せ
、
発
想
さ
せ
る
学
び
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
教
員
に
と
っ
て
も
難
し
い

で
す
が
、
座
学
に
は
な
い
や
り
甲
斐
が
あ
り
ま

す
。
一
度
始
め
る
と
、
戻
れ
な
い
面
白
さ
が
あ

り
ま
す
。

荒
谷
●
６
年
生
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
学
習
し
ま

し
た
。
た
だ
発
電
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
世
の

中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
う
使
わ
れ
、
ど
ん
な
問

題
が
起
き
て
い
る
の
か
を
考
え
る
の
で
す
。
持

続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
触
れ
ま
す
が
、
理

想
と
現
実
と
の
間
で
迷
う
部
分
も
、
ま
さ
に
実

社
会
の
こ
と
と
し
て
子
ど
も
は
体
感
し
ま
す
。

そ
こ
か
ら
子
ど
も
は
本
気
で
考
え
、
子
ど
も
た

ち
同
士
で
意
見
を
交
換
し
合
う
。
き
れ
い
事
だ

け
の
提
案
が
出
て
く
る
と
子
ど
も
た
ち
同
士
で

指
摘
し
合
い
、
深
め
合
っ
て
い
き
ま
す
。

ロ
ハ
ス
●
今
は
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
で
す
。

V
olatility

（
変
動
性
）、U

ncertainty

（
不

確
実
性
）、C

om
plexity

（
複
雑
性
）、

A
m

biguity

（
曖
昧
性
）。
車
の
自
動
運
転
に

し
て
も
、
５
年
、
10
年
経
て
ば
当
た
り
前
に
な

る
で
し
ょ
う
。
電
気
自
動
車
が
主
流
に
な
り
、

ガ
ソ
リ
ン
車
は
無
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
短

い
ス
パ
ン
で
変
化
し
て
い
く
時
代
で
す
。
そ
の

中
で
ど
ん
な
場
面
に
お
い
て
も
自
分
で
正
し
い

情
報
を
得
て
解
決
策
を
考
え
る
力
を
つ
け
る
た

め
に
、「
探
究
」
は
確
実
に
今
後
の
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
探
究
型
学
習
を

さ
ら
に
確
立
し
て
い
く
の
が
本
校
の
目
的
で
す
。

荒
谷
●
子
ど
も
た
ち
は
今
、
大
人
に
な
る
た
め

に
力
を
つ
け
て
い
る
途
中
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

や
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
、
私
た
ち

に
も
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

視
野
を
広
げ
る
英
語
学
習

ロ
ハ
ス
●
さ
て
本
校
は
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
校
で
あ

り
、Ｔ
Ｉ
Ｅ
（T

im
e In English

）
と
称
し
て
、

英
語
学
習
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
現
状
の

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡
田
●
本
校
の
場
合
、
英
語
は
自
分
の
意
思
を

伝
え
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
位
置
付

け
で
す
。
相
手
と
意
思
の
疎
通
が
で
き
る
こ
と

岡田　智明
学務幹事



特
別
寄
稿

31

の
楽
し
さ
を
知
り
、
そ
れ
が
自
分
を
豊
か
に
す

る
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
て
い
ま
す
。
経
験
の

多
い
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
先
生
が
た
く
さ
ん
い
る
の

で
、
子
ど
も
が
間
違
っ
た
英
語
を
話
し
て
も
、

言
い
た
い
こ
と
を
汲
み
取
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

正
し
く
直
さ
れ
た
文
を
子
ど
も
が
リ
ピ
ー
ト
し

て
会
話
が
続
く
と
い
う
形
で
す
。
も
ち
ろ
ん
テ

ス
ト
や
発
表
も
あ
り
ま
す
が
、
目
的
は
実
際
の

生
活
に
使
う
こ
と
。
間
違
っ
た
英
語
で
も
恥
ず

か
し
い
と
は
思
わ
ず
、
そ
れ
が
成
長
の
一
歩
に

な
る
の
だ
と
い
う
空
気
が
学
校
に
で
き
て
い
ま

す
。

荒
谷
●
岡
田
先
生
は
準
備
室
時
代
か
ら
変
わ
ら

れ
ま
し
た
ね
。
当
初
、
英
語
の
教
育
は
ご
自
分

に
は
無
理
だ
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

岡
田
●
私
は
、
そ
れ
ほ
ど
英
語
は
得
意
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
き
れ
い
な
発
音
で
正
し
い

英
語
を
話
せ
な
け
れ
ば
、
教
育
の
意
味
が
な
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
先

生
か
ら
、
そ
れ
は
違
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私

な
り
に
努
力
す
る
う
ち
、
そ
れ
が
伝
わ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
変
わ
り

ま
し
た
。

荒
谷
●
校
内
で
子
ど
も
た
ち
は
普
通
に
英
語
を

使
っ
て
い
ま
す
が
、
最
初
は
英
語
力
が
ゼ
ロ
で

入
学
す
る
子
も
い
ま
す
。
他
の
勉
強
が
で
き
て

も
、
１
学
期
は
英
語
が
分
か
ら
な
く
て
泣
く
子

も
必
ず
い
ま
す
。
で
も
２
学
期
に
な
る
と
、
笑

顔
で
英
語
の
歌
を
口
ず
さ
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
６
年
生
に
な
る
と
、
英
語
で
堂
々
と
発

表
し
て
い
る
。
子
ど
も
は
凄
い
で
す
。

ロ
ハ
ス
●
日
本
の
幼
稚
園
を
出
て
、
本
校
の
卒

業
ま
で
に
英
検
準
１
級
を
取
っ
た
子
ど
も
が
い

ま
し
た
。
子
ど
も
は
成
長
す
る
と
い
う
、
良
い

例
で
す
。
外
国
語
を
勉
強
す
る
こ
と
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

違
う
国
の
文
化
を
学
び
、
自
分
を
豊
か
に
す
る

こ
と
で
す
。
視
野
が
広
が
り
ま
す
。
そ
れ
は
相

手
を
も
っ
と
理
解
で
き
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
と
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
の
子
ど
も
と

で
は
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
子
の
方
が
読
解
力
が

高
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。
思
考
力
や
、

多
角
的
な
視
点
か
ら
考
え
る
力
が
つ
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。

荒
谷
●
各
国
か
ら
来
た
先
生
た
ち
と
一
緒
に
働

く
中
で
、
他
校
で
は
得
ら
れ
な
い
視
点
を
私
た

ち
も
、
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
多
国
籍
の
先
生
た

ち
が
い
る
こ
と
も
本
校
の
強
み
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

ロ
ハ
ス
●
実
際
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
全
体

の
約
半
分
が
英
語
に
よ
る
授
業
で
す
。
ど
の
よ

う
な
効
果
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

荒
谷
●
社
会
科
な
ら
、
日
本
の
社
会
に
つ
い
て

学
び
、
英
語
の
授
業
で
は
さ
ら
に
視
野
を
広
げ

て
海
外
の
こ
と
も
学
び
ま
す
。
国
が
違
っ
て
も

人
の
考
え
て
い
る
こ
と
は
一
緒
で
、
共
通
点
が

あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
視
野
が
広
が
り
、

深
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
質
問
や
発
想
は
、

私
た
ち
の
予
想
を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
も
真
剣
に
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い

と
思
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

ロ
ハ
ス
●
６
年
生
の
歴
史
の
授
業
で
は
、
日
本

語
で
日
本
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ヴ

の
先
生
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
、

世
界
の
繋
が
り
が
最
終
的
に
奈
良
に
到
達
す
る

話
を
す
る
。
視
野
が
広
が
り
、
し
か
も
自
分
の

生
活
、
文
化
と
最
終
的
に
繋
が
る
こ
と
が
学
べ

ま
す
。

岡
田
●
専
科
は
す
べ
て
、
１
年
生
か
ら
英
語
に

よ
る
授
業
で
す
。
子
ど
も
達
の
活
動
と
指
示
の

言
語
が
重
な
る
の
で
、
英
語
が
少
々
不
得
意
な

子
で
も
理
解
で
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
い
ろ

ん
な
角
度
か
ら
英
語
に
触
れ
て
い
ま
す
。
修
学

旅
行
で
は
ア
メ
リ
カ
へ
行
き
ま
す
が
、
現
地
の

学
校
と
提
携
し
、
１
対
１
で
バ
デ
ィ
を
作
り
ま

す
。
た
と
え
英
語
が
不
得
意
な
子
で
も
、
絶
対

に
教
員
に
助
け
を
求
め
ま
せ
ん
。
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、「
楽
し
か
っ
た
」
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と
言
っ
て
帰
国
し
ま
す
。
伝
え
よ
う
と
す
る
経

験
が
楽
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
バ
イ

リ
ン
ガ
ル
教
育
の
一
番
の
利
点
は
、
相
手
を
受

け
入
れ
る
こ
と
、
相
手
と
通
じ
合
う
こ
と
の
喜

び
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
喜
び
を
得
ら
れ
る

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
、
ぜ
ひ
素
地
と
し
て
小

学
校
生
活
で
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

ロ
ハ
ス
●
本
校
の
卒
業
生
の
う
ち
、
高
校
１
、

２
年
生
で
留
学
し
た
子
が
７
、
８
人
い
ま
し
た
。

本
校
で
一
か
ら
英
語
を
学
ん
だ
子
も
留
学
し
た

と
知
っ
て
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
本
校
で
培
っ

た
積
極
性
を
も
と
に
、
是
非
い
ろ
ん
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
社
会
を
支
え
る
良
い
一
員

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

荒
谷
●
小
学
校
で
の
経
験
が
花
開
い
た
の
で
し

ょ
う
。
留
学
し
て
よ
か
っ
た
、
自
分
が
変
わ
っ

た
と
い
う
報
告
を
聞
く
と
嬉
し
い
で
す
ね
。

一�

貫
教
育
の
中
で�
�

国
際
学
院
が
果
た
す
役
割

ロ
ハ
ス
●
本
校
の
卒
業
生
は
主
に
同
志
社
国
際

中
学
校
へ
進
学
し
ま
す
。
同
志
社
の
一
貫
教
育

の
中
で
、
本
校
が
果
た
す
役
割
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。

荒
谷
●
良
心
教
育
と
い
う
同
志
社
の
建
学
の
精

神
は
本
校
と
強
く
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
本
校
で
は
、
英
語
だ
け
で
な
く
人
間
性
を
育

て
る
と
い
う
特
徴
を
突
き
詰
め
て
い
き
た
い
で

す
。

岡
田
●
探
究
型
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
、

主
体
性
が
身
に
つ
き
ま
す
。
自
分
で
目
的
を
持

っ
て
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
た
時
に
、
自
分

で
す
べ
き
こ
と
を
考
え
て
動
け
る
人
を
育
て
た

い
で
す
ね
。
本
校
の
卒
業
生
が
国
際
中
学
校
・

高
等
学
校
で
、
周
囲
の
学
生
を
引
っ
張
っ
て
い

け
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
実
際
、
本
校
の
卒
業
生
が
中
心
に
な
り
、

国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
の
雰
囲
気
も
変
わ
っ

た
と
聞
き
ま
す
。
本
校
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

が
多
く
、
皆
で
声
を
掛
け
合
っ
て
助
け
合
う
学

び
を
日
常
的
に
し
て
い
る
の
で
、
中
高
生
に
な

っ
て
も
中
心
に
な
っ
て
ク
ラ
ス
を
動
か
す
子
が

多
い
よ
う
で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
周
囲
も
輝

か
せ
て
い
け
る
子
ど
も
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
で
す
ね
。

荒
谷
●
確
か
に
、
周
囲
に
声
を
か
け
る
卒
業
生

が
多
い
で
す
ね
。
国
際
中
学
校
で
本
校
の
卒
業

生
は
全
体
の
３
分
の
１
程
度
で
す
が
、
現
在
の

生
徒
会
長
は
中
学
校
、
高
等
学
校
と
も
に
本
校

の
卒
業
生
で
す
。

ロ
ハ
ス
●
さ
て
次
の
10
年
、
20
年
と
、
私
た
ち

は
今
後
、
ど
ん
な
子
ど
も
を
育
て
て
い
き
ま
し

ょ
う
か
。

荒
谷
●
10
年
前
は
Ａ
Ｉ
と
い
う
言
葉
も
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
次
の
10
年
は
も
っ
と
、
私
た
ち

の
想
像
も
つ
か
な
い
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
に
、
主
体
的

に
考
え
行
動
し
、
表
現
す
る
子
に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
、
10
年
後
の
未
来
も
拓
け
る
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
そ
う
い
う
教
育
を
し
て
い
か
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。

ロ
ハ
ス
●
何
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
で
道
を
拓
い
て
い
け
る
子
ど
も

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
教
員
も
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

荒谷　達彦
PYP Coordinator



　２
０
１
２
年
10
月
、
京
都
市
か
ら
産
業
技
術
研
究
所
繊
維
技
術

セ
ン
タ
ー
跡
地
を
譲
り
受
け
て
、
烏
丸
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
校
し
ま

し
た
。
志
高
館
は
こ
れ
と
同
時
に
竣
工
し
た
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
の

枢
要
な
位
置
を
占
め
る
建
物
で
す
。
館
名
は
、『
同
志
社
大
学
設

立
ヲ
要
ス
ル
主
意
』
の
「
人
生
ノ
志
操
ヲ
高
尚
ニ
シ
、
精
神
ヲ
錬

磨
シ
智
力
ヲ
発
達
シ
思
考
ヲ
奥
蘊
ナ
ラ
シ
メ
、
又
人
ヲ
シ
テ
己
ノ

本
分
ヲ
知
リ
人
類
ヲ
愛
シ
」
に
由
来
し
ま
す
。

　志
高
館
で
は
主
に
総
合
政
策
科
学
研
究
科
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
、
グ
ロ
ー
バ
ル
地
域
文
化
学
部
、
国
際
教
育

イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
の
教
育
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
主
要

施
設
と
し
て
は
教
室
、
研
究
室
、
オ
ー
プ
ン
自
習
室
の
ほ
か
、
海

外
Ｔ
Ｖ
放
送
等
を
用
い
る
演
習
授
業
、
収
録
や
ラ
イ
ブ
配
信
が
可

能
な
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
も
活
用
で
き
る
ラ
ー
ニ
ン

グ
・
ス
タ
ジ
オ
を
備
え
て
い
ま
す
。

　建
物
は
地
上
３
階
・
地
下
１
階
建
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

で
、
煉
瓦
積
の
外
観
に
よ
っ
て
本
学
の
歴
史
的
景
観
の
伝
統
を
継

承
す
る
と
同
時
に
、
屋
上
緑
化
や
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
地
球
環
境
に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。
建
物
内
部
に
は
、
地

盤
を
掘
り
下
げ
た
中
庭
で
あ
る
サ
ン
ク
ン
ガ
ー
デ
ン
を
造
成
す
る

と
と
も
に
そ
の
周
囲
に
ラ
ウ
ン
ジ
を
配
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
う

多
様
な
人
々
が
交
流
で
き
る
空
間
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

志高館
（同志社大学）
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　２
０
１
８
年
６
月
第
Ⅰ
期
工
事
着
手
。
２
０
１
９
年
10
月
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
完
成
。
１

９
６
６
年
に
竣
工
し
た
旧
南
体
育
館
は
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
完
成
直
後
の
10
月
下
旬
に
解

体
さ
れ
、
岩
倉
校
地
に
残
さ
れ
た
最
後
の
大
規
模
建
築
と
し
て
「
翼
翔
館
」
の
第
Ⅱ
期
工

事
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
２
０
１
０
年
に
中
学
が
今
出
川
か
ら
岩
倉
校
地
へ
移
転
し
中
高
が

統
合
さ
れ
た
後
、
10
年
の
月
日
が
経
過
、
２
０
２
０
年
12
月
末
に
工
事
が
完
了
し
、
岩
倉

校
地
の
大
規
模
建
築
物
が
全
て
完
成
す
る
事
と
な
っ
た
。
当
初
、
岩
倉
校
地
建
築
物
の
完

成
記
念
と
し
て
、
大
々
的
な
竣
工
式
を
計
画
し
て
い
た
が
、
昨
年
か
ら
猛
威
を
振
る
い
世

界
的
な
混
乱
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
京
都

で
も
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
中
、
２
０
２
１
年
１
月
28
日
、
学
内
関
係
者
の
み
の

小
規
模
な
竣
工
式
を
執
り
行
う
事
と
な
っ
た
。
旧
体
育
館
竣
工
当
時
高
校
３
年
生
で
あ
っ

た
本
校
同
窓
生
で
も
あ
る
八
田
総
長
・
理
事
長
先
生
か
ら
式
辞
を
頂
き
、
二
万
建
築
委
員

長
の
経
過
報
告
、
山
崎
校
長
の
挨
拶
と
続
き
、
移
転
統
合
当
時
の
校
長
で
、
こ
の
新
体
育

館
が
完
成
す
る
こ
の
年
に
定
年
を
迎
え
る
木
村
前
校
長
が
、
祈
祷
、
祝
祷
者
と
し
て
竣
工

式
を
締
め
く
く
る
事
と
な
り
、
小
規
模
な
が
ら
感
慨
深
い
式
典
と
な
っ
た
。

　岩
倉
校
地
全
体
が
風
致
地
区
内
で
あ
り
、
か
つ
景
観
条
例
の
掛
か
る
、
大
変
厳
し
い
建

築
条
件
の
中
、
香
山
壽
夫
建
築
研
究
所
の
見
事
な
建
築
計
画
に
よ
り
建
築
審
査
会
を
パ
ス

す
る
事
が
で
き
た
。
ま
た
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
の
中
、
建

築
資
材
の
納
品
が
遅
れ
る
な
ど
の
厳
し
い
状
況
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず
一
人
の
感

染
者
を
出
す
事
も
な
く
、
吉
村
建
設
工
業
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
無
事
に
こ
の
素
晴
ら
し
い

建
築
を
完
成
さ
せ
る
事
が
で
き
、大
き
な
神
の
御
手
の
力
が
働
い
た
と
感
じ
る
事
と
な
っ
た
。

　南
体
育
館
及
び
付
属
棟
全
体
の
名
称
「
翼
翔
館
」
は
、
旧
約
の
イ
ザ
ヤ
書
40
章
31
節
、

詩
編
１
３
９
篇
10
節
な
ど
か
ら
引
用
さ
れ
命
名
。
ま
た
、大
中
小
３
つ
の
ア
リ
ー
ナ
を
有
し
、

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
大
）
Ｌ
＝
ラ
ー
ネ
ッ
ド
、
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
１
（
中
）
Ｍ
＝
メ
レ
ル
、

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
２
（
小
）
Ｓ
＝
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
と
、
新
島
襄
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
々
の
名

前
を
、
そ
の
ア
リ
ー
ナ
名
と
し
て
命
名
さ
れ
た
。

　ア
ー
モ
ス
ト
大
学
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
学
校
体
育
発
祥
の
地
で
あ
り
、
新
島
は
そ
こ

で
先
駆
的
な
体
育
講
義
と
実
技
を
受
け
た
最
初
の
日
本
人
学
生
で
あ
っ
た
。
新
島
は
、
脱

国
に
際
し
、「
小
鳥
が
か
ご
の
束
縛
か
ら
の
が
れ
て
、
快
い
大
空
へ
舞
い
上
が
る
よ
う
な
気

持
」
と
表
現
し
て
い
る
。
試
練
の
向
か
い
風
を
利
用
し
て
翼
を
広
げ
、
自
由
の
空
気
に
乗

っ
て
大
空
を
翔
び
ま
わ
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
命
名
さ
れ
た
こ
の
「
翼
翔
館
」
で
学
び
、

新
島
の
想
い
を
継
承
す
る
と
共
に
、
未
来
に
生
き
る
生
徒
た
ち
が
、
自
由
人
と
し
て
羽
ば

た
く
活
躍
を
願
っ
て
い
る
。

グラウンドから見る翼翔館 2021年１月28日　竣工式のようすサブアリーナ１　M：メレル

翼翔館 メインアリーナ L：ラーネッド（左：サブアリーナ２　S：セイヴォリー）

翼翔館
（同志社中学校・高等学校）
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同志社の逸品

─  c o l l e c t i o n  1 3  ─

新島襄が採取した葉化石

　創
立
者
・
新
島
襄
の
自
宅
（
現
・
新
島
旧

邸
）
を
見
学
し
た
際
に
、
応
接
室
に
あ
る
ガ

ラ
ス
戸
棚
に
化
石
や
鉱
石
、
貝
殻
な
ど
が
収

め
ら
れ
て
い
た
の
を
御
覧
に
な
ら
れ
た
方
も

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ガ
ラ
ス
戸
棚
だ
け
で

な
く
、
建
物
内
に
は
新
島
襄
が
個
人
で
集
め

た
と
考
え
ら
れ
る
化
石
や
鉱
物
、
貝
殻
な
ど

が
数
多
く
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
各
資
料
に

関
す
る
調
査
は
未
着
手
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
う
ち
、
化
石
と
鉱
物
を
対
象
と
し
て
、
二

〇
一
七
年
（
平
成
二
十
九
）
に
同
志
社
大
学

地
学
研
究
会
及
び
同
会
Ｏ
Ｂ
会
と
共
に
学
内

外
の
研
究
者
の
協
力
を
得
て
調
査
を
行
っ
た
。

そ
の
成
果
が
、
ハ
リ
ス
理
化
学
館
同
志
社
ギ

ャ
ラ
リ
ー
第
十
二
回
企
画
展
図
録
「
同
志
社

大
学
地
学
研
究
会
創
立
五
十
周
年
記
念

　新

島
襄
が
感
じ
た
地
球
」（
以
下
第
十
二
回
企

画
展
図
録
と
略
す
）
で
公
表
さ
れ
て
い
る
。

葉化石１ 葉化石２



同志社の逸品

こ
の
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
化
石
及
び
鉱
石
は
九
十
一
点
で
、
そ

の
中
で
最
も
特
徴
的
で
目
を
引
く
化
石
が
、
写
真
に
あ
る
二
点
の

葉
化
石
で
あ
る
。

　こ
れ
ら
の
葉
化
石
に
は
、
共
に
そ
の
裏
面
に
新
島
襄
の
直
筆
で

墨
字
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
１
の
葉
化
石
（
法
量

　一
一
五
×

一
二
〇
×
二
〇
㎜
）
に
は
「
明
治
十
九
年
八
月
廿
五
日
播
州
明
石

郡
名
谷
村
ニ
於
テ
得
之

　新
島
襄
」、
２
の
葉
化
石
（
法
量

　一

六
五
×
二
二
五
×
九
二
㎜
）
に
は
「
明
治
十
九
年
八
月
□
□
（
廿

五
）
日
播
州
明
石
郡
名
谷
村
西
垂
水
村
ヲ
距
ル
五
十
町
ヨ

　新
島

襄
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
一
八
八
六
年
（
明
治
十
九
）
八
月
二
十

五
日
、
明
石
郡
名
谷
村
（
現
・
神
戸
市
垂
水
区
名
谷
町
あ
た
り
）

で
新
島
が
採
取
し
た
こ
と
を
伝
え
る
内
容
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ

の
こ
ろ
、
新
島
は
八
重
と
共
に
海
水
浴
の
為
に
隣
接
す
る
垂
水
村

に
来
て
い
た
。
二
人
の
滞
在
期
間
は
八
月
九
日
か
ら
二
十
八
日
ま

で
の
お
よ
そ
三
週
間
に
及
ぶ
（『
新
島
襄
全
集
』
八
、
三
八
八
～

三
八
九
頁
）。
こ
の
間
の
新
島
の
日
記
「
出
遊
記
」
の
記
述
を
み

る
と
、
日
付
の
明
示
は
な
い
が
、
一
八
八
六
年
八
月
ご
ろ
の
ペ
ー

ジ
に
「
播
州
明
石
郡
名
谷
村

　岡
本
徳
右
衛
門

　〇
木
ノ
葉
ノ
事

ヲ
託
ス
」（『
新
島
襄
全
集
』
五
、
二
八
七
頁
）
と
記
述
が
あ
る
。

こ
の
記
述
は
、
新
島
が
明
石
滞
在
中
に
新
島
自
身
、
あ
る
い
は
誰

か
に
依
頼
し
て
採
取
し
た
化
石
で
あ
る
こ
と
を
傍
証
す
る
内
容
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
二
点
の
葉
化
石
は
、
新
島
が
採
取

し
た
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
化
石
は
、
他
の
新
島
旧
蔵
化
石
及
び
鉱
物

類
に
は
見
ら
れ
な
い
、
特
有
の
価
値
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
。
同

志
社
大
学
地
学
研
究
会「
新
島
旧
邸
蔵
地
質
標
本
の
鑑
定
報
告
書
」

（
第
十
二
企
画
展
図
録
所
収
）
に
は
、
神
戸
層
群
か
ら
葉
化
石
が

産
出
し
た
古
い
記
録
と
し
て
、
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
）
及
び

一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）
の
二
例
が
先
行
研
究
を
引
用
し
て

報
告
さ
れ
て
い
る
。
新
島
が
採
取
し
た
時
期
は
こ
れ
ら
と
同
時
期

で
あ
り
、
採
取
の
記
録
が
残
る
神
戸
層
群
葉
化
石
と
し
て
は
最
古

級
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
二
点
の
葉
化
石
は
、

新
島
の
学
問
的
志
向
や
嗜
好
を
示
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
固

有
の
学
術
的
価
値
を
有
す
る
資
料
で
あ
る
。

 

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
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2
0
2
0
年
９
月
15
日
～
18
日
に
か

け
て
、
第
59
回
全
日
本
学
生
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
男
子
王
座
決
定
戦
、
第
55
回
全
日

本
学
生
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
女
子
王
座
決
定

戦
お
よ
び
第
59
回
全
日
本
学
生
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
個
人
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
王
座
決
定
戦
は
例
年
よ
り
３

ヶ
月
遅
れ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

女
子
は
悲
願
の
優
勝
を
果
た
し
、
男
子

は
第
３
位
と
な
り
ま
し
た
。
女
子
の
王

座
優
勝
は
８
年
ぶ
り
の
快
挙
で
す
。

　『
王
座
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
』
を
目
標
と

し
て
掲
げ
続
け
、
毎
年
そ
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
全
員
で
一
丸
と
な
っ
て

練
習
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
女

子
優
勝
は
そ
の
目
標
へ
の
大
き
な
一
歩

と
な
り
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振

る
い
、
多
く
の
試
合
が
中
止
と
な
っ
た

中
で
開
催
さ
れ
た
王
座
決
定
戦
。
去
年

ま
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
全
員
で
練

習
し
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
を
区
切
り
、

人
数
を
区
切
っ
て
の
練
習
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
試
合
当
日
は
声

を
上
げ
て
応
援
す
る
こ
と
は
お
ろ
か
、

円
陣
を
す
る
こ
と
す
ら
叶
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
で
も
女
子
リ
ー
ダ
ー
の
安

久
詩
乃
（
心
理
４
）
を
中
心
と
し
て
育

ん
だ
チ
ー
ム
力
で
、
当
日
は
全
員
が
安

久
の
手
作
り
の
必
勝
の
願
い
を
込
め
た

ダ
ル
マ
の
お
守
り
を
手
に
王
座
奪
還
へ

心
を
ひ
と
つ

に
し
ま
し
た
。

２
日
目
の
ト

ー
ナ
メ
ン
ト

戦
の
セ
ミ
フ

ァ
イ
ナ
ル
で

は
突
然
の
強

風
に
よ
っ
て

ミ
ス
も
あ
り

ま
し
た
が
、

選
手
同
士
の

強
い
信
頼
関

係
で
決
勝
戦

ま
で
突
き
進

み
ま
し
た
。
そ
し
て
決
勝
戦
で
は
、
女

子
リ
ー
ダ
ー
の
安
久
が
最
後
の
１
射
で

70
メ
ー
ト
ル
先
の
わ
ず
か
12
セ
ン
チ
の

10
点
を
打
ち
抜
き
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝

利
し
ま
し
た
。

　こ
の
優
勝
を
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
来

年
の
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
へ
と
繋
げ
る
も
の

と
出
来
る
よ
う
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
突
き
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

同
志
社
大
学
体
育
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

の
も
う
ひ
と
つ
の
目
標
で
あ
る
「
本
当

の
日
本
一
の
チ
ー
ム
」
に
な
る
た
め
に
、

プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
一
流
な
だ
け
で
は

な
く
、
他
者
を
重
ん
じ
て
常
に
協
調
性

を
持
っ
て
行
動
の
出
来
る
メ
ン
バ
ー
が

揃
う
、
最
高
の
チ
ー
ム
を
も
目
指
し
て

練
習
し
て
い
き
た
い
で
す
。

大学アーチェリー部

アーチェリー部女子、
全日本学生王座決定戦優勝

男女チーム合わせての記念撮影

女子チームと道永監督の記念撮影

試合中のハイタッチ（コロナ対策により肘タッチ）
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〇
神
の
宿
る
山 

甘か
ん

南な

備び

山や
ま

に
つ
い
て

　標
高
２
２
１
ｍ
（
神
南
備
神
社
）
の

雄
山
、
２
０
１
・
６
ｍ
（
三
角
点
）
の
雌

山
か
ら
な
る
、
京
田
辺
市
唯
一
の
独
立

峰
で
す
。
南
北
に
連
な
る
生
駒
山
脈
の

支
峰
に
数
え
ら
れ
、
自
生
す
る
広
葉
樹

が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
古
く
か
ら

神
の
宿
る
山
と
し
て
信
仰
の
対
象
と
な

り
、
人
々
の
生
活
を
支
え
る
里
山
の
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。「
か
ん
な

び
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

弥
生
時
代
と
も
い
わ
れ
、
五
穀
豊
穣
を

願
い
、
雨
を
乞
う
祈
祷
の
場
所
で
し
た
。

〇
甘
南
備
山
登
山
マ
ッ
プ
刷
新
に
協
力

　公
益
社
団
法
人
薪
甘
南
備
山
保
存
会

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
同
志
社
女
子
大

学
学
芸
学
部
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
科

（
２
０
１
８
年
度
入
学
生
よ
り
「
メ
デ

ィ
ア
創
造
学
科
」
に
名
称
変
更
）
の
学

生
２
名
、
村
田
藍
理
さ
ん
と
加
藤
綾
羽

さ
ん
が
甘
南
備
山
の
登
山
マ
ッ
プ
刷
新

に
協
力
し
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
創
造
学

科 

森
公
一
教
授
の
指
導
の
も
と
、

２
０
１
９
年
の
夏
頃
か
ら
制
作
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
新
た
な
登
山
マ
ッ
プ
制

作
に
あ
た
り
、
実
際
に
家
族
や
保
存
会

の
担
当
者
と
甘
南
備
山
へ
登
り
、
登
山

ル
ー
ト
の
確
認
や
各
名
所
の
写
真
撮
影

を
行
う
と
い
っ
た
現
地
取
材
を
し
っ
か

り
と
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
登
山
マ
ッ

プ
は
デ
ザ
イ
ン（
色
合
い
や
配
置
な
ど
）

だ
け
で
な
く
、
紙
の
種
類
に
も
こ
だ
わ

り
、
手
触
り
、
風
合
い
が
特
徴
的
で
、

上
品
な
マ
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
表

紙
は
甘
南
備
山
に
自
生
す
る
タ
マ
ミ
ズ

キ
の
鮮
や
か
な
赤
色
を
あ
し
ら
っ
て
お

り
、
初
め
て
甘
南
備
山
に
来
ら
れ
る
方

で
も
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
、
各
登
山

ル
ー
ト
や
名
所
の
写
真
を
大
き
く
載
せ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
親
し
め
る
よ
う

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
、
見
や
す
く
持
ち

や
す
い
登
山
マ
ッ
プ
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
受
け
、
春
以
降
は
対
面
で
の
打
ち

合
わ
せ
が
で
き
な
い
な
ど
思
う
よ
う
に

進
め
ら
れ
な
い
難
し
さ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
制
作
に
関
わ
る
全
員
が
協
力
し
合

っ
て
、
登
山
マ
ッ
プ
を
完
成
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
新
し
い
登
山
マ
ッ

プ
は
３
万
部
作
成
し
て
お
り
、
京
田
辺

市
役
所
や
近
鉄
新
田
辺
駅
の
総
合
案
内

所
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
多
く
の
方
の
手
に
取
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

女子大学 学芸学部・文学研究科事務室（メディア創造学科）

甘南備山登山マップ
刷新に協力

生活環境保全林整備事業
昭 和 62 年 か ら 各
種 の 森 や 管 理 道・
遊歩道が、平成 17
年からは治山治水
のため木製ダムの
整備がされました。
写真は竜王の森の
防火用ダムです。

環境にやさしいバイオトイレ

安心と快適さの確保のため、芝生広場に設置されました。
微生物による排泄物の分解処理を利用し、水などを流さな
いトイレです。

物語

綴喜郡（つづきぐん）の飯の
岳（飯岡）の西北に甘奈比寺
という山寺（現在の甘南備山
上に建立された）があり、一
人の僧が住んでいた。この
僧は日頃からこの寺を出て、
都の大寺に行きたいと思っ
ていた。
ついに行こうと決心した夜
の夢に、この寺の薬師如来
が老僧となって現れ、
「なんじの前世は、この寺の

土中に住んでいたミミズだ。
法華経を毎日聞いた功徳に
よって人間に生まれ変わっ
たのだ。
お前はこの寺に深い縁のあ
る身であるから、他へ行って
はならない。ここで修行し、
この寺を守っていかなけれ
ばならない。」
と諭され、生涯この寺に留
まったという。（巻14 第25）

京セラ（株）の皆さ
んによるスギやヒ
ノ キ の 間 伐 作 業、
間伐材を利用した
ベ ン チ づ く り、 市
内 の 民 間 団 体 の
方々による清掃活
動などが定期的に
行われています。

ボランティア活動の受け入れ

雨乞い

薪（たきぎ）の村では日照り
が長く続き、田植えができず
にいた。このままでは米を作
ることができなくなってしま
う。そこで、雨乞いをするた
め、村人総出で井手川（手原
川）へ向かった。薪の村には
山の亀に酒を飲ませて雨乞い
をする習慣があったのだ。
水のなくなった川の掃除をし
ながら、さらに亀を探して雨

乞いの井戸へと進んだ。
亀が見つかると、井戸の水で
洗い、酒を飲ませてやった。
そして、村人たちは雨が降る
ようにお祈りをした。
次の日、夜が明けると大粒
の雨が降ってきた。「助かっ
た！」と村人たちは喜び合っ
た。願いが叶ったお礼に、お
盆には盆踊りをしたという。

五山の送り火を観る会

毎年 8 月 16 日に開催しています。展望台・三角点から妙法、
船形、左大文字を見ることができます。

新春初登り

毎年 1 月 3 日に行われます。JR 京田辺駅または薪小学校に
集合し、山頂を目指して約 1 時間の道のりを歩きます。昭
和 34 年から続く伝統的な行事です。

【京田辺市文化協会】
0774-62-2552

お問い合わせ

標高 221m （神南備神社）の雄山、201.6 m （三角点）の
雌山からなる、京田辺市唯一の独立峰です。 
南北に連なる生駒山脈の支峰に数えられ、自生する広
葉樹が多くを占めています。 
古くから神の宿る山として信仰の対象となり、人々の
生活を支える里山の役割を果たしてきました。 

「かんなび」と呼ばれるようになったのは弥生時代とも
いわれ、五穀豊穣を願い、雨を乞う祈祷の場所でした。

神の宿る山

甘
か ん な び や ま

南備山 イベント

取り組み

アクセスマップ

駅周辺拡大図

甘
か ん な び や ま

南備山
登山マップ

Kannabi-yama
Hiking Map

登山道口まで
【 徒歩 】 近鉄新田辺駅、JR 京田辺駅／大住駅より約 30 分
【 車 】 京奈和道路田辺北 IC ／田辺西 IC より約 10 分

  第二京阪道路京田辺松井 IC より約 20 分

ご注意
•  山内でのたき火やバーベキューは禁止です。
•  山内には、自転車・バイクは乗り入れ禁止です。
•  動植物は大切にし、マムシ・ハチなどに注意してください。
•  山内の歩行には十分注意してください。

お問い合わせ
【京田辺市駅ナカ案内所】（近鉄新田辺駅西口 1 階）

tel : 0774‒68‒2810 　fax : 0774‒68‒2817

発行
2020 年 7 月
公益社団法人ﾠ薪甘南備山保存会
京田辺市薪東沢 1 番地

協力
京田辺市

同志社女子大学ﾠ学芸学部ﾠメディア創造学科

『今昔物語』より
甘奈比寺の聖人

展望台からの眺望

4

5

6

3

モチノキ科の落葉高木です。甘南備山はタ
マミズキを見ることのできる、京都でも数
少ない場所のひとつです。冬には木全体に
真っ赤な実がなります。地図では、タマミ
ズキの位置（A-3より北）を　　で表して
います。また、管理道路沿い及びナナカマ
ドの小径などにも点在しています。

Tamamizuki
タマミズキ（玉水木）

平成 19 年度から 6基の治山ダムが京都府により
整備されました。木製ダムとしては、旧登山道川・
ゴミ谷川・イズマン谷川に各 1基、南麗の谷川
に 2基整備されました。

木製ダム
Wooden Dam

三角点の約 50m東下にある白石は、太陽の光の
反射によって平安京建設当時の目印になったと
考えられています。平安京の中心線となる朱雀
大路が、船岡山と甘南備山を結ぶ線上に決めら
れたと伝えられています。

白石
Shiraishi

竜王ヶ谷川にある中でもっとも大きな滝で、高さ
が 5mあります。名前の由来はまだ分かっていま
せん。
雨乞いの小径沿いにはこの他に二の滝、三の滝が
あります。

吉やんの滝
Waterfall of Yoshiyan

奈良時代に行基によって開創されたといわれて
います。古井戸付近（元甘南備寺跡：★）に建て
られていましたが、山上では不便であったため
江戸時代に現在の一休寺付近に移築されました。
『今昔物語』には、この寺にまつわる物語が残さ
れています。

Kannabi Temple
甘南備寺 物語（裏面）

アクセスマップ

7

8

1

Lawn Field
芝生広場 春は桜、秋は紅葉を楽しめます。お弁当を食べたり、お花見をす

るのにぴったりです。広場内には、生活環境保全林整備事業が完
成した記念として石碑が建てられています。

北は京都市から、南は同志社大学まで京都盆地を一望できます。
晴れた日には比叡山、愛宕山（あたごやま）、京都タワーが見え
ます。

展望台
Observatory

2

村人が豊作を祈った場所として、天照大神（あま
てらすおおみかみ）などが祀られています。境内
からは、京田辺市の中心市街を見渡せます。

Kannabi Shrine
神南備神社

スギ科の落羽松（ラクウショウ）の木の根が、呼
吸をするために空中に伸び出たものです。酸素
が乏しい泥中などに生育する植物にみられ、気
根とも呼ばれます。

Respiratory Root
呼吸根

甘南備山の水の源である竜王の森にあります。
貯水池周辺はトイレもあり、休息の広場になっ
ています。水上デッキがあり、秋には紅葉に囲
まれながら、池の上からの眺めを楽しめます。

貯水池
Reservoir

日照りによる農作物への被害が危惧されたとき
には、この井戸まで続く川の掃除をして雨乞いを
する習慣がありました。現在は安全上ふたをして
います。

Well for Rain-making
雨乞いの井戸

物語（裏面）

完成後の集合写真（2020年9月撮影）
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　本
校
で
は
、
授
業
の
ほ
か
に
、
本
物
の
学
び

に
触
れ
る
機
会
と
し
て
多
種
多
様
な
学
び
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
今
秋
、「
Ｎ
コ
ン
２
０
２
０
に
参
加
し
よ

う
！
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
Ｎ
コ
ン
と
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
略
称
で
、
毎

年
新
し
く
つ
く
ら
れ
る
合
唱
の
課
題
曲
に
全
国

の
児
童
生
徒
が
取
り
組
み
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
１
～
３
年
生
の
有
志
29
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
本
格
的
な
合

唱
に
挑
戦
す
る
の
は
初
め
て
で
し
た
が
、「
Ｎ

コ
ン
に
出
た
い
！
」「
全
国
の
皆
さ
ん
に
歌
声

を
届
け
た
い
！
」
と
い
う
思
い
で
練
習
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。

　練
習
は
全
て
リ
モ
ー
ト
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
で
、

学
校
と
各
家
庭
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
繋
い
で
行
い
ま

し
た
。
リ
モ
ー
ト
で
の
合
唱
は
教
員
も
生
徒
も

初
め
て
の
経
験
で
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。

最
初
は
、
お
互
い
の
声
を
聴
い
た
り
、
ピ
ア
ノ

に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
、
普
段
な
ら
当
た
り
前

に
で
き
る
こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
し
た
。

合
唱
は
た
だ
自
分
の
パ
ー
ト
を
歌
う
の
で
は
な

く
、
周
り
で
歌
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
の
声
を
聴

き
な
が
ら
、
そ
れ
に
自
分
の
声
を
重
ね
る
意
識

が
肝
要
な
の
で
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
は
非
常

に
厳
し
い
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
声
が

本
当
に
一
つ
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　し
か
し
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
練
習
方
法
を

変
え
て
い
く
う
ち
に
、
徐
々
に
み
ん
な
が
打
ち

解
け
、
練
習
も
軌
道
に
乗
り
始
め
ま
し
た
。
最

も
よ
か
っ
た
練
習
法
は
、
一
人
だ
け
が
音
を
出

し
て
歌
い
、
他
の
メ
ン
バ
ー
は
ミ
ュ
ー
ト
に
し

つ
つ
そ
の
一
人
の
歌
声
に
合
わ
せ
て
自
分
の
パ

ー
ト
を
歌
う
こ
と
で
す
。
一
見
簡
単
な
こ
と
の

よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
み
ん
な
の
前
で
一
人

だ
け
声
を
出
す
の
は
勇
気
が
要
り
ま
す
。
信
頼

感
が
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
こ
う
い

っ
た
こ
と
を
続
け
る
な
か
で
、
一
人
で
歌
う
の

で
は
な
く
、
み
ん
な
で
歌
っ
て
い
る
の
だ
と
い

う
気
付
き
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　練
習
の
成
果
を
各
自
が
動
画
に
収
め
、
声
を

重
ね
て
み
る
と
、
驚
く
ほ
ど
綺
麗
な
ハ
ー
モ
ニ

ー
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
一

人
ひ
と
り
の
声
が
一
つ
の
合
唱
に
う
ま
く
溶
け

込
ん
だ
、
と
て
も
良
い
演
奏
に
な
り
ま
し
た
。

完
成
し
た
動
画
を
生
徒
た
ち
は
嬉
々
と
し
て
観

て
い
ま
し
た
。「
自
分
た
ち
の
声
が
、
素
晴
ら

し
い
合
唱
を
つ
く
っ
た
ん
だ
！
」
と
い
う
満
足

感
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
た
く
さ
ん
の
学
校
行

事
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
な
け
れ
ば
前
進

で
き
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
が
体
現
し
て
く
れ

ま
し
た
。「
初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
！
」「
こ
の
状
況
で
合
唱

が
で
き
る
な
ん
て
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

一
生
懸
命
や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
感
想
が
届
い
て
い

ま
す
。
初
め
て
の
こ
と
に
も
果
敢
に
挑
戦
す
る

こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
、

そ
れ
が
達
成

で
き
た
と
き

の
喜
び
や
成

長
の
実
感
を

体
験
し
て
く

れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　動
画
の
最

後
に
は
、
自

分
に
送
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
載
せ
ま
し
た
。「
苦
し
み
を
乗
り

越
え
た
先
に
は
必
ず
良
い
未
来
が
待
っ
て
い

る
」「
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
に
も
目
を

向
け
て
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
！
」

な
ど
、
心
に
響
く
前
向
き
な
言
葉
が
ず
ら
っ
と

並
ん
で
い
ま
す
。
観
て
い
る
人
、
聴
い
て
い
る

人
に
感
動
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
な
作
品
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　動
画
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
の
公
式
サ
イ
ト
、
お
よ
び
同
志
社
中
学
校
の

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

（https:// www. nhk. or. jp/ ncon/ f- chat/2020_ kikaku/
post/ kyoto. htm

l#005
https:// www. youtube. com

/ watch? v= D
hhBCx3 y8 rU 

２
０
２
１
年
２
月
３
日
最
終
閲
覧
）

中学校・高等学校教諭　村
む ら

上
か み

準
じゅん

 

リモート合唱への挑戦

リモート合唱の様子
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16
度
目
の
決
勝
戦
、
花
園
へ
の
挑
戦

　本
校
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
第
１
０
０
回

全
国
大
会
大
阪
府
予
選
決
勝
戦
へ
進
出

し
、
善
戦
虚
し
く
常
翔
学
園
に
47
対
７

で
敗
戦
し
ま
し
た
。
16
度
目
の
全
国
大

会
へ
の
挑
戦
で
し
た
が
、
地
力
の
差
で

全
国
大
会
出
場
を
得
る
こ
と
は
叶
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
さ
て
、
誰
し
も
予
想
が

で
き
な
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の
、
ク
ラ

ブ
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

ま
さ
か
の
臨
時
休
校

　３
月
４
日
の
教
員
会
議
で
、
３
月
６

日
か
ら
20
日
ま
で
の
臨
時
休
校
が
決
定

し
、
そ
の
後
数
度
に
わ
た
り
延
長
さ
れ
、

結
果
的
に
は
５
月
31
日
ま
で
続
い
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
の

ク
ラ
ブ
活
動
は
一
切
で
き
ず
、
３
月
末

ま
で
は
、
こ
ち
ら
か
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン

は
起
こ
さ
ず
沈
黙
の
と
き
が
過
ぎ
ま
し

た
。
動
き
出
し
た
の
は
４
月
、
キ
ャ
プ

テ
ン
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
３
名
か
ら
の

部
員
に
対
し
て
の
、
体
調
管
理
や
休
校

の
長
期
化
で
の
不
安
な
ど
の
聞
き
取
り

を
指
示
し
、
部
員
間
で
の
つ
な
が
り
を

持
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。
５
月
に
な
り
、

Ｏ
Ｂ
・
ト
レ
ー
ナ
ー
の
協
力
を
得
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
を
使
っ
て
、

週
２
回
、
２
時
間
の
自
宅
で
の
自
重
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
企
画
し
、
試
行
錯
誤
の

な
か
、
何
と
か
ラ
グ
ビ
ー
に
か
か
わ
る

時
間
の
確
保
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

よ
う
や
く
の
学
校
再
開

　６
月
１
日
、
学
校
が
再
開
さ
れ
ま
し

た
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
再
開
は
、
２
週
間

後
の
６
月
15
日
か
ら
で
、
多
様
な
規
制

（
図
表
）
の
中
で
の
活
動
に
と
ど
ま
り
、

通
常
の
活
動
に
な
っ
た
の
は
７
月
20
日

以
後
に
な
り
ま
し
た
。
約
５
か
月
間
の

ブ
ラ
ン
ク
は
予
想
以
上
に
、
選
手
の
身

体
能
力
を
奪
う
こ
と
と
な
り
、
唖
然
と

し
ま
し
た
。
９
月
に
入
り
、
練
習
試
合

を
最
小
限
の
３
ゲ
ー
ム
と
し
て
チ
ー
ム

力
の
向
上
を
図
る
が
、
試
合
ご
と
に
怪

我
人
を
出
し
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
も
組
め

ず
に
、
10
月
４
日
の
予
選
１
回
戦
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
、
苦
し
い
チ
ー
ム
編

成
の
中
、
決
勝
戦
へ
と
勝
ち
進
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
に
感
謝

　大
会
中
も
、
学
校
内
で
の
感
染
に
よ

っ
て
、
試
合
を
棄
権
す
る
と
い
う
最
悪

の
状
況
を
見
据
え
な
が
ら
、
見
え
な
い

敵
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
で
も
あ

り
ま
し
た
。
夏
の
高
校
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

が
中
止
さ
れ
た
状
況
で
、
全
国
大
会
予

選
が
実
施
さ
れ
、
花
園
へ
の
挑
戦
が
で

き
た
こ
と
に
、
学
校
関
係
者
、
高
体
連
、

協
会
等
、
多
く
の
方
々
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

新型コロナ感染症禍での
クラブ活動
― 同志社香里高校ラグビー部の活躍 ―
香里中学校・高等学校教諭　清

き よ

鶴
つ る

敏
と し

也
や

・藤
ふ じ

原
わ ら

涼
りょう

 

決勝戦前半終了、後半へ

具体的な活動計画（各部）

期間
ステップ１ ステップ２ ステップ３

６月15日㈪～21日㈰ ６月22日㈪～28日㈰ ６月29日㈪～７月５日㈰

形態 準備
体力づくり

体力向上
個人練習

グループ練習
（５～６名程度）

範囲 校内のみで実施 校内のみで実施 校内のみで実施
時間
日数

１時間程度
平日のみ

２時間程度
日曜日２時間程度

平日２時間程度
日曜日２時間程度

休養日 平日１日と
日曜日の２日間 週２日 週２日

備考 顧問付き添い・
下校18時

顧問付き添い・
下校18時

顧問が活動状況を把握・確認
外部コーチ指導可・下校18時

期間
ステップ４ ステップ５ ステップ６

７月６日㈪～７月12日㈰ ７月13日㈪～19日㈰ ７月20日㈪以降

形態 全体練習
（部員全員での練習）

全体練習
（部員全員での練習）

従来通り

範囲 校内のみで実施 校内外で実施
時間
日数

平日２時間程度
日曜日２時間程度

平日２時間程度
日曜日２～４時間程度

休養日 週２日 週１～２日

備考
顧問が活動状況を把
握・確認下校従来通
り・７月12日㈰～

対外試合
下校従来通り
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　長
い
休
校
を
経
て
、
本
校
で
は
６
月

か
ら
分
散
登
校
を
始
め
、
段
階
的
に
学

校
を
再
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
へ
は
、
学
校
生
活
を
安
全
に

送
る
上
で
の
注
意
点
を
指
導
し
、
多
く

の
制
限
を
も
う
け
た
中
で
の
学
校
再
開

と
な
り
ま
し
た
。

　学
校
再
開
に
あ
た
り
文
部
科
学
省
か

ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
出
さ
れ
、
そ
の
中

に
「
毎
朝
登
校
前
に
健
康
観
察
を
し
、

発
熱
な
ど
の
風
邪
症
状
が
あ
れ
ば
登
校

を
控
え
さ
せ
る
。
生
徒
が
健
康
観
察
を

せ
ず
に
登
校
し
た
場
合
は
、
教
室
に
入

る
前
に
教
職
員
が
健
康
観
察
を
行
う
こ

と
。」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

本
校
で
は
「
登
校
前
に
家
庭
で
健
康
観

察
表
を
記
入
し
登
校
。
出
欠
点
検
時
に
、

各
担
任
が
健
康
観
察
表
を
点
検
す
る
。」

と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
学
校
再
開
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
は
、

各
校
舎
前
に
検
温
場
所
を
設
け
、
健
康

観
察
を
せ
ず
登
校
し
た
生
徒
に
は
教
職

員
が
非
接
触
型
体
温
計
を
用
い
て
一
人

ひ
と
り
検
温
し
、
問
題
な
い
こ
と
を
確

認
し
た
上
で
教
室
へ
入
れ
る
と
い
っ
た

対
策
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
他
に
も
校
内

の
消
毒
や
換
気
等
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
い
た
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。　保

健
室
に
は
、
学
校
生
活
の
様
々
な

変
化
に
よ
る
不
安
と
緊
張
感
の
中
で
心

身
と
も
に
疲
弊
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
調

を
抱
え
る
生
徒
が
多
く
来
室
し
ま
し
た
。

今
こ
そ
心
の
ケ
ア
の
た
め
の
保
健
室
利

用
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
一
方
で
、
感
染
の
疑
わ
れ

る
症
状
の
あ
る
生
徒
へ
の
対
応
も
慎
重

に
行
う
必
要
が
あ
り
、
保
健
室
で
の
対

応
に
は
大
変
苦
慮
す
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
対
応
す
る
養
護
教
諭
自
身
が
感

染
源
に
な
ら
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を

払
い
つ
つ
、
来
室
生
徒
へ
は
玄
関
で
問

診
・
検
温
を
し
、
有
症
状
者
は
個
室
に

隔
離
す
る
な
ど
、
学
校
医
の
助
言
の
も

と
、
安
全
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
感
染
拡
大
は
続
い
て

お
り
、
不
安
な
状
況
が
続
き
ま
す
が
、

引
き
続
き
安
全
な
学
校
生
活
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

コロナ禍における
保健室運営

女子中学校・高等学校　養護教諭　田
た

中
な か

舞
ま い

校舎前の検温場所の様子



　同
志
社
の
「
祈
祷
会
」
の
成
り
立
ち
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
一
説
に
よ
る
と
、
同
志
社
の
寮
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、

創
立
記
念
日
（
11
月
29
日
）
や
創
立
者
新
島
襄
永
眠
の
日
（
１
月
23
日
）

に
、
墓
前
で
夜
明
け
前
に
祈
祷
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明

治
30
年
前
後
か
ら
で
、
第
２
次
大
戦
後
は
学
校
の
行
事
と
し
て
引
き
継
が

れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
河
野
仁
昭
『
キ
ャ
ン
パ
ス
の
年
輪
―
同
志
社
今

出
川
校
地
―
』

　同
志
社
大
学
出
版
部

　１
９
８
５
年
12
月
）。

　こ
の
祈
祷
会
は
現
在
ま
で
脈
々
と

引
き
継
が
れ
、
同
志
社
の
志
を
受
け

継
い
だ
人
、
同
志
社
の
教
育
に
情
熱

を
注
い
だ
人
、
そ
し
て
そ
れ
ら
の

人
々
が
愛
し
た
家
族
が
眠
る
同
志
社

墓
地
（
若
王
子
山
頂
）
に
お
い
て
執

り
行
わ
れ
、
同
志
社
に
連
な
る
人
々

が
新
島
の
言
葉
や
想
い
に
改
め
て
触

れ
る
静
か
な
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　２
０
２
０
年
１
月
、
日
本
で
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
そ
う
し
た
同
志
社
に
連
な
る
人
々
の
さ
さ
や
か

な
営
み
を
も
揺
る
が
す
脅
威
と
な
り
ま
し
た
。
法
人
内
各
学
校
で
は
休
校

を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
・
女
子
大
学
で
は
学
生
が
キ
ャ

ン
パ
ス
に
入
構
す
る
こ
と
も
か
な
わ
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
逆
境
の
下
、
同
志
社
は
新
島
の
掲
げ
た
「
人
一
人
は
大
切
ナ
リ
」
と
い

う
言
葉
を
覚
え
、
社
員
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
志
を
ひ
と
つ
に
し
、
学
生

等
へ
の
遠
隔
授
業
環
境
の
整
備
、
経
済
支
援
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
２
０
２
１
年
２
月
現
在
（
執
筆
時
）
も
感
染
収
束
の
目

途
は
た
っ
て
お
ら
ず
、
私
た
ち
の
活
動
は
未
だ
厳
し
い
制
約
の
中
に
あ
り

ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
中
で
迎
え
た
２
０
２
０
年
11
月
29
日
（
日
）
の
同
志
社
創

立
記
念
日
祈
祷
会
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
配
慮
し
、
午
前
９

時
か
ら
、
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ
ペ
ル
に
於
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

墓
前
祈
祷
会
の
変
更
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
配
慮

し
た
苦
渋
の
選
択
で
、
か
つ
、
人
数
制
限
を
設
け
て
の
開
催
と
な
っ
た
た

め
、
１
６
５
名
（
内
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
88
名
）
の
園
児
・
児
童
・
生
徒
・

法
人
部
法
人
事
務
室

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
祈
祷
会

同志社創立記念日祈祷会
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同
志
社

　ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

学
生
・
教
職
員
・
卒
業
生
・
保
護
者
等
の
参
加
と
な
り
、
例
年
よ
り
規
模

を
縮
小
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　祈
祷
会
は
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
高
橋
聖
子
大
学
嘱
託
講
師
の
導
き
に
よ
っ

て
開
式
さ
れ
、
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
聖
歌
隊
の
讃
美
（
合
唱
に
よ
る

感
染
に
配
慮
し
て
事
前
録
音
）、
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校
朴
元
婀
怜
牧

師
の
司
式
に
よ
る
聖
書
朗
読
・
祈
祷
の
の
ち
、
国
際
中
学
校
・
高
等
学
校

聖
歌
隊
の
合
唱
（
事
前
録
音
）
に
よ
る
庭
上
の
一
寒
梅
が
チ
ャ
ペ
ル
に
響

き
ま
し
た
。
次
に
、「
子
ろ
ば
に
乗
っ
て
」
と
題
し
て
国
際
中
学
校
・
高

等
学
校
山
本
真
司
牧
師
が
語
り
か
け
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
八
田
英
二
総

長
・
理
事
長
、
植
木
朝
子
大
学
長
、
飯
田
毅
女
子
大
学
長
が
出
席
者
を
代

表
し
て
祈
祷
を
捧
げ
、
山
本
真
司
牧
師
の
祝
祷
、
後
奏
を
も
っ
て
祈
祷
会

を
終
え
ま
し
た
。
祈
り
の
う
ち
に
創
立
期
を
想
起
し
、
新
島
が
同
志
社
を

創
立
し
た
想
い
を
、
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を
、
参
加
者
一
同
胸
に
刻
む

祈
祷
会
と
な
り
ま
し
た
。

　２
０
２
１
年
１
月
13
日
、
政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡

大
す
る
大
阪
、
京
都
、
兵
庫
の
関
西
３
府
県
を
含
む
７
府
県
に
対
し
て
特

別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
、
創
立
者
永
眠
の
日
祈
祷

会
の
準
備
を
進
め
て
い
た
私
た
ち
に
も
激
震
が
走
り
ま
し
た
。
同
宣
言
を

踏
ま
え
、
参
列
者
の
健
康
を
最
優
先
し
、
創
立
者
永
眠
の
日
祈
祷
会
を
、

１
月
23
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
、
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ
ペ
ル
に
於

い
て
規
模
を
縮
小
し
、
関
係
者
の
み
で
執
り
行
う
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　祈
祷
会
は
、
黙
祷
の
後
、
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
オ
ル
ガ
ニ

ス
ト
加
藤
真
子
氏
の
導
き
に
よ
っ
て
開
式
さ
れ
ま
し
た
。
讃
美
歌
は
チ
ャ

ペ
ル
に
於
い
て
は
各
自
心
の
中
で
唱
和
し
ま
し
た
。
次
に
、
国
際
学
院
初

等
部
・
国
際
部
チ
ャ
プ
レ
ン
石
川
眞
弓
牧
師
の
司
式
に
よ
る
祈
祷
・
聖
書

朗
読
の
後
、
加
藤
真
子
氏
の
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
よ
る
庭
上
の
一
寒
梅
が
チ

ャ
ペ
ル
に
響
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
引
き
継
ぐ
と
い
う
こ
と
」
と
題
し

て
小
学
校
宗
教
科
中
川
好
幸
教
諭
が
、
小
学
校
の
ア
ー
モ
ス
ト
・
ボ
ス
ト

ン
へ
の
修
学
旅
行
で
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
新
島
の
志
が
現
代
の
ボ
ス

ト
ン
の
オ
ー
ル
ド
サ
ウ
ス
教
会
の
方
々
に
届
き
、
心
を
つ
な
い
で
い
る
こ

と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
志
を
も
つ
こ
と
、
志
を
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
の

大
切
さ
、
尊
さ
を
知
る
奨
励
で
し
た
。
引
き
続
き
、
八
田
英
二
総
長
・
理

事
長
、
植
木
朝
子
大
学
長
、
飯
田
毅
女
子
大
学
長
が
代
表
し
て
祈
祷
を
捧

げ
、
黙
祷
、
後
奏
を
も
っ
て
祈
祷
会
を
終
え
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
配
信
の
参

加
者
は
86
名
で
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
心
を
一
つ
に
す
る
試
み
と

な
り
ま
し
た
。

　前
日
に
は
、
八
田
英
二
総
長
・
理
事
長
が
同
志
社
に
連
な
る
人
々
の
想

い
を
代
表
し
て
墓
参
し
、
献
花
を
さ
れ
ま
し
た
。
後
日
、
献
花
に
気
づ
き
、

お
声
が
け
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
、
同
志
社
の
精
神
を
継
承
す
る
人
々
の

新
島
襄
へ
の
熱
い
想
い
を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
異
例

ず
く
め
の
祈
祷
会
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
創
立
者
新

島
襄
の
想
い
を
現
代
に
引
き
継
ぎ
、

ま
だ
ま
だ
続
く
で
あ
ろ
う
厳
し
い
道

を
同
志
と
し
て
共
に
歩
ん
で
い
く
祈

祷
会
と
な
り
ま
し
た
。

創立者永眠の日祈祷会
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コ
ロ
ナ
渦
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
Ｅ
実
行
委
員
会
の
発
足

　２
０
２
０
年
11
月
26
日
（
木
）
～
28
日
（
土
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

第
145
回
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
を
開
催
し
た
。
大
学
へ
の
入
構
が
制
限
さ
れ
、
授

業
形
態
も
原
則
ネ
ッ
ト
配
信
に
て
行
わ
れ
て
い
る
最
中
の
６
月
に
、
Ｅ
Ｖ

Ｅ
実
行
委
員
会
は
発
足
し
た
。
例
年
の
よ
う
な
オ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
活

気
溢
れ
る
開
催
は
不
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
毎
年
11
月
29
日
の
創
立
記

念
日
を
祝
う
行
事
で
あ
る
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
の
歴
史
を
途
絶
え
さ
せ
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
と
の
学
生
た
ち
の
強
い
思
い
か
ら
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
実
行
委
員
会

を
発
足
し
、
実
行
委
員
の
募
集
か
ら
各
種
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
団
体
へ
の
全

体
説
明
会
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
な
が
ら
準
備
を
重
ね
た
。

　今
年
の
Ｅ
Ｖ
Ｅ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
中
心
に
開
催
す
る
こ
と
は
早
期
に
決
定

し
て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
睨
み
な
が
ら
、
当

日
の
ラ
イ
ブ
配
信
は
で
き
な
い
か
、
小
規
模
な
ス
テ
ー
ジ
で
あ
れ
ば
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
お
笑
い
芸
人
企
画
は
ど
う
か
と
悩
み

な
が
ら
も
、
最
終
的
に
は
ラ
イ
ブ
で
の
配
信
を
あ
き
ら
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン

配
信
の
み
と
決
定
す
る
な
ど
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
実
行
委
員
会
の
学
生
た
ち
に
と
っ

て
は
難
し
い
決
断
の
連
続
で
あ
っ
た
。

　オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
配
信
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
関
わ
り
の
少
な
か

っ
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
問
題
が
浮
上
し
た
。
学
生
た
ち
自
身
が
著
作

権
、
著
作
隣
接
権
、
肖
像
権
な
ど
を
調
べ
、
レ
コ
ー
ド
会
社
へ
音
源
の
利

用
許
諾
を
求
め
た
り
、JA

SR
A

C

や
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
に
確
認
を
行
う

な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
の
運
営
に
必
要
な
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
っ
た
。

大
学
今
出
川
校
地
学
生
支
援
課

第
145
回
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ

「Sparkle

～
あ
な
た
と
見
つ
け
る
新
し
い
Ｅ
Ｖ
Ｅ
～
」オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
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同
志
社

　ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

　第
145
回
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
の
動
画
は
、
多
く
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ア
ー
カ
イ

ブ
配
信
と
し
て
２
０
２
１
年
６
月
ま
で
引
き
続
き
公
開
し
て
い
る
。
上
記

以
外
に
も
紹
介
で
き
て
い
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
も
あ
る
の
で
、
是
非
一
度
公

式
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
学
生
た
ち
の
輝
く
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て

も
ら
い
た
い
。

　第
145
回
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
実
行
委
員
会

　公
式
Ｈ
Ｐ

　

https://doshisha-eve.com
/

様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成

　「
団
体
の
活
動
の
発
露
の
場
」
と
い
う
Ｅ
Ｖ
Ｅ
の
理
念
に
基
づ
き
、
各

団
体
の
活
動
成
果
の
発
表
が
中
心
と
な
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
た
。

「D
-T

ube

」「
同
志
社
オ
ン
ラ
イ
ン
美
術
館
」「
同
志
社
オ
ン
ラ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
」
な
ど
で
あ
る
。
中
で
も
「
同
志
社
芸
人
Ｎ
ｏ
・
１
決
定
戦

２
０
２
０
」
で
は
、
笑
い
の
本
場
「
よ
し
も
と
祇
園
花
月
」
に
て
、
二
人

の
芸
人
に
Ｍ
Ｃ
と
し
て
協
力
い
た
だ
い
た
。
学
生
芸
人
の
発
表
の
場
と
し

て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
Ｅ
Ｖ
Ｅ
実
行
委
員
の
強
い
熱
意
に
先
方

に
は
快
く
応
え
て
い
た
だ
き
、
安
価
で
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、「
教
授
と
ザ
ワ
ツ
ク
夜
」
で
は
、
３
名
の
先
生
方
に

も
ご
出
演
い
た
だ
き
、
Ｍ
Ｃ
を
務
め
た
喜
劇
研
究
会
の
巧
み
な
話
術
に
よ

り
、
普
段
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
見
ら
れ
な
い
先
生
方
の
一
面
を
引
き
出
し
、

皆
で
盛
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　学
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
が
苦
し
み
、
悩
み
な
が
ら
過
ご
し
て
い

る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、今
年
度
の
Ｅ
Ｖ
Ｅ
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「Sparkle 

～
あ
な
た
と
見
つ
け
る
新
し
い
Ｅ
Ｖ
Ｅ
～
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
だ

か
ら
こ
そ
生
み
出
せ
る
、
例
年
と
は
異
な
る
新
し
い
形
態
で
同
志
社
大
学

生
の
輝
き
や
魅
力
を
、
表
現
し
た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
。

電子パンフ表紙（EVE）
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　２
０
２
０
年
度
同
志
社
ク
ロ
ー
バ
ー
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が

決
定
し
た
の
は
昨
年
６
月
の
ク
ロ
ー
バ
ー
祭
運
営
委
員
会
。
学
生
実
行
ス

タ
ッ
フ
は
、
対
面
で
の
開
催
を
前
提
に
一
昨
年
の
12
月
か
ら
新
体
制
で
準

備
を
始
め
て
い
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
が
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
時
点
で
企
画
の
練
り
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
。
前
年
度
か
ら
の
継
続

ス
タ
ッ
フ
の
中
に
は
、
対
面
開
催
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
り
、
や
る
気
を
失
っ
た
学
生
も
多
数
い
た
。  

　一
方
で
、
学
生
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
オ
ン
ラ
イ
ン
学
園
祭
に
向
け
て
、

動
画
編
集
が
得
意
な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
講
習
会
を
行
っ
た
り
、
外
部
講
師

に
よ
る
著
作
権
に
つ
い
て
の
研
修
を
受
け
た
り
、
生
配
信
す
る
た
め
の
機

材
の
準
備
や
勉
強
な
ど
を
着
実
に
進
め
、
さ
ら
に
、cluster

と
い
う
バ

ー
チ
ャ
ル
空
間
を
構
築
で
き
る
ア
プ
リ
を
使
用
し
て
、
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ

ス
を
再
現
す
る
こ
と
に
も
挑
戦
し
た
。

　当
日
は
、
録
画
と
生
配
信
を
織
り
交
ぜ
て
配
信
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
や
録

画
に
限
ら
ず
生
配
信
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
参
加
者
は
盛
り
上
が
り
や
臨

場
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。cluster

で
の

京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
現
度
は
非
常
に
高
く
、
参
加
者
は
自
身
の
ア
バ

タ
ー
でcluster

内
を
歩
き
回
っ
た
り
、
模
擬
講
義
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
遠
方
の

卒
業
生
や
知
人
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
好

評
で
あ
っ
た
。

　例
年
、
同
日
開
催
し
て
い
る
京
田
辺
市
民
文
化
祭
も
、
今
年
度
は
ク
ロ

ー
バ
ー
祭
に
合
わ
せ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
多
数
用
意
し
て
く

だ
さ
り
、
ま
た
、
準
備
段
階
か
ら
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
市
民
文
化
祭
ス
タ
ッ

フ
を
交
え
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
や
り
取
り
を
重
ね
る
こ
と
で
、
お
互
い
の
祭

大
学
京
田
辺
校
地
学
生
支
援
課

２
０
２
０
オ
ン
ラ
イ
ン
同
志
社
ク
ロ
ー
バ
ー
祭
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の
準
備
や
当
日
の
様
子
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
例
年
よ

り
も
強
い
連
携
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

　祭
の
後
に
、
学
生
リ
ー
ダ
ー
陣
と
行
っ
た
振
り
返
り
で
は
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
下
が
っ
た
ま
ま
の
学
生
と
、
達
成
感
を
得
ら
れ
満
足
で
き
た
学

生
に
二
分
さ
れ
た
。
春
学
期
中
は
大
学
へ
の
入
構
が
制
限
さ
れ
、
学
生
同

士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
づ
ら
か
っ
た
こ
と
も
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
保
て
な
か
っ
た
要
因
か
も
し
れ
な
い
。

　２
０
２
１
年
度
ク
ロ
ー
バ
ー
祭
の
形
式
は
未
定
で
あ
る
が
、
い
か
な
る

開
催
形
式
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
園
祭
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
知
識
を
生
か
し
、
更
に
新
し
い
祭
の
形
に
つ
い
て
模
索
し
て
く
れ
る
よ

う
願
う
。  

2020オンライン同志社クローバー祭の様子

ラーネッド記念図書館前からの生中継の様子

本部にて放送の進行をチェックする様子

京田辺市民文化祭に出演

バーチャル京田辺キャンパスcluster

脱出ゲーム

モザイクアート

生放送の様子

学食インタビュー
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は
じ
め
に

　本
校
に
「
ス
ク
ー
ル
ド
ッ
グ
（
以
後
は
ス
ー
）」

が
や
っ
て
来
て
、
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
た
。
ス
ク

ー
ル
ド
ッ
グ
を
導
入
し
て
い
る
学
校
は
全
国
的
に

も
珍
し
く
、
関
西
圏
で
は
同
志
社
中
学
校
ぐ
ら
い
で

あ
る
。

　海
外
で
は
、
本
格
的
に
ス
ク
ー
ル
ド
ッ
グ
を
導
入

し
、
生
徒
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
や
情
操
教
育
な
ど

に
も
深
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
動
物
介
在

教
育
の
実
践
報
告
は
多
々
あ
る
。

 

（
図
１
：
左
の
写
真
）

　「
な
ぜ
、
学
校
現
場
に
犬
？
」
と
い
っ
た
疑
問
は

学
校
に
来
客
が
あ
る
た
び
に
投
げ
か
け
ら
れ
る
言
葉

で
は
あ
る
が
、
ス
ー
と
触
れ
合
っ
た
後
に
、
嫌
な
顔

を
し
て
帰
っ
て
い
く
人
は
未
だ
に
見
た
こ
と
が
な
い
。

本
校
に
先
立
つ
こ
と
10
年
も
前
に
立
教
女
学
院
小
学

校
で
は
独
自
に
犬
を
学
校
に
連
れ
て
く
る
試
み
を
行

っ
て
い
る
。
導
入
の
き
っ
か
け
は
、
児
童
の
「
学
校

に
犬
が
い
れ
ば
い
い
の
に
」
と
い
う
と
て
も
シ
ン
プ

ル
な
発
言
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
結
局
は
こ
の

シ
ン
プ
ル
な
生
徒
の
ニ
ー
ズ
が
今
の
学
校
現
場
に
は

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
や
、
そ
れ
に
伴
う
不

登
校
生
徒
の
増
加
、
先
進
国
の
中
で
も
突
出
し
た
自
己
肯
定
感
の
低
さ
と
い
っ
た
よ
う
に
、

学
校
は
も
は
や
無
条
件
に
生
徒
が
登
校
し
、
活
躍
で
き
る
場
所
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

１
．「
動
物
介
在
教
育
」
と
は
何
か

　現
在
、
動
物
を
用
い
た
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
と
し
て
は
犬
や
馬
、
時
に
は
イ
ル
カ
な

ど
を
活
用
し
た
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
「
動
物
介
在
療
法
」
と
「
動
物

介
在
活
動
」
の
総
称
で
あ
る
。「
動
物
介
在
療
法
」
と
は
言
葉
の
通
り
、
治
療
の
一
環
と

し
て
の
行
為
で
あ
り
、
動
物
の
参
加
が
不
可
欠
な
治
療
法
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

　一
方
、「
動
物
介
在
活
動
」
は
動
物
に
よ
る
「
癒
し
」
が
、
効
果
的
に
対
象
者
に
作
用

さ
れ
る
よ
う
な
活
動
の
総
称
で
あ
る
。
本
校
で
は
後
者
の
「
動
物
介
在
活
動
」
の
と
り

わ
け
教
育
に
特
化
し
た
、「
動
物
介
在
教
育
」
を
実
践
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
は

必
要
な
施
設
や
明
確
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、
す
べ
て
の
介
在
活
動

が
そ
の
場
に
即
し
て
臨
機
応
変
に
変
容
す
る
要
素
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
一
見
、
用
途

も
方
向
性
も
不
明
確
な
「
ス
ク
ー
ル
ド
ッ
グ
」
で
は
あ
る
が
、
こ
の
「
不
明
確
さ
（
曖

昧
さ
）」
こ
そ
が
教
育
現
場
に
い
る
我
々
に
と
っ
て
は
好
都
合
な
の
で
あ
る
。

２
．
本
校
で
の
取
り
組
み

①�
「
ス
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
」
で
生
徒
の
自
主
性
を
養
う

　生
活
指
導
部
で
は
２
０
１
９
年
度
よ
り
「
ス
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
た
（
図
２
）。

目
的
は
大
き
く
２
つ
あ
り
、
１
つ
目
は
ス
ー
の
健
康
を
守
る
と
い
う
こ
と
。
普
段
の
散

歩
や
糞
の
処
理
、
餌
や
り
な
ど
が
生
徒
の
役
割
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
表
面
的
な
仕
事
で
あ
る
。
２
つ
目
の
目
的
と
し
て
、
犬
の
世
話
を
す

る
こ
と
で
生
徒
達
の
自
立
の
一
歩
に
つ
な
が
る
と
い
う
教
育
的
効
果
を
想
定
し
て
い
る
。

定
期
的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
ど
の
よ
う
に
世
話
を
す
る
の
か
を
検
討
し
て
い
る
。

↓イレギュラー対応-Q下げ（21/1/12）

中
学
校
・
高
等
学
校 

教
諭　

青あ
お

木き

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

図１）銃乱射事件があったフロリダの高校
に導入されたセラピー犬。その活躍もあ
り卒業アルバムに掲載されることになった。
出典：StrawbridgeStudiosInc./AerieYearbook/Twitter

図１）教室の中で生徒と一緒に授業を受け
る教育犬（スウェーデン）。
出典： 【北欧の教育最前線】教育犬やペットのいる教室
教育新聞（https://www.kyobun.co.jp/tag/online/）

動
物
介
在
教
育
の
実
践

～
ス
ク
ー
ル
ド
ッ
グ「
ス
ー
」の
役
割
～
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②
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
の
ス
ー
の
活
用

　本
校
の
生
活
指
導
部
に
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
部
屋
が
併
設
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
部
屋
は
、
様
々
な
背
景
か
ら
教
室

に
入
り
づ
ら
か
っ
た
り
、
学
校
に
登
校
し
に

く
か
っ
た
り
す
る
生
徒
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し

た
気
分
転
換
に
来
室
す
る
生
徒
な
ど
、
様
々

な
用
途
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
生

徒
の
ニ
ー
ズ
を
ス
ー
は
満
た
し
て
く
れ
る
。
気
分
が
落
ち
込
み
、
辛
い
思
い
を
し
て
い

る
生
徒
に
は
そ
っ
と
寄
り
添
っ
て
く
れ
、
気
軽
に
来
室
し
た
生
徒
に
は
尻
尾
を
振
り
な

が
ら
じ
ゃ
れ
合
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
本
能
的
に
生
徒
の
思
い
を
理
解
し
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。

３
．「
動
物
介
在
教
育
」
を
通
し
て
見
え
て
き
た
も
の

　多
く
の
小
学
校
で
は
「
い
き
も
の
係
」
な
ど
を

通
し
て
、「
命
」
に
対
す
る
情
操
教
育
が
行
わ
れ
て

い
る
。
中
学
校
・
高
校
に
な
る
に
つ
れ
て
こ
れ
ら

の
傾
向
は
な
く
な
っ
て
い
く
よ
う
に
思
う
。
む
し

ろ
今
の
時
代
に
は
中
高
生
に
こ
そ
、
命
に
触
れ
合

う
タ
イ
ミ
ン
グ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　さ
て
、本
校
で
実
践
し
て
い
る
「
動

物
介
在
教
育
」
と
小
学
校
な
ど
で
は

定
番
の
「
い
き
も
の
係
」
と
は
ど
の

よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
。
そ
の
点

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
小

学
校
な
ど
の
「
い
き
も
の
係
」
な
ど

は
「
動
物
飼
育
活
動
」
と
呼
ば
れ
、

比
較
的
飼
育
が
容
易
な
ウ
サ
ギ
や
ニ

ワ
ト
リ
が
好
ま
れ
る
。
日
常
の
中
で

生
き
物
と
関
わ
る
こ
と
が
情
操
教
育

に
な
る
一
方
、
不
適
切
な
飼
育
環
境

な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
数
多

く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
状
況
に
よ
っ

て
は
「
命
」
を
軽
ん
じ
る
こ
と
に
も

な
っ
て
し
ま
う
。

　他
方
で
「
動
物
介
在
教
育
」
で
は
、
人
間
と
の
関
係
性
の
良
さ
か
ら
犬
が
多
用
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
近
年
の
研
究
で
は
１
万
年
以
上
も
昔
か
ら
、
人
間
と
犬
と
は
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
人
間
に
と
っ
て
犬
と
の
触
れ

合
い
は
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
さ
せ
る
オ
キ
シ
ト
シ
ン
の
分
泌
を
促
す
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

表
１
に
「
動
物
飼
育
活
動
」
と
「
動
物
介
在
教
育
」
の
比
較
を
ま
と
め
た
。

お
わ
り
に

　こ
れ
か
ら
の
学
校
教

育
の
あ
り
方
は
「
生
徒

を
受
け
入
れ
、
従
来
通

り
の
教
育
を
提
供
す

る
」
と
い
っ
た
も
の
か

ら
、「
よ
り
生
徒
に
寄

り
添
い
、
個
別
最
適
な

学
び
や
対
応
が
取
れ
る

か
」
に
大
き
く
方
向
転

換
し
て
い
る
。
同
志
社

を
創
立
し
た
新
島
襄
は

先
立
つ
こ
と
１
０
０
年

以
上
も
前
に
、「
人
一

人
は
大
切
な
り
」
と
の

言
葉
を
残
し
、
生
徒
・

学
生
一
人
ひ
と
り
の
個

性
や
考
え
を
尊
重
し
た

教
育
を
目
指
し
実
践
し

て
き
た
。

　今
回
紹
介
し
た
取
り

組
み
は
、
教
育
シ
ス
テ

ム
の
ほ
ん
の
一
部
で
し

か
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
が
学
校
で

起
こ
す
様
々
な
化
学
変

化
に
は
、
計
り
知
れ
な

い
可
能
性
が
秘
め
ら
れ

て
い
る
。

図２）サポーター募集のポ
スター：このポスターも生
徒の自発的な作品である。

表１） 学校での動物飼育活動 学校での動物介在教
育 ※従来のケース

主な使用
動物

ウサギ・ニワトリ・金
魚・昆虫など

犬が中心（馬やヤギな
ども利用）

メリット

毎日の世話が出来る
動物の生態を知り、生
死に関わる
毎日関わり、愛着が形
成されやすい
動物を通しての交流
が増える
問題解決学習能力の
育成が可能

教員側の負担が少ない
動物の福祉が優先さ
れる
地域との結びつきが
出来る
効果的な教育が提供
される
普段の学校にいない
動物と交流が出来る

デメリット

教員に負担がかかり、
コストが高い
適正な飼育環境の確
保が困難
保護者の理解と協力
が不可欠

一時的な交流になり
がち（従来型）
教育効果が限定的に
なりがち（従来型）
専門家の協力が不可欠

朝日新聞（2020年12月22日　夕刊）
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　私
は
同
志
社
香
里
で
２
０
２
０
年
度
生
徒
自
治
会
会
長
を
務
め
た
。

２
０
２
０
年
は
役
職
を
通
し
て
記
憶
に
残
る
出
来
事
が
沢
山
あ
っ
た
。

大
阪
城
ホ
ー
ル
で
の
体
育
祭

　新
年
度
に
入
り
、
例
年
で
あ
れ
ば
４
月
に
新
入
生
の
た
め
の
ク
ラ
ブ
紹

介
を
行
い
、
５
月
に
体
育
祭
を
行
っ
て
い
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
コ
ロ

ナ
の
流
行
で
発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
４
月
か
ら
５
月
末
ま

で
休
校
と
な
っ
た
た
め
、
す
べ
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
わ
り
、
体
育
祭

も
９
月
ま
で
延
期
と
な
っ
た
。
９
月
は
ま
だ
暑
く
、
長
時
間
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
い
る
と
熱
中
症
に
な
る
危
険
性
も
あ
る
た
め
、
屋
内
で
あ
る
大
阪
城
ホ

ー
ル
で
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　大
阪
城
ホ
ー
ル
で
の
開
催
は
初
め
て
で
あ
り
、
広
さ
や
設
備
な
ど
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
生
徒
自
治
会
で
は
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
の
方

と
何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
広
い
ホ
ー
ル
内
で
生
徒
が
迷
わ
な
い

よ
う
に
、
移
動
の
際
混
雑
が
起
き
な
い
よ
う
に
全
体
の
動
線
を
考
え
る
こ

と
に
苦
労
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
感
染
対
策
を
行
う
た
め
に
、
普
段
気

を
配
ら
な
い
よ
う
な
所
ま
で
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　ま
ず
人
数
を
減
ら
す
た
め
中
高
を
午

前
午
後
に
分
け
、
座
席
の
配
置
も
間
隔

を
空
け
て
指
定
し
、
保
護
者
な
し
で
生

徒
の
み
で
の
開
催
と
し
た
。
時
間
短
縮

に
よ
っ
て
例
年
よ
り
も
競
技
数
が
少
な

く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
分
充
実
し
た
内

容
に
し
よ
う
と
策
を
凝
ら
し
た
。
そ
し

て
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
競
技
を
一
新
し
、

競
技
を
し
て
い
る
人
も
見
て
い
る
人
に

も
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
。
中
で
も
好
評

だ
っ
た
の
が
生
配
信
に
よ
る
実
況
で
あ

っ
た
。
競
技
場
所
と
待
機
場
所
が
離
れ

て
お
り
、
か
つ
座
席
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
た
め
盛
り

上
が
り
に
か
け
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め

生
徒
に
よ
り
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
、
配
信
を
見
て
い
る
保
護
者
に
そ
の

香
里
高
等
学
校 

３
年
生
自
治
会
会
長　

石い
し

井い

莉り

乃の

２
０
２
０
年
度
コ
ロ
ナ
禍
で
の
体
育
祭
・
文
化
祭

体育祭・大阪城ホール
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同
志
社

　ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

場
の
熱
気
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
勢
い
の
あ
る
実
況
に
す
る
こ
と
を
心

が
け
た
。

　ま
た
中
高
３
年
生
が
ク
ラ
ス
代
表
の
横
断
幕
を
作
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、

学
年
を
超
え
て
団
結
力
が
高
ま
っ
た
。
そ
し
て
紫
翠
会
か
ら
寄
贈
し
て
頂

い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ
ス
ク
を
全
学
年
で
着
用
し
た
。
体
育
祭
閉
会
式
で
、

そ
の
マ
ス
ク
を
付
け
て
い
る
生
徒
た
ち
を
見
る
と
、
大
変
な
こ
と
も
多
か

っ
た
が
無
事
に
体
育
祭
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
。

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
〜
み
ん
な
の
心
は
三
密
に
〜

　９
月
の
体
育
祭
が
終
わ
り
、
11
月
の
文
化
祭
に
向
け
て
学
校
全
体
が
忙

し
く
な
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
５
月
頃
か
ら
文
化
祭
の
準
備
を
始
め
て
い
る

が
、
未
定
な
こ
と
も
多
く
、
ど
の
学
年
も
テ
ス
ト
期
間
が
被
っ
て
い
て
日

程
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
た
。
文
化
祭
も

生
徒
の
み
で
の
開
催
と
な
っ
た
た
め
、
各
ス
テ
ー
ジ
の
生
配
信
を
行
っ
た
。

生
徒
自
治
会
で
は
文
化
祭
担
当
業
務
に
加
え
、
配
信
業
者
・
ス
テ
ー
ジ
業

者
・
音
響
業
者
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
業
者
と
何
日
に
も
分
け
て
綿
密
に

打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
も
配
信
業
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
が

大
変
だ
っ
た
。
安
定
し
た
配
信
を
行
う
た
め
に
学
校
の
設
備
を
何
度
も
詳

し
く
確
認
し
、
慣
れ
な
い
専
門
的
な
知
識
も
勉
強
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

ま
た
学
校
を
回
っ
て
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ブ
の
展
示
な
ど
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
移
動
に
よ
る
電
波
の
位
置
確
認
に
苦
労
し
た
。

　そ
れ
に
加
え
本
校
文
化
祭
で
盛
況
す
る
模
擬
店
・
中
庭
ス
テ
ー
ジ
・
地

下
ロ
ッ
ク
が
無
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
例
年
か
ら
内
容
も
大
幅
に
変
更

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
例
年
よ
り
ス
テ
ー
ジ
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
に
よ
っ
て
一
部
に
観
覧
者
が
殺
到
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
整

理
券
を
配
り
、
生
配
信
の
映
像
を
教
室
に
流
し
、
人
を
分
散
さ
せ
る
こ
と

で
密
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
出
来
る
こ
と
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
、
ク
ラ
ス
・
ク

ラ
ブ
・
有
志
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て

取
り
組
ん
だ
。
ク
ラ
ス
で
は
学
年
別
で
展

示
・
ム
ー
ビ
ー
・
劇
に
分
け
て
ク
ラ
ス
の

出
し
物
を
行
っ
た
。
ク
ラ
ブ
で
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
活
動
し
た
そ
の

成
果
を
発
表
し
た
。
有
志
団
体
は
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
も
ダ

ン
ス
・
歌
・
漫
才
な
ど
を
披
露
し
た
。
制

限
が
あ
っ
た
中
、
ど
れ
も
例
年
に
勝
る
素

晴
ら
し
い
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
。

　今
年
度
の
体
育
祭
・
文
化
祭
の
開
催
に
導
い
た
の
は
紛
れ
も
な
く
生
徒

の
力
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
私
は
た
く
さ
ん
の
生
徒
と
関
わ

る
こ
と
で
そ
の
こ
と
を
実
感
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
よ
り
多
く
の
こ
と
が
変
わ

っ
た
が
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
前
に
進
む
と
い
う
生
徒
の
柔
軟
さ
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
型
に
捉
わ
れ
ず
、
新
し
い
行
事
の
形
を
試
み
る
こ
と
が
出

来
た
。
学
校
と
い
う
大
人
数
集
ま
る
組
織
が
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
進
む

こ
と
は
決
し
て
容
易
い
事
で
は
な
い
。
し
か
し
私
た
ち
生
徒
は
、
助
け
合

い
支
え
合
い
、
皆
で
団
結
し
て
行
事
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
生

徒
同
士
の
協
力
無
し
で
は
、
決
し
て
成
し
得
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
行

事
を
通
し
て
、
同
志
社
香
里
と
い
う
学
校
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確
認
し
た
。

文化祭・食堂前ステージ

51



は
じ
め
に

　２
０
２
０
年
３
月
、
本
校
は
全
国
に
出
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
休
校
要
請
に
基
づ
き
、
全
校
一
斉
休
校
を
決
定

し
た
。
幸
い
に
も
本
校
で
は
学
年
末
試
験
を
全
て
終
え
て
い
た
た
め
、
年

度
末
ま
で
の
影
響
は
最
小
限
で
済
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
、
休
校

措
置
が
い
つ
解
か
れ
る
か
見
当
も
つ
か
ず
、
４
月
か
ら
の
新
学
期
を
通
常

通
り
迎
え
る
こ
と
が
危
ぶ
ま
れ
た
た
め
、
３
月
中
旬
か
ら
遠
隔
授
業
に
つ

い
て
の
方
策
の
検
討
を
開
始
し
、３
月
下
旬
にG

oogle

社
の
提
供
す
る「G

 
Suite for Education

」
の
利
用
を
決
定
し
た
。
本
校
が
行
お
う
と
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
形
に
合
う
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
世
界
的
な
教
育
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
実
績
も
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
決
定
し
た
。

　本
稿
で
は
、
女
子
中
高
が
行
っ
た
休
校
期
間
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

つ
い
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、
教
員
と
生
徒
に
実
施
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
関
す
る
全
校
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、
そ
の
評
価
を
行
っ
た

結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
取
り
組
み

　４
月
の
初
旬
に
教
員
用
ア
カ
ウ
ン
ト
を
、
中
旬
に
は
生
徒
用
ア
カ
ウ
ン

ト
を
配
布
し
、
礼
拝
や
健
康
観
察
・
Ｈ
Ｒ
の
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
を
作
り
、
運

用
を
開
始
し
た
。
４
月
中
は
お
試
し
期
間
の
よ
う
な
形
で
、
課
題
な
ど
は

出
せ
る
教
員
が
出
す
な
ど
し
て
対
応
し
、
５
月
か
ら
本
格
的
に
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
開
始
し
た
。

　授
業
の
形
式
と
し
て
は
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
を
採
用
し
た
。
基
本
的
な

形
と
し
て
は
、
動
画
で
の
講
義
視
聴
を
行
っ
た
後
に
課
題
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
、
そ
れ
を
提
出
す
る
と
い
う
形
で
あ
る
。
課
題
の
代
わ
り
に

G
oogle Form

で
の
確
認
テ
ス
ト
を
行
う
と
い
う
形
式
を
と
る
授
業
も

あ
っ
た
。
動
画
の
作

成
に
つ
い
て
は
事
前

の
校
内
研
修
会
で

「
10
分
以
内
。
で
き

れ
ば
５
分
程
度
の
も

の
に
。」
と
教
員
へ

周
知
し
て
い
た
た
め
、

そ
の
よ
う
な
長
さ
で

作
成
し
て
い
た
教
員

が
多
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
委
員
会 

教
諭　

川か
わ

嶋し
ま

有ゆ
う

一い
ち

女
子
中
高
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ　
休
校
中
の
学
び
に
対
し
て

～
学
び
を
止
め
な
い
た
め
に
～
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同
志
社

　ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

　ま
た
、
自
由
記
述
に
お
い
て
は
、「
課
題
の
配
信
が
バ
ラ
バ
ラ
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
把
握
し
に
く
か
っ
た
」
や
「
双
方
向
で
な
い
た
め
に
取
り
組
み

に
く
い
、
質
問
し
に
く
い
」
と
い
う
意
見
も
有
っ
た
。

　こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
次
に
休
校
措
置
の
必
要
な
場
合
が
起
き
た
と
き
に

は
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　今
回
は
家
庭
の
通
信
環
境
に
つ
い
て
明
ら
か
で
な
い
部
分
が
あ
っ
た
た

め
に
、
双
方
向
型
が
叶
わ
ず
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
と
な
っ
た
が
、
次
は
少

し
で
も
双
方
向
型
を
取
り
入
れ
た
形
で
、
規
則
正
し
く
生
活
し
、
学
習
習

慣
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
な
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
朝

の
出
欠
点
検
・
礼
拝
や
授
業
の
最
初
や
最
後
に
お
い
て
双
方
向
で
の
や
り

取
り
を
は
さ
む
な
ど
、
教
員
と
向
き
合
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
と
い
う
仕
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
き
な
り
す

べ
て
の
授
業
や
や
り
取
り
を
双
方
向
に
す
る
の
は
環
境
面
を
考
え
て
も
現

実
的
で
は
な
い
が
、
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　今
回
の
休
校
期
間
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
知
識
伝
達
（
生
徒
か
ら
す

れ
ば
イ
ン
プ
ッ
ト
の
作
業
）
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
あ
る
程
度
可
能
と
い
う

こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
学
校
に
来
て
単
に
知
識
伝
達
の
み

を
目
的
と
し
た
授
業
を
受
け
る
だ
け
で
は
、
学
校
に
来
る
意
義
と
い
う
も

の
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

か
ら
は
学
校
で
何
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
単

な
る
知
識
伝
達
が
目
的
の
授
業
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
周
囲
と
の
か
か
わ

り
や
学
び
舎
と
し
て
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
授
業
や
学
校
生
活
と
い
う

も
の
が
こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　今
回
の
休
校
を
単
な
る
災
厄
と
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
教
育

の
あ
り
方
を
考
え
る
機
会
と
と
ら
え
て
、
教
育
に
つ
い
て
、
学
校
に
つ
い

て
、
再
考
し
て
い
き
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　休
校
明
け
の
６
月
に
、
休
校
期
間
中
の
学
習
に
関
す
る
全
校
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
生
徒
の
自
宅
学
習
を
学
校
が
ど

れ
だ
け
支
援
で
き
た
か
を
評
価
す
る
目
的
で
実
施
し
た
。
回
答
率
は
約

99
・
７
％
で
あ
り
、
全
校
生
徒
ほ

ぼ
全
員
か
ら
回
答
が
得
ら
れ
た
。

　こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
特
筆
す

べ
き
点
を
挙
げ
る
と
、
本
校
の
休

校
期
間
中
に
お
い
て
、
生
徒
の
90

％
以
上
が
平
日
は
「
ほ
ぼ
毎
日
」

C
lassroom

を
確
認
し
、
課
題
に

取
り
組
ん
だ
と
回
答
し
、
75
％
以

上
の
生
徒
がC

lassroom

を
用
い

た
勉
強
で
「
内
容
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
回
答
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
生
徒
の
自
宅
学
習

を
あ
る
程
度
効
果
的
に
支
援
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
評
価
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　し
か
し
な
が
ら
課
題
も
い
く
つ

か
見
つ
か
っ
た
。

　一
つ
は
生
徒
の
規
則
正
し
い
生

活
習
慣
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
ほ

と
ん
ど
規
則
正
し
い
生
活
が
で
き

な
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
20
％

程
度
あ
り
、
学
校
が
な
い
こ
と
に

よ
っ
て
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
生
徒
が
少
な
か
ら
ず

い
た
。
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１
． 

本
校
の
行
事
と
今
年
度
の
状
況
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　４
月

　部
活
動
紹
介
（
中
学
・
高
校
） 

→
中
止

　６
月

　球
技
大
会
（
高
校
）・
遠
足
（
中
学
） 

→
中
止

　９
月

　文
化
祭 

→
形
態
を
変
更
し
て
実
施

　９
月

　体
育
祭
（
中
学
・
高
校
） 

 

→
中
止
（
高
校
体
育
祭
の
み
縮
小
し
て
10
月
に
実
施
）

　10
月

　体
験
学
習
（
中
学
１
年
・
３
年
） 

→
日
帰
り
の
遠
足
に
変
更

　10
月

　ハ
ロ
ウ
ィ
ン
（
中
学
・
高
校
） 

→
中
止

　11
月

　生
徒
会
選
挙
（
中
学
・
高
校
） 

→
方
法
を
変
え
て
実
施

　１
月

　合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
中
学
） 

 

→
中
止
（
体
育
行
事
に
変
更
の
予
定
）

　３
月

　研
修
旅
行
（
中
学
２
年
、
高
校
２
年
） 

 

→
方
法
・
目
的
を
検
討
中

２
．
各
学
期
に
つ
い
て

　⑴
２
０
１
９
年
度

　３
学
期

　
　

 

最
初
に
中
止
と
な
っ
た
行
事
は
、
２
０
１
９
年
度
の
３
月
に
予
定
さ

れ
て
い
た
研
修
旅
行
（
中
学
２
年
生
・
高
校
２
年
生
）
で
し
た
。
本

校
の
研
修
旅
行
は
、
中
学
２
年
生
は
長
崎
、
高
校
２
年
生
は
沖
縄
で

平
和
研
修
を
行
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
修
学
旅
行
で

は
な
く
研
修
旅
行
と
し
て
い
ま
す
。

　⑵
２
０
２
０
年
度

　１
学
期

　
　

 

ホ
ー
ル
に
新
入
生
全
員
を
集
め
て
行
わ
れ
る
部
活
動
の
紹
介
は
密
を

避
け
る
た
め
中
止
と
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る

休
校
期
間
に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
期
間
を
経
て
、

登
校
可
能
と
な
っ
た
の
は
６
月
15
日
、
翌
日
か
ら
中
間
考
査
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
予
定
さ
れ
て
い
た
球
技
大
会
も
中
止
と
し
、
同
時
に

行
わ
れ
る
中
学
の
遠
足
も
中
止
と
し
ま
し
た
。

　⑶
２
学
期

　文
化
祭
・
体
育
祭

　
　

 

本
校
の
文
化
祭
は
、
体
育
祭
と
同
時
期
に
一
週
間
の
期
間
で
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
中
高
と
も
体
育
祭
を
中
止
し
、
短
縮
授
業
を
行
い

な
が
ら
午
後
の
時
間
で
ク
ラ
ス
ご
と
に
映
像
作
品
を
作
成
す
る
と
い

う
活
動
に
な
り
ま
し
た
。
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
、
ど
う
し

て
も
外
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
距
離
を
取
る
こ
と
を
徹
底
し

な
が
ら
撮
影
・
編
集
し
、
こ
の
映
像
を
学
年
ご
と
に
鑑
賞
す
る
と
い

う
の
が
今
年
度
の
文
化
祭
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

密
を
避
け
る
た
め
に
鑑
賞
中
も
間
隔
を
空
け
て
着
席
し
、
学
年
ご
と

の
開
催
と
し
ま
し
た
。
例
年
は
外
部
か
ら
の
来
客
も
多
数
あ
り
、
父

母
の
会
は
バ
ザ
ー
を
行
い
、
卒
業
生
も
多
数
帰
っ
て
来
る
学
校
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
、
本
年
度
は
来
客
を
な
く
し
、
部
活
動
に
よ

国
際
中
学
校
・
高
等
学
校　

本ほ
ん

田だ

学ま
な
ぶ

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
学
校
行
事
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同
志
社

　ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

い
リ
ス
ク
は
あ
る
と
思
わ
れ
、
例
年
通
り
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

　⑹
入
試

　
　

 

帰
国
生
徒
入
試
を
海
外
で
も
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
ロ
ン
ド
ン
・
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
入
試
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
の
入
試
は
京
都
の
み
と
し
ま
し
た
。
海

外
在
住
の
生
徒
に
つ
い
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
な
ど
の
方
策
を
考
え

て
い
ま
す
。

３
．
部
活
動

　
　

 

様
々
な
制
約
の
中
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に
音
楽
系
の
部
活
動
は
、

歌
う
こ
と
や
楽
器
を
演
奏
す
る
こ
と
に
よ
る
エ
ア
ロ
ゾ
ル
が
問
題
と

な
り
、
演
奏
会
が
次
々
と
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
部
活
動
は
各
競
技

団
体
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在

は
特
に
運
動
部
に
お
け
る
制
約
は
解
除
さ
れ
て
い
く
方
向
に
あ
り
、

マ
ス
ク
な
し
に
通
常
の
競
技
が
行
わ
れ
て
い
る
種
目
が
多
い
よ
う
で

す
。
マ
ス
ク
を
し
て
、
他
人
と
の
距
離
を
確
保
せ
よ
と
い
う
普
段
の

学
校
生
活
と
の
間
に
乖
離
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

４
．
次
年
度
以
降
の
学
校
行
事

　
　

 

部
活
動
を
中
心
に
制
限
は
解
除
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
社
会

を
見
る
と
感
染
状
況
は
拡
大
し
て
お
り
、
終
息
は
見
通
せ
な
い
状
況

で
す
。
昨
日
は
一
日
の
感
染
者
数
が
最
大
を
記
録
し
ま
し
た
。
東
京

で
は
５
０
０
人
を
超
え
、
警
戒
レ
ベ
ル
を
４
段
階
の
う
ち
最
も
高
い

「
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
」
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
海
外
か
ら
の
帰

国
生
徒
を
多
く
抱
え
、
学
寮
も
併
設
す
る
本
校
に
お
い
て
は
、
特
に

慎
重
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

る
舞
台
発
表
（
コ
ー
ラ
ス
部
・
ダ
ン
ス
部
・
演
劇
部
・
吹
奏
楽
部
）

も
中
止
と
し
ま
し
た
。

　⑷
秋
以
降

　
　

 

10
月
に
入
っ
て
、
体
育
祭
の
代
替
え
行
事
と
し
て
、
消
毒
や
競
技
を

し
て
い
な
い
時
間
の
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
な
ど
、
注
意
深
く
高
校
体

育
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
種
目
は
他
者
と
の
接
触
が
禁
じ
ら
れ
て
い

る
ゴ
ー
ル
ド
ッ
ジ
と
い
う
フ
リ
ス
ビ
ー
を
ゴ
ー
ル
に
投
げ
込
む
競
技

で
、
怪
我
の
リ
ス
ク
も
少
な
い
競
技
で
す
。
同
日
に
中
学
生
は
、
全

員
が
バ
ス
に
乗
る
こ
と
を
避
け
、
現
地
集
合
と
し
て
遠
足
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
に
関
し
て
は
、
着
替
え
を
す
る
場
所
が
密
に

な
る
こ
と
、
写
真
の
撮
影
で
密
に
な
る
こ
と
を
考
え
て
、
時
期
を
変

え
た
上
で
別
の
行
事
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
少
な
く
と
も
着
替
え
が

必
要
と
な
る
よ
う
な
仮
装
は
せ
ず
、
食
べ
物
を
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
に

な
る
危
険
性
を
考
え
て
“T

rick or T
reat

”
も
禁
止
で
す
。
生
徒

会
選
挙
も
、
中
学
生
の
演
説
は
女
子
大
学
の
新
島
記
念
講
堂
で
間
隔

を
空
け
て
着
席
の
上
で
行
い
ま
し
た
が
、
高
校
生
は
人
数
が
多
い
た

め
一
カ
所
に
全
員
を
集
め
て
演
説
会
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
放
送
で
は
顔
が
見
え
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
事
前
に

“
政
見
放
送
”
を
録
画
し
てG

oogleC
lassroom

に
ア
ッ
プ
し
、
演

説
は
校
内
放
送
で
行
い
ま
し
た
。

　⑸
３
学
期

　
　

 

中
学
校
に
お
い
て
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
止
の
方
向
で
す
。
２
学
期
に
で
き
な
か
っ
た
体
育
祭
の
代
わ
り
に
、

こ
の
時
期
に
中
学
生
の
体
育
的
行
事
を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
寒
い

時
期
で
も
あ
り
、
外
部
の
体
育
館
を
借
り
て
行
う
こ
と
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。
体
育
館
の
大
き
さ
や
移
動
時
間
を
考
え
る
と
、
大
幅
な

縮
小
は
避
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
３
学
期
に
は
研
修
旅
行
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
度
は
中
止
し
て
お
り
、
今
年
度
も
方
策
を
検
討
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
観
光
バ
ス
や
ホ
テ
ル
で
の
宿
泊
な
ど
、
避
け
が
た
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develop it, but not so much that you canʼt let it go. You have to love the whole 
thing more than yourself. The happy end that everyone wants depends completely 
on such a selfless passion.  
　This year, for the 70th Shakespeare Production, we staged Romeo and Juliet. 
When teaching the Juniors, I stressed the images of light and darkness that fill the 
play: candles, sunrise, moonlight and stars against the dark sky, snow on a ravenʼs 
back, pearls against dark skin - the brightness of love illuminating the darkness. 
Sometimes the light and darkness are mixed, as when Friar Laurence describes the 
dawn sun as “Chequering the eastern clouds with streaks of light”. The play itself 
too is highly chequered in tone: it has several comedic moments, including some 
very vulgar humour, which contrast the poetic and tragic aspects, creating a 
broader view of love and life than just the romantic. I told the students I hoped the 
audience would feel such contrasting images and atmospheres in our own 
production the following year. Little did I know then the gathering darkness we 
would face in 2020. 
　Usually, April is a busy time of casting and planning for the year. Instead, the 
campus was declared closed to students for the entire spring semester. Unsure 
when we could next meet, and with live events cancelled across the country, it 
looked like our Romeo and Juliet would end in tragedy off-stage. Unsure of what to 
do, I turned to the students. Their response was extraordinary: a wave of 
passionate determination never to give in and to find a way to do something no 
matter how difficult. Some of them had joined our department to do this! Then our 
first piece of luck came: we could meet on campus for casting in July. Then the 
second: as long as infections did not break out, we could meet over the summer. 
Our luck held, and the students worked 
through the vacation with a love and devotion 
fitting to the play; then into the new semester, 
five days a week, relentlessly refining every 
aspect of the production. For the performance, 
audiences were reduced, but, instead, a crew of 
technicians f i lmed the production and 
broadcast it simultaneously on the internet to 
an audience of over 300, who sent in ecstatic 
mails of thanks and support. Like Romeo 
leaping the walls of Julietʼs house on “loveʼs 
light wings”, my students had flown over 
every obstacle to bring a live audience their 
great labour of love. It was a triumph of 
optimism, courage and passion. A triumph of 
life. 
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　As director of any Shakespeare Production, from the moment you pick the next 
play to the moment the curtain comes down, you live with it for two years. Or 
rather, it lives with you; it haunts your imagination, perplexes you, steals into your 
brain at night like the wicked fairy Queen Mab and fills it with dreams of 
glittering success, a stage brimming with vitality, audiences in tears of laughter or 
sadness, and students glowing with achievement. But how to get there? Teaching 
and directing plays of such complexity is no easy thing, but the plays endure for 
good reason and not just for their complexity. They must have some immediate 
appeal that grabs you right here, right now. They do. Life. So, teaching the Juniors 
and directing the Seniors is a relentless search for life: discovering the life in the 
words - their sound and rhythm, their imagery – and the emotional life of the 
characters saying those words. Find the life in it. Find the life in you. Bring them 
together. Now it lives through you.  
　When students first read the play aloud, their understanding is thin, and so their 
voices are rather heavy and flat. However, as they work on it, gradually life creeps 
in; the words lighten in pitch and rhythm, faces flicker, and tentative gestures 
emerge, as they try, in Hamletʼs words, to “suit the action to the word, the word to 
the action”. Initially, they look a bit stiff, but the more they connect to the vital 
intention of the characters, the more natural they become.  Acting the text 
motivates them, forces them, to discover meaning in the words and feel the beating 
hearts behind the words. In both Junior and Senior years, there are always those 
magical moments when an individual or pair suddenly comes alive, and people 
watching gasp or laugh involuntarily at the miracle. They see no longer fellow 
students but the playʼs characters before them and feel the electricity of their 
emotion. The text has come to life. The whole room lights up. 
　Yet, for the Seniors, who must stage the play, the joy of creation and the 
pleasure of collaboration are often mixed with other feelings of frustration and 
difficulty. To arrive at one final good idea usually means rejecting ten poorer ones, 
and every creative section of the production – costumes and make-up, props, set 
and lights, subtitles, sound and music, committee, cast, and assistant directors – 
has to go through a difficult process of trial and error, adaptation and adjustment. 
Sometimes whole costumes, so good on paper, have to be discarded. But 
compromise is part of theatre. You need enough ego to propose an idea and 

女子大学 表象文化学部 英語英文学科
　Timothy L. MEDLOCK

Love’s�Labours�Gained
“For�stony�limits�cannot�hold�love�out�And�
what�love�can�do�that�dares�love�attempt”
Romeo�and�Juliet�2:2�l.67-8
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カ
ル
チ
ャ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス
Ⅲ�

「
文
化
交
換
」の
美
学
的
展
開
編

清き
よ

瀬せ

み
さ
を（
文
学
部
教
授
）編
著

　本
書
は
、
異
な
る
時
空
に
あ
る
文

化
が
出
会
う
と
き
に
ど
の
よ
う
な
芸

術
現
象
が
生
じ
る
か
、
と
い
う
問
題

を「
文
化
交
換
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

で
考
究
す
る
試
み
で
す
。
美
学
、
芸

術
学
、
美
術
史
、
音
楽
学
等
を
専
門

分
野
と
す
る
学
内
外
の
執
筆
者
12
名

が
、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所

部
門
研
究
会
第
十
九
期（
二
〇
一
六

～
二
〇
一
八
年
度
）第
十
六
研
究
に

集
い
、
分
野
横
断
的
な
研
究
活
動
を

と
も
に
し
た
成
果
で
す
。
タ
イ
ト
ル

の「
Ⅲ
」、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の「
美
学

的
展
開
編
」と
は
、
本
研
究
会
が
同

志
社
大
学
か
ら
出
版
助
成
を
受
け
同

志
社
大
学
人
文
学
研
究
所
叢
書
と
し

て
上
梓
し
て
き
た
第
十
七
期

（
二
〇
一
二
～
二
〇
一
四
年
度
）の

『
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス

　文
化

交
換
の
美
学
序
説
』（
晃
洋
書
房
、

晃洋書房
2,900円（税抜）

判型 A5　頁数 258頁
ISBN  978-4-7710-3385-6

新
版��

交
通
犯
罪
対
策
の
研
究

川か
わ

本も
と

哲て
つ

郎ろ
う（

元
大
学
法
学
部
教
授
）著

　本
書
は
、
著
者
の
40
年
以
上
に
亘

る
交
通
犯
罪
研
究
を
一
書
に
纏
め
た

も
の
で
あ
る
。
研
究
を
開
始
し
た
と

き
は
、
過
失
犯
罪
者
の
処
遇
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
が
、
過
失
犯
罪
者
の

大
半
は
交
通
犯
罪
者
で
あ
る
か
ら
、

修
士
論
文
の
テ
ー
マ
は「
交
通
犯
罪

者
の
処
遇
」と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

１
９
９
６
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
犯
罪
学
研
究
所
で
在
外

研
究
に
従
事
し
た
折
に
、
イ
ギ
リ
ス

と
の
比
較
に
興
味
を
抱
い
て
、
研
究

を
再
開
し
た
。
１
９
９
７
年
に
帰
国

し
て
論
文
を
書
い
た
と
こ
ろ
、
危
険

運
転
致
死
傷
罪
の
新
設
が
検
討
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
２
０
０
１
年
に
参

議
院
で
法
案
審
議
の
際
の
参
考
人
と

し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

成文堂
6,000円（税抜）

刊行年月 2020年10月1日

二
〇
一
四
年
三
月
）、
つ
い
で
第

十
八
期（
二
〇
一
五
～
二
〇
一
七
年

度
）の『
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ミ
ッ
ク
ス
Ⅱ

　「
文
化
交
換
」の
美
学
応
用
編
』（
晃

洋
書
房
、
二
〇
一
八
年
三
月
）に
続

く「
展
開
編
」を
意
味
し
ま
す
。

　本
書
は
、
既
刊
の
二
編
と
は
少
々

肌
合
い
の
異
な
る
、
美
学
理
論
と
そ

れ
が
適
用
さ
れ
る
文
化
領
域
と
の
か

か
わ
り
合
い
を
扱
う
四
部
構
成
と
な

っ
て
い
ま
す
。
第
一
部「
建
て
る

　

住
ま
う

　橋
架
け
る
」に
お
い
て
は
、

美
学
お
よ
び
美
術
史
的
観
点
か
ら
建

造
物
を
取
り
上
げ
、
第
二
部「
つ
な

が
る
美
学
と
し
て
の
カ
ル
チ
ャ
ー
・

ミ
ッ
ク
ス

　―
詩
と
音
楽
の
時
間

　

 

光
の
美
学
か
ら
美
術
史
へ
の
射
程
を

広
げ
る
―
」で
は
、
美
学
、
音
楽
学
、

美
術
史
的
観
点
か
ら
光
、
詩
、
時
間
、

空
間
を
、
第
三
部「
コ
ミ
ッ
ク

　リ

リ
ッ
ク

　ポ
リ
テ
ィ
ッ
ク
」で
は
、

美
学
お
よ
び
芸
術
学
的
観
点
か
ら
芸

術
批
評
を
、
第
四
章「
カ
ル
チ
ャ
ー
・

ミ
ッ
ク
ス
で
の
日
常
生
活
―
張
り
詰

め
た
部
屋
の
雰
囲
気 

フ
レ
ー
ム
の

な
い
美
的
生
活
―
」で
は
、
現
代
美

学
か
ら
日
常
生
活
を
そ
れ
ぞ
れ
取
り

上
げ
て
論
じ
て
い
ま
す
。

　執
筆
者
一
同
、
本
書
が
異
な
る
時

空
の
出
会
う
と
こ
ろ
に
生
じ
た
芸
術

現
象
に
つ
い
て
興
味
を
も
っ
て
く
だ

さ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。�

著
者
よ
り

２
０
０
０
年
頃
か
ら
は
交
通
犯
罪
被

害
者
の
研
究
に
も
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
危
険

運
転
の
中
心
で
あ
る
飲
酒
運
転
を
取

り
上
げ
た
論
文
を
発
表
し
た
。
さ
ら

に
、
危
険
運
転
致
死
傷
罪
の
適
用
を

批
判
的
に
検
討
し
た
論
稿
を
執
筆
し

た
直
後
の
２
０
１
３
年
に
自
動
車
運

転
死
傷
行
為
処
罰
法
が
制
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
は
、
認
知
症
や
、

あ
お
り
運
転
な
ど
の
テ
ー
マ
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
の
研
究
を

一
書
に
纏
め
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。

　本
書
の
特
徴
は
、
交
通
犯
罪
に
つ

い
て
、
飲
酒
運
転（
ア
ル
コ
ー
ル
使

用
障
害
）や
認
知
症
、
あ
お
り
運
転

な
ど
の
運
転
者
の
適
性
の
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
、
交
通
犯
罪

被
害
者
の
問
題
に
も
視
野
を
広
げ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　交
通
犯
罪
に
関
す
る
研
究
が
増
え

て
き
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
り
、

専
門
に
研
究
し
て
き
た
者
が
少
な
い

と
こ
ろ
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
も

多
く
、
百
を
超
え
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
じ
て
き
た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
こ

と
も
本
書
に
は
反
映
さ
れ
て
い
る
と

思
う
。
少
し
で
も
多
く
の
方
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

�
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新
刊
紹
介

現代史料出版
2,800円（税抜）

変
容
す
る「
二
世
」の
越
境
性�

１
９
４
０
年
代
日
米
布
伯
の
日
系
人
と
教
育

吉よ
し

田だ

亮り
ょ
う（

社
会
学
部
教
授
）編
著

　南
北
ア
メ
リ
カ（
ハ
ワ
イ
を
含
む
）

の
日
系
人
史
の
研
究
に
お
い
て
、
第

二
次
大
戦
時
の
強
制
収
容
や
監
視
を

伴
う
排
日
体
験
は
極
め
て
重
要
な
テ

ー
マ
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
研
究
蓄
積
も
多
い
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
本
書
の
特
徴
は
以
下
の

４
点
で
あ
る
。
第
１
に
、
日
系
二
世

の
も
つ「
越
境
性（Transnationality

）」

を
切
り
口
に
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
期

に
お
け
る
日
系
市
民
形
成
史
の
質
的

変
化
や
多
様
化
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
い

う「
越
境
性
」と
は
、
複
数
国
家
や
地

域
間
を
交
差
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
、
複
数
文
化
の
習
得
、
複
合

的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
や
忠

誠
心
・
帰
属
意
識
の
提
示
に
関
与
し
、

教
員
の
報
酬
制
度
と�

労
使
関
係�

労
働
力
取
引
の
日
米
比
較

岩い
わ

月つ
き

真し
ん

也や
（
社
会
学
部
助
教
）著

　本
書
の
目
的
は
、
日
米
に
お
け
る

公
立
小
中
学
校
の
教
員
の
評
価
に
基

づ
く
報
酬
制
度
の
運
用
の
ル
ー
ル
を

詳
細
に
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
、
そ

の
報
酬
制
度
の
制
定
の
ル
ー
ル
に
つ

い
て
も
詳
細
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
日
米
の
決
定
的
な
違
い

は
何
か
、
そ
の
違
い
の
理
由
は
何
か

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

制
度
制
定
の
ル
ー
ル
を
捉
え
る
た
め

に
、
労
使
関
係
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
。そ
れ
ゆ
え
、表
題
に「
労
使
関
係
」

と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
い
る
。

　本
書
の
構
成
は
、
前
半
で
勤
評
闘

争
と
い
う
日
本
の
歴
史
を
概
観
し
た

上
で
、
人
事
考
課
を
取
り
込
ん
だ
日

明石書店
5,800円（税抜）

刊行年月 2020年10月31日

結
果
と
し
て
複
数
国
家
や
地
域
に
対

し
て
実
質
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
性

質
・
状
態
を
言
う
。
第
２
に
、
同
時

期
の
日
系
二
世
に
よ
る
市
民
形
成
ス

ト
ー
リ
ー
の
多
様
な
場（
コ
ン
テ
キ

ス
ト
）に
注
目
し
た
こ
と
で
あ
る
。

米
本
土
で
も「
強
制
収
容
所
」だ
け
で

な
く
、
敵
性
外
国
人
抑
留
所
、
再
定

住
都
市（
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）、

ハ
ワ
イ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
日
本
を
扱
っ

て
い
る
。
第
３
に
、
日
系
二
世
が
市

民
形
成
を
お
こ
な
う
に
あ
た
っ
て
影

響
を
及
ぼ
し
た
多
様
な
人
間（
集
団

間
）関
係
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
親
世

代
で
あ
る
一
世
や
二
世
の
仲
間
・
友

人
は
勿
論
、
滞
米
日
本
人
、
親
日
的

ア
ン
グ
ロ
や
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

も
含
ま
れ
る
。
第
４
に
、
特
に
日
系

宗
教（
仏
教
、新
宗
教
、キ
リ
ス
ト
教
）

の
市
民
形
成
へ
の
影
響
で
あ
る
。
宗

教
が
市
民
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
及

ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
で
あ
る
。
本
書
で
描
こ
う
と

し
た
海
外
の「
多
文
化
社
会
」に
あ
っ

て「
越
境
性
」を
一
つ
の
資
本
に
生
き

抜
い
た
日
系
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
諸

事
例
が
、「
多
文
化
共
生
」の
抱
え
る

問
題
・
課
題
・
可
能
性
を
考
え
る
ひ

と
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

�
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本
の
報
酬
制
度
の
運
用
の
ル
ー
ル
を

叙
述
し
て
い
る
。
後
半
で
は
、
米
国

に
お
け
る
業
績
給
の
複
雑
な
ル
ー
ル

を
記
述
し
、
加
え
て
、
そ
の
複
雑
な

ル
ー
ル
を
い
か
に
労
使
が
団
体
交
渉

を
通
じ
て
支
え
て
い
る
の
か
を
論
じ

て
い
る
。
終
章
で
は
日
米
比
較
を
通

じ
て
、
両
国
の
決
定
的
な
違
い
と
そ

の
理
由
を
提
示
し
た
。
一
言
で
そ
の

違
い
を
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
米
国
は

集
団
的
な
報
酬
制
度
で
あ
り
、
日
本

は
個
別
的
な
報
酬
制
度
と
表
現
で
き

よ
う
。
ま
た
、
制
度
制
定
を
め
ぐ
る

労
使
関
係
の
視
点
か
ら
は
、
米
国
は

労
働
力
を
集
団
的
に
取
引
す
る
の
に

対
し
て
、
日
本
は
労
働
力
を
集
団
的

に
取
引
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
個
別
的

取
引
に
比
重
が
お
か
れ
て
い
る
。

　昨
今
の
教
員
の
働
き
方
改
革
に
対

す
る
言
及
は
明
示
的
に
は
な
さ
れ
て

は
い
な
い
が
、
本
書
副
題
に
あ
る
、

日
本
の
教
育
の
世
界
に
馴
染
み
の
薄

い「
労
働
力
取
引
」の
観
点
か
ら
制
度

を
見
れ
ば
、
日
本
の
教
員
の
働
き
す

ぎ
を
規
定
す
る
制
度
的
基
盤
が
き
ち

ん
と
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
る
。
こ
の
基
盤
を
い
か
に

変
え
て
い
く
の
か
、
そ
も
そ
も
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
忌
憚
の
な

い
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

�

著
者
よ
り
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キリスト新聞社
1,800円（税抜）

新
装
増
補
版�

今
、
礼
拝
を
考
え
る

ド
ラ
マ
・
リ
タ
ジ
ー
・
共
同
体

越こ
し

川か
わ

弘ひ
ろ

英ひ
で（
キ
リ
ス
ト
教
文
化

セ
ン
タ
ー
教
授　

）著

　本
書
は
初
版
が
２
０
０
４
年
に
出

版
さ
れ
た
も
の
で
、
２
０
０
８
年
ま

で
に
３
刷
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
キ
リ
ス
ト
教
会（
日
本
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
教
会
）の
礼
拝
の
本
質

や
構
造
、
礼
拝
の
中
の
個
々
の
要
素

（
祈
り
、
賛
美
歌
、
説
教
な
ど
）の
意

味
と
実
践
な
ど
を
、
主
と
し
て
キ
リ

ス
ト
教
の
信
徒
を
読
者
対
象
と
し
て

ま
と
め
た
入
門
書
的
な
も
の
で
す
。

今
回
新
た
に
出
版
さ
れ
た「
新
装
増

補
版
」は
旧
版
の
内
容
を
点
検
し
て

一
部
を
改
め
る
と
と
も
に
、「
増
補

Ⅰ
」及
び「
増
補
Ⅱ
」と
し
て
50
頁
余

り
を
書
き
加
え
て
い
ま
す
。
旧
版
部

分
が
礼
拝
の
基
礎
的
な
叙
述
と
す
れ

キ
リ
ス
ト
教
史
の
学
び（
上
下
）

越こ
し

川か
わ

弘ひ
ろ

英ひ
で（
キ
リ
ス
ト
教
文
化

セ
ン
タ
ー
教
授　

）著

　本
書
は
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ

ー
の
提
供
科
目「
キ
リ
ス
ト
教
の
歴

史
Ⅰ
」（
春
学
期
）及
び「
キ
リ
ス
ト
の

歴
史
Ⅱ
」（
秋
学
期
）の
テ
キ
ス
ト
と

し
て
書
き
下
ろ
し
た
も
の
で
、
上
巻

（
３
月
出
版
）が
古
代
か
ら
中
世
ま
で
、

下
巻（
９
月
出
版
）が
近
世（
宗
教
改

革
）か
ら
近
現
代
ま
で
を
扱
っ
て
い

ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
史
の
入
門
書
と

し
て
、
以
下
の
三
点
に
留
意
し
な
が

ら
記
述
し
ま
し
た
。
第
１
に
キ
リ
ス

ト
教
史
全
体
の
流
れ
を
分
か
り
や
す

く
概
説
す
る
と
共
に
そ
の
中
で
生
じ

た
重
要
な
事
件
・
出
来
事
に
つ
い
て

キリスト新聞社
（上）2,000円（税抜）
（下）2,200円（税抜）

ば
、
増
補
し
た
も
の
は
よ
り
今
日
的

な
礼
拝
に
つ
い
て
の
課
題
や
ト
ピ
ッ

ク
を
取
り
上
げ
て
い
る
点
が
特
徴
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば「
増
補

Ⅰ
」で
は「『
３
・
11
』後
の
礼
拝
を
考

え
る
」と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の

経
験
を
踏
ま
え
て
キ
リ
ス
ト
教
礼
拝

の
本
質
を「
破
局
の
中
で
世
界
と
人

間
の
意
味
を
繰
り
返
し『
立
て
直
す
』

こ
と
」と
し
て
考
察
し
て
い
ま
す
。

ま
た「
増
補
Ⅱ
」で
は
２
０
１
１
年
に

日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
１
５
０
０

教
会
を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
い
て
、
現
代
の

教
会
・
牧
師
・
信
徒
の
抱
え
る
課
題

の
中
か
ら
礼
拝
に
関
わ
る
部
分
を
と

り
ま
と
め
て
分
析
・
検
討
し
た「
牧

師
と
礼
拝
の
リ
ア
ル
―
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
か
ら
見
え
る
も
の
」と
い
う
小

論
、
ま
た
既
存
の
教
会
の
礼
拝
の
問

題
や
改
善
点
な
ど
を
提
起
し
た「
こ

れ
か
ら
の
礼
拝
の
話
を
し
よ
う
」と

い
う
小
論
を
載
せ
て
い
ま
す
。
礼
拝

と
い
う
観
点
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
つ

い
て
知
り
た
い
学
び
た
い
と
い
う
方

が
あ
れ
ば
、
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

�
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記
述
す
る
こ
と
、
第
２
に
キ
リ
ス
ト

教
史
に
お
け
る
象
徴
的
人
物
を
取
り

上
げ
、
読
者
が
そ
の
生
涯
や
言
動
を

通
じ
て
各
時
代
に
生
き
た
人
々
の
息

吹
を
感
じ
と
れ
る
よ
う
に
試
み
る
こ

と
、
第
３
に
本
文
中
や
コ
ラ
ム
欄
に

お
い
て
意
識
的
に
多
く
の
文
献
引
用

や
研
究
紹
介
を
行
い
、
読
者
が
さ
ら

に
学
び
を
深
め
る
た
め
の
便
宜
を
は

か
る
こ
と
で
す
。
筆
者
自
身
、
か
つ

て
同
志
社
大
学
神
学
部（
大
学
院
）で

歴
史
神
学
を
専
攻
し
た
者
で
す
が
、

本
書
の
執
筆
に
あ
た
り
改
め
て
最
近

の
研
究
成
果
を
渉
猟
す
る
中
で
多
く

の
こ
と
を
新
た
に
学
び
な
お
し
、
た

と
え
ば
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス

ト
教
の
諸
相
の
奥
深
さ
な
ど
に
新
鮮

な
驚
き
を
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。
個

人
的
な
思
い
出
に
な
り
ま
す
が
、
本

書
を
執
筆
し
な
が
ら
、
大
学
院
時
代

に
修
士
論
文
の
指
導
や
ア
メ
リ
カ
留

学
に
際
し
て
言
い
尽
く
し
が
た
い
恩

恵
を
い
た
だ
い
た
故
・
藤
代
泰
三
先

生
の
こ
と
を
何
度
も
想
い
起
こ
し
、

ま
た
そ
の
著
書『
キ
リ
ス
ト
教
史
』

（
講
談
社
学
術
文
庫
）か
ら
も
様
々
な

教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
改
め
て
恩
師
へ
の
感
謝
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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萌書房
2,400円（税抜）

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
×�

ト
ラ
ン
プ
の
時
代�

金
融
危
機
と
民
主
主
義
の
溶
解

小お

野の

塚づ
か

佳よ
し

光み
つ（

経
済
学
部
教
授
）著

　政
治
過
程
を
通
じ
て
、
人
び
と
が

社
会
を
変
え
る
。
あ
る
時
代
を
、
支

配
的
な
思
想
や
政
治
経
済
秩
序
と
し

て
理
解
す
る
。

　ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
と
き
、

ロ
ン
ド
ン
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
自
動
車

を
走
ら
せ
て
市
民
た
ち
と
抱
き
合
っ

た
学
生
の
話
。
キ
ュ
ー
バ
で
革
命
に

失
敗
し
た
カ
ス
ト
ロ
が
、
歴
史
に
照

ら
し
て
革
命
の
正
義
を
訴
え
た
自
己

弁
論
。
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
が
社

会
主
義
国
家
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
訪
れ
、

野
外
ミ
サ
を
行
っ
た
話
。
高
齢
の
カ

ス
ト
ロ
に
オ
バ
マ
大
統
領
が
和
解
の

手
を
差
し
伸
べ
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト

ー
ン
ズ
は
キ
ュ
ー
バ
で
ロ
ッ
ク
・
コ

教
養
の
会
計
学�

ゲ
ー
ム
理
論
と
実
験
で
デ
ザ
イ
ン
す
る

田た

口ぐ
ち

聡さ
と

志し
（
商
学
部
教
授
）著

　本
書
は
、
前
著（『
実
験
制
度
会
計

論
』中
央
経
済
社
、
２
０
１
５
年
）の

第
58
回
日
経
・
経
済
図
書
文
化
賞
受

賞
後
に
企
画
さ
れ
、
原
稿
執
筆
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
本
書
の
目
指
す
と
こ

ろ
に
つ
い
て
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
言
う

と「
世
界
で
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
な
会

計
の
テ
キ
ス
ト
を
書
き
た
い
！
」と

い
う
も
の
だ
っ
た
。

　そ
の
よ
う
な
大
風
呂
敷
に
反
し
、

し
か
し
執
筆
は
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、

試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。

困
難
多
き
出
版
で
あ
っ
た
が
、
し
か

し
執
筆
に
長
い
時
間
を
か
け
た
こ
と

で
、
む
し
ろ
色
々
な
こ
と
を
考
え
る

き
っ
か
け
が
で
き
た
と
、
い
ま
は
前

向
き
に
捉
え
て
い
る
。

ミネルヴァ書房
2,800円（税抜）

刊行年月 2020年4月20日

ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
。

　面
白
い
本
を
書
き
た
い
、
と
思
い

ま
し
た
。
と
き
に
本
を
伏
せ
て
、
街

を
歩
き
た
く
な
る
よ
う
な
。
表
に
出

て
星
空
を
見
上
げ
、
再
び
読
み
返
し

た
く
な
る
よ
う
な
。
そ
う
い
う
本
を

書
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　東
欧
諸
国
が
民
主
化
し
、
ソ
連
も

解
体
す
る
中
で
、
国
境
を
超
え
た
市

場
統
合
が
進
む
。
豊
か
な
社
会
が
広

ま
り
、
民
主
的
な
政
府
間
の
協
力
と

国
際
秩
序
の
平
和
的
調
整
も
実
現
す

る
。
そ
う
い
う
時
代
が
来
る
、
と
い

う
期
待
を
、
一
握
り
の
超
富
裕
層
と

金
融
ビ
ジ
ネ
ス
の
膨
張
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
資
本
主
義
は
打
ち
砕
い
た
。

　経
済
学
は
、
一
方
で
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
、
他
方
で
、
市
場
へ
の
介
入
手

段（
と
自
由
化
）を
説
く
学
問
で
す
。

し
か
し
、
市
場
に
よ
る
解
決
と
は
、

富
と
分
配
の
構
造
を
築
く
、〈
権
力
〉

そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
貨

幣
を
介
し
て
数
量
化
さ
れ
、
物
理
法

則
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
も
、
そ
の

時
代
の
権
力
闘
争
や
戦
争
の
現
実
と

切
り
離
せ
な
い
。

　国
民
投
票
に
お
い
て
、
人
び
と
の

不
満
と
怒
り
は
ね
じ
曲
が
り
、
政
治

過
程
の
意
味
を
問
う
た
。

�

著
者
よ
り

　執
筆
当
初
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
は
、
会
計
領
域
以・
外・
を
専
門
と

す
る
方
に
、
会
計
の
面
白
さ
を
伝
え

た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
会
計

の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
抽
象
化
す
る
と
、

実
は
面
白
い
人
間
行
動
が
見
え
て
く

る
。
そ
れ
を
他
領
域
の
方
々
と
一
緒

に
議
論
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
執

筆
を
は
じ
め
た
。

　し
か
し
な
が
ら
、
執
筆
を
重
ね
て

い
く
う
ち
に
、
む
し
ろ
、
会
計
に
携

わ
っ
て
い
る
方
々
（
学
生
、
研
究
者

や
実
務
家
な
ど
）と
と
も
に
、
会
計

の
多
様
性
を
理
解
す
る
こ
と
を
と
お

し
て
、
会
計
の
本
質
を
一
緒
に
理
解

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ

た
。
大
学
院
生
の
頃
、
私
は
い
つ
も

指
導
教
授
に
、「
君
に
と
っ
て
、
会
計

と
は
一
体
な
ん
だ
い
？
」と
問
わ
れ

て
い
た
。
そ
の
当
時
の
こ
と
を
思
い

出
し
つ
つ
、
そ
し
て
、
そ
の
一
見
単

純
そ
う
に
み
え
る（
が
し
か
し
）難
問

を
い
つ
も
頭
に
巡
ら
せ
な
が
ら
、
本

書
を
執
筆
し
た
。
今
後
も
こ
の「
会

計
と
は
何
ぞ
や
」と
い
う
問
い
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
つ
つ
、
研
究
と
教
育
を

続
け
て
い
き
た
い
。
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法律文化社
4,000円（税抜）

独
居
高
齢
者
の
セ
ル
フ・�

ネ
グ
レ
ク
ト
研
究�

当
事
者
の
語
り

鄭チ
ョ
ン

熙ヒ

聖ソ
ン（
社
会
学
研
究
科　
　

外
国
人
留
学
生
助
手
）著

　セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク
ト（Self-

N
eglect

）と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク
ト

は
自
分
自
身
の
健
康
と
安
全
を
自
ら

放
任
・
放
置
す
る
行
為
で
あ
り
、
福

祉
・
介
護
・
保
健
等
の
社
会
サ
ー
ビ

ス
や
治
療
の
拒
否
・
放
棄
の
み
な
ら

ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
責
任
を
果
た

せ
な
い「
多
頭
飼
育
」や
不
用
品
の
収

集
か
ら「
ゴ
ミ
屋
敷
」の
よ
う
な
状
態

に
至
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、

社
会
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
簡
単
に

は
届
き
に
く
い
孤
立
や
疎
外
の
問
題

で
も
あ
り
、
そ
の
状
態
が
続
く
と
孤

立
死
に
至
る
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
セ

ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク
ト
事
例
は
専
門
職

新潮社
760円（税抜）

歴
史
の
教
訓�

「
失
敗
の
本
質
」と
国
家
戦
略

兼か
ね

原は
ら

信の
ぶ

克か
つ（

法
学
部
特
別
客
員
教
授
）著

　戦
前
の
日
本
の
過
ち
が
、
脆
弱
な

憲
法
統
治
体
制
と
統
帥
権
の
独
立
を

笠
に
着
た
軍
の
暴
走
に
あ
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
た

ち
が
、
今
、
住
ん
で
い
る
自
由
主
義

的
な
国
際
秩
序
か
ら
戦
前
の
日
本
を

振
り
返
る
と
き
、
私
た
ち
日
本
人
は
、

戦
後
、
澎
湃
と
沸
き
上
が
っ
た
民
族

自
決
の
運
動
や
、
人
種
差
別
撤
廃
へ

の
流
れ
を
予
測
で
き
て
い
た
で
あ
ろ

う
か
。
19
世
紀
的
な
弱
肉
強
食
の
世

界
観
を
引
き
ず
っ
て
は
い
な
か
っ
た

か
。　人

間
を
心
の
底
か
ら
突
き
動
か
す

力
が
、
歴
史
を
作
る
。
そ
の
力
を
見

抜
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
は

自
由
主
義
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
一

の
間
で
介
入
困
難
・
支
援
困
難
な
事

例
と
し
て
認
識
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
な
ぜ
、
高
齢
者
の
セ
ル
フ
・

ネ
グ
レ
ク
ト
が
困
難
事
例
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
、
多

く
の
高
齢
者
が
、
セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ

ク
ト
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
困
難
事
例
に
至
る
前
に
介

入
で
き
る
糸
口
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
手
が
か
り
を
見
つ
け
出
す
に
は
、

ま
ず
、
高
齢
者
が
な
ぜ
セ
ル
フ
・
ネ

グ
レ
ク
ト
に
至
っ
た
の
か
、
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
か
ら
始

ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

問
い
に
答
え
る
べ
く
、
著
書
で
は
、

こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
た“
当
事

者
の
視
点
と
語
り
”に
着
目
し
、
セ

ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク
ト
状
態
に
あ
る
高

齢
者
本
人
に
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
高
齢
者
が
セ

ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク
ト
状
態
に
至
っ
た

プ
ロ
セ
ス
及
び
当
事
者
が
抱
え
て
い

る
支
援
ニ
ー
ズ
の
解
明
に
迫
り
、
そ

こ
に
は
ど
の
よ
う
な
思
い
と
経
緯
が
、

そ
し
て
社
会
と
の
関
連
性
が
あ
る
か

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

 

著
者
よ
り

人
ひ
と
り
の
尊
厳
の
価
値
は
平
等
で

あ
る
。
人
は
幸
せ
に
な
る
た
め
に
生

ま
れ
て
く
る
。
し
か
し
一
人
で
は
弱

い
人
間
は
、
言
葉
と
信
頼
で
社
会
を

作
る
。
政
治
権
力
は
、
社
会
を
運
営

し
、
人
々
に
奉
仕
す
る
た
め
の
道
具

で
あ
る
。
こ
の
当
た
り
前
の
考
え
方

が
、
も
っ
と
も
強
い
力
を
与
え
て
く

れ
る
。
そ
し
て
大
き
な
伝
播
力
が
あ

る
。　肌

の
色
、
宗
教
、
民
族
、
人
種
に

よ
っ
て
差
別
さ
れ
な
い
自
由
主
義
的

な
国
際
秩
序
、
資
源
が
無
く
て
も
勤

勉
に
働
い
て
生
き
て
い
け
る
自
由
貿

易
体
制
は
、
日
本
人
が
、
憧
れ
た
国

際
秩
序
で
あ
る
。
戦
後
、
日
本
人
は
、

自
分
た
ち
が
夢
見
た
国
際
秩
序
が
立

ち
あ
が
る
の
を
見
て
驚
愕
し
た
。
私

た
ち
は
、
何
を
見
損
ね
た
の
か
。
今

の
自
由
主
義
的
な
考
え
方
は
、
ど
の

よ
う
に
し
て
地
球
的
規
模
で
広
が
っ

た
の
か
。

　本
書
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
を

も
っ
て
描
い
た
、
近
代
日
本
の
失
敗

と
蹉
跌
、
そ
し
て
、
成
功
と
栄
光
で

あ
る
。
日
本
は
決
し
て
恥
ず
か
し
い

国
で
は
な
い
。
是
非
、
こ
れ
か
ら
日

本
を
担
う
令
和
の
若
者
に
読
ん
で
ほ

し
い
と
思
う
。
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筑摩書房
780円（税抜）

「
超
」働
き
方
改
革�

四
次
元
の「
分
け
る
」戦
略

太お
お

田た

肇は
じ
め（

政
策
学
部
教
授
）著

　日
本
企
業
の
強
み
は「
ひ
っ
つ
く
」

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
仕
事
は
主
に
課
や
係
と

い
っ
た
集
団
単
位
で
行
わ
れ
、
オ
フ

ィ
ス
で
は
上
司
と
部
下
、
同
僚
ど
う

し
が
顔
を
つ
き
あ
わ
せ
て
働
く
。
そ

れ
が
一
体
感
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
ま
た

製
造
現
場
で
は「
す
り
あ
わ
せ
」と
い

う
作
業
プ
ロ
セ
ス
が
高
品
質
な
製
品

づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
わ
れ

た
。　と

こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
禍
で「
ひ
っ
つ

く
」こ
と
の
弱
点
が
露
呈
さ
れ
た
。

オ
フ
ィ
ス
に
は
仕
切
り
が
設
け
ら
れ
、

テ
レ
ワ
ー
ク
は
人
と
人
と
を
物
理
的

に
遠
ざ
け
た
。
そ
う
な
る
と
仕
事
そ

岩波書店
900円（税抜）

イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら�

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
み
る�

社
会
の
深
層
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か

内な
い

藤と
う

正ま
さ

典の
り（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

研
究
科
教
授　
　
　
　
　
　
　

）著

　こ
の
本
は
、
同
じ
岩
波
新
書
で

２
０
０
４
年
に
刊
行
し
た『
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
イ
ス
ラ
ー
ム
、
共
生
は
可
能

か
』の
続
編
と
し
て
構
想
し
た
の
だ

が
、
過
去
十
年
、
あ
ま
り
に
両
者
の

関
係
は
悪
化
し
、
共
生
は
事
実
上
、

破
綻
に
追
い
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
今

年
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
さ
な
か
に
も
、

各
地
で「
分
断
」が
深
ま
っ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
が

イ
ス
ラ
ー
ム
を
敵
視
す
る
か
の
よ
う

な
発
言
を
繰
り
返
し
、
預
言
者
ム
ハ

ン
マ
ド
の
冒
涜
も
表
現
の
自
由
だ
と

し
て
、
世
界
の
ム
ス
リ
ム
か
ら
激
し

い
反
発
を
受
け
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
大
地
で
も
な
い
し
、

信
仰
か
ら
離
れ
た
世
俗
主
義
者
の
大

の
も
の
を
一
人
ひ
と
り
に
分
け
な
け

れ
ば
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
な
く
な
る
。

　ひ
っ
つ
き
す
ぎ
る
こ
と
の
問
題
点

は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
見
過
ご
さ

れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
長
時
間

労
働
、
ス
ト
レ
ス
や
パ
ワ
ハ
ラ
、
そ

れ
に
欧
米
な
ど
と
比
べ
て
低
い
仕
事

意
欲
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
起
業
の

低
調
さ
。
そ
の
背
景
に
は
、
ひ
っ
つ

き
す
ぎ
る
日
本
の
職
場
環
境
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
工
業
社
会
か
ら
ポ

ス
ト
工
業
社
会
へ
移
行
す
る
に
つ
れ
、

日
本
の
強
み
よ
り
弱
み
が
重
み
を
増

し
て
き
た
の
だ
。

　し
た
が
っ
て
、
い
ま
日
本
企
業
、

日
本
社
会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

人
び
と
の
連
帯
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

損
な
わ
ず
に
組
織
や
集
団
か
ら
個
人

を「
分
け
る
」こ
と
で
あ
る
。
本
書
で

は
仕
事
、
職
場
、
キ
ャ
リ
ア
、
認
知

と
い
う
四
つ
の
次
元
で「
分
け
る
」と

ど
ん
な
効
果
が
得
ら
れ
る
か
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
、

各
種
デ
ー
タ
や
国
内
外
の
事
例
を
盛

り
込
み
な
が
ら
解
説
し
て
い
る
。

�

著
者
よ
り

地
で
も
な
い
。
そ
こ
に
は
多
く
の
ム

ス
リ
ム
が
暮
ら
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン

ス
、
ド
イ
ツ
、
英
国
な
ど
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
は
、
す
で
に
半
世
紀
以
上

も
前
に
彼
ら
を
労
働
者
と
し
て
迎
え

入
れ
た
が
統
合
は
進
ま
ず
、
む
し
ろ
、

出
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
あ
か
ら
さ
ま

に
主
張
す
る
政
党
が
力
を
も
つ
よ
う

に
な
っ
た
。

　多
文
化
の
共
生
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
は
誰
も
反
対
し
な
い
こ
の
言
葉

が
、
日
々
の
生
活
の
な
か
で
は
、
な
ぜ

実
現
困
難
で
、
異
文
化
の
排
除
へ
と

人
を
突
き
動
か
す
の
か
。
２
０
１
５

年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
難
民
危
機
以
来
、
こ

の
動
き
は
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
た
。

だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
多
く
の
市

民
は
、
中
東
や
ア
フ
リ
カ
で
、
な
ぜ

国
家
の
秩
序
が
破
綻
し
、
多
く
の
難

民
や
移
民
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
目
指
し

た
の
か
を
知
ら
な
い
。
私
は
、
同
時

代
を
生
き
る
市
井
の
人
び
と
の
声
を

聴
き
な
が
ら
問
題
の
構
造
を
解
き
明

か
そ
う
と
し
て
き
た
。
本
書
は
、
翻

弄
さ
れ
て
き
た
ム
ス
リ
ム
の
声
か
ら
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を

捉
え
直
す
試
み
で
あ
る
。

�
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PHPエディターズ・グループ
1,500円（税抜）

不
思
議
の
国
の�

ロ
ン
ド
ン

臼う
す

井い

雅ま
さ

美み
（
文
学
部
教
授
）著

　ロ
ン
ド
ン
と
の
付
き
合
い
が
三
十

年
以
上
に
わ
た
る
私
に
と
っ
て
、
ロ

ン
ド
ン
は
愛
す
べ
き
街
で
あ
り
、
そ

の
変
遷
に
常
に
驚
か
さ
れ
る
街
で
も

あ
る
。
本
著
は
、
在
外
研
究
で
一
年

イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
す
る
間
に
、
ロ
ン

ド
ン
の
街
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
た

結
果
、
完
成
し
た
。

　英
文
学
・
英
語
圏
文
学
を
専
門
と

す
る
私
に
、
ロ
ン
ド
ン
は
刺
激
を
与

え
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
様
々
な

可
能
性
へ
と
導
い
て
く
れ
る
。
そ
の

限
ら
れ
た
空
間
の
中
に
は
、
大
英
図

書
館
で
の
リ
サ
ー
チ
や
セ
ミ
ナ
ー
、

ロ
ン
ド
ン
大
学
で
の
学
会
や
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
の
研
究

会
、
サ
ウ
ス
バ
ン
ク
・
セ
ン
タ
ー
で

平凡社
820円（税抜）

「
共
に
生
き
る
」�

た
め
の
経
済
学

浜は
ま

矩の
り

子こ
（
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
教
授
）著

　共
生
と
共
存
は
違
う
。
本
書
の
執

筆
過
程
を
通
じ
て
つ
く
づ
く
そ
う
痛

感
し
た
。
い
く
ら
多
く
の
多
様
な

人
々
が
共
存
し
て
い
て
も
、
彼
ら
が

共
に
生
き
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

例
え
、
そ
こ
に
共
に
存
在
し
て
い
て

も
、
そ
れ
ら
の
人
々
が
背
中
を
向
け

合
っ
て
い
れ
ば
、
そ
こ
に
共
生
は
な

い
。
互
い
に
垣
根
を
隔
て
て
に
ら
み

合
っ
て
い
る
共
存
者
た
ち
の
間
に
、

共
生
は
な
い
。

　つ
な
が
る
こ
と
と
、
共
に
生
き
る

こ
と
も
ま
た
、
違
う
。
つ
な
が
り
過

ぎ
て
い
る
か
ら
、
共
に
生
き
ら
れ
な

い
。
そ
の
よ
う
な
場
面
が
あ
り
得
る

と
い
う
こ
と
に
も
気
が
つ
い
た
。

Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て

の
詩
の
朗
読
会
、
紳
士
ク
ラ
ブ
で
あ

る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ク
ラ
ブ
で
の
集

ま
り
へ
の
参
加
や
、
フ
リ
ン
ジ（
小

劇
場
）で
の
演
劇
鑑
賞
、
ビ
ー
ガ
ン
・

カ
フ
ェ
で
詩
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

な
ど
、
す
る
べ
き
こ
と
が
無
限
に
あ

っ
た
。
文
学
の
リ
サ
ー
チ
を
し
な
が

ら
、
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
も
出
か

け
る
の
で
あ
る
が
、
あ
る
地
域
、
ス

ト
リ
ー
ト
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
家
屋
、

公
園
、
図
書
館
な
ど
の
歴
史
的
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
そ
こ
で
語
り
伝
え

ら
れ
て
き
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
知
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
ス

ト
ー
リ
ー
か
ら
新
た
な
発
見
が
あ
り
、

そ
れ
を
今
世
紀
の
新
た
な
視
点
で
語

る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市
で
あ

る
ロ
ン
ド
ン
の
多
面
的
な
顔
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
っ
た
。

　経
済
格
差
、
難
民
問
題
、
ブ
レ
グ

ジ
ッ
ト
、
コ
ロ
ナ
禍
、
そ
し
て
Ｂ
Ｌ

Ｍ
で
揺
れ
る
イ
ギ
リ
ス
で
、
ロ
ン
ド

ン
は
、
今
後
も
、
様
々
な
難
題
を
抱

え
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
ロ
ン
ド
ン

は
何
度
も
危
機
を
乗
り
越
え
て
再
生

し
て
き
た
。
不
思
議
の
国
の
ロ
ン
ド

ン
の
物
語
は
、
ま
だ
続
く
の
で
あ
る
。

�

著
者
よ
り

つ
な
が
っ
て
い
る
人
々
の
間
に
、
ど

れ
だ
け
の
連
帯
が
あ
る
か
。
出
会
い

が
あ
る
か
。
支
え
合
い
が
あ
る
か
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
な
が
り
過
ぎ
て
い
る
こ

と
が
、
つ
な
が
り
の
中
か
ら
落
ち
こ

ぼ
れ
る
こ
と
へ
の
恐
怖
を
あ
お
り
、

人
々
の
魂
の
閉
塞
を
も
た
ら
す
。
そ

ん
な
つ
な
が
り
の
中
に
、
真
の
共
生

は
な
い
。

　共
に
生
き
る
と
は
、
す
な
わ
ち
手

を
差
し
伸
べ
合
う
こ
と
だ
。
耳
を
傾

け
合
う
こ
と
だ
。
お
互
い
に
相
手
の

た
め
に
涙
で
き
る
目
を
も
つ
こ
と
だ
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
本
書
を
書
き
進

む
中
で
改
め
て
確
認
し
た
。

　こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
真
の
共

生
力
を
持
つ
人
々
の
人
物
像
を
プ
ロ

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
し
て
み
た
。
そ
の
結

果
、
真
の
共
生
者
に
は
四
つ
の
特
性

が
備
わ
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
確
信
に
達
し
た
。
そ
れ
ら
は
、「
対

岸
の
火
事
を
決
し
て
無
視
し
な
い
隣

人
愛
」、「
横
暴
な
権
力
に
は
容
易
に

屈
し
な
い
反
骨
魂
」、「
連
帯
を
呼
び

か
け
る
こ
と
を
躊
躇
し
な
い
仲
間
意

識
」、「
弱
き
を
助
け
強
き
を
く
じ
く

義
賊
的
気
概
」で
あ
る
。
彼
ら
を
探

し
出
し
た
い
。
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介

同成社
1,700円（税抜）

入
門�

埋
蔵
文
化
財
と�

考
古
学

水み
ず

ノの

江え

和か
ず

同と
も（

文
学
部
教
授
）著

　日
本
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
発
掘

調
査
の
件
数
は
毎
年
約
８
、０
０
０

件
。
こ
れ
は
文
化
財
保
護
法
に
基
づ

く
日
本
独
自
の
ル
ー
ル
に
よ
る
も
の

で
、
世
界
的
に
み
て
も
突
出
し
て
多

い
件
数
で
あ
る
。

　発
掘
調
査
を
直
接
に
お
こ
な
っ
て

い
る
の
は
、
そ
の
大
部
分
が
地
方
公

共
団
体
や
法
人
調
査
組
織
に
所
属
す

る
約
５
、６
０
０
人
の
埋
蔵
文
化
財

専
門
職
員
で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、

大
学
で
考
古
学
や
歴
史
学
を
学
び
、

埋
蔵
文
化
財
保
護
に
関
す
る
専
門
的

な
試
験
を
受
け
て
採
用
さ
れ
る
。
つ

ま
り
、
大
学
で
学
ん
だ
考
古
学
の
知

識
や
技
術
を
活
か
し
て
こ
の
職
業
を

選
択
す
る
の
で
あ
る
。

　と
こ
ろ
が
、
そ
の
学
生
た
ち
が
埋

蔵
文
化
財
保
護
に
関
す
る
行
政
の
仕

組
み
や
具
体
的
な
業
務
内
容
を
学
ぼ

う
と
し
て
も
、
そ
れ
を
網
羅
的
に
説

明
し
た
入
門
書
は
意
外
と
見
当
た
ら

な
い
。
そ
こ
で
本
書
の
最
大
の
目
的

は
、
埋
蔵
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
興

味
の
あ
る
学
生
に
そ
の
内
容
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
、
そ
れ
が
魅
力
あ

る
世
界
で
あ
る
こ
と
を
正
し
く
伝
え

る
こ
と
に
あ
る
。

　そ
し
て
も
う
一
つ
の
目
的
は
、
実

際
に
埋
蔵
文
化
財
保
護
に
携
わ
る
現

役
の
若
手
専
門
職
員
に
対
し
、
半
世

紀
余
り
に
及
ぶ
埋
蔵
文
化
財
保
護
の

歴
史
の
な
か
で
、
そ
の
細
分
化
と
多

様
化
の
進
行
に
よ
り
複
雑
に
な
っ
た

仕
組
み
の
理
解
を
助
け
る
こ
と
に
あ

る
。　福

岡
県
教
育
委
員
会
に
12
年
、
九

州
国
立
博
物
館
に
６
年
、
文
化
庁
に

12
年
、
合
計
で
30
年
に
及
ぶ
公
務
員

経
験
を
活
か
す
べ
く
、
そ
し
て
図
や

写
真
や
コ
ラ
ム
を
駆
使
し
て
本
書
を

ま
と
め
て
み
た
。

�

著
者
よ
り

ＫＡＤＯＫＡＷＡ／角川選書
1,500円（税抜）

暮
ら
し
の�

古
典
歳
時
記

吉よ
し

海か
い

直な
お

人と
（
女
子
大
表
象
文
化

学
部
特
任
教
授　

）著

　本
書
は
前
著『
古
典
歳
時
記
』（
角

川
選
書
）の
続
編
と
し
て
刊
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
前
著
は
日
本
古
典

文
化
の
案
内
書
と
し
て
、
歳
時
記
風

に
四
季
折
々
の
言
葉
の
語
源
と
意
味

を
解
き
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
加

え
て
京
都
文
化
に
つ
い
て
も
、
役
に

立
ち
そ
う
な
テ
ー
マ
を
選
ん
で
紹
介

し
た
。

　そ
の
前
著
が
好
評
だ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
ま
だ
紹
介
し
て
い
な
い
テ
ー

マ
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
続
編
と
し
て
出
版
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
も
ち
ろ
ん
古
典
歳
時

記
の
充
実
に
は
力
を
注
い
で
い
る
が

前
著
に
は
な
い
新
た
な
試
み
と
し
て
、

第
二
章「
記
念
日
あ
れ
こ
れ
」や
第
四

章「
生
活
の
中
の
古
典
文
学
」を
加
え

て
み
た
。「
記
念
日
あ
れ
こ
れ
」に
は

「
い
ち
ご
記
念
日
」「
カ
ル
ピ
ス
の
誕

生
日
」「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
誕
生
秘

話
」な
ど
、
現
代
的
な
話
題
を
掲
載

し
て
い
る
。
ま
た「
生
活
の
中
の
古

典
文
学
」に
は
、「
お
に
ぎ
り
と
お
む

す
び
の
違
い
」「
卵
と
玉
子
の
使
い
分

け
」「
う
ま
い
と
お
い
し
い
」「
正
露
丸

の
意
味
」「
絆
創
膏
の
呼
び
方
」な
ど
、

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
知
識
が
目
白
押
し

で
あ
る
。

　ま
た
元
号
が
令
和
に
改
ま
っ
た
の

で
、
第
一
章「
新
・
歳
時
記
」に
は「
新

し
い
元
号
」「
新
元
号「
令
和
」の
出
典

に
つ
い
て
」を
加
え
た
。
ま
た
子
年

に
因
ん
で「
ね
ず
み
の
基
礎
知
識
」も

載
せ
て
い
る
。
第
三
章「
花
鳥
風
月

を
楽
し
む
」で
は
、「
都
鳥
幻
想
」「
蜘

蛛
の
文
学
史
」な
ど
文
学
的
な
話
題

を
選
ん
で
い
る
。
第
五
章「
京
都
文

化
」に
は「
近
衛
の
糸
桜
」「
銀
が
な
い

の
に
銀
閣
寺
」な
ど
、
知
っ
て
お
い

て
ほ
し
い
京
都
の
知
識
を
解
説
し
て

い
る
。
日
本
文
化
を
楽
し
く
学
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

�

著
者
よ
り
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お問い合わせ：法人部法人事務室
　　　　　　　京都市上京区今出川通烏丸東入
　　　　　　　TEL：075-251-3006　FAX：075-251-4980　E-mail：ji-hojin@mail.doshisha.ac.jp
　　　　　　　https://www.doshisha.ed.jp/

お 知 ら せ

　平素から学校法人同志社へのご理解、ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。 
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、世界中で多くの人々の生活が一変しました。学校法人同志社が設置する学校
には、約4万2000名の学生、生徒、児童、園児が在籍していますが、政府の緊急事態宣言を受け、一時はすべての
学校が休校等になり、教室で学ぶことができない状況を余儀なくされました。 
　各学校では、緊急対策本部を立ち上げるなど、地域や卒業生のお力添えのもとで、社員が英知を出し合い、インタ
ーネット学習環境の整備など、力を合わせて、学生、生徒、児童、園児に寄り添いながら、教育水準、教育環境の維
持・向上のために努力を続けています。
　ワクチン開発が進められていますが普及にはまだ時間を要する中、感染予防と経済活動の両立で長期化するWith　
コロナ社会においては、学費支弁者への影響も大きく、就学をあきらめなければならない在学生が生じています。
　そこで本法人としては、同志社教育を受けることを希望し入学した在学生が失意のうちに終わることがないよう、
窮地に立たされている在学生に対して、支援金を給付することを決定いたしました。
　しかし、これらの取組を学費収入等で賄うことは難しいことから、この度「新型コロナウイル
ス感染症に伴う在学生支援募金」を開設して、卒業生、教職員のほか、広く社会の各方面からの
ご寄付を募ることといたしました。
　つきましては、本募金事業の趣旨をご理解いただき、何とぞ温かい
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

【お申込方法】
　「学校法人同志社 募金のご案内」からご寄付いただけます。

 　https://bokin.doshisha.ed.jp/fund/shien.html
　クレジットカード、口座振替、ネットバンキング、コンビニ支払い、金融機関窓口からの振込での
お申込みが可能です。 
　インターネットからのお申込みが困難な場合やご不明な点がある場合は、下記にお問合せください。

新型コロナウイルス感染症に伴う
在学生支援募金についてのお願い

学校法人 同志社　　　　
総長・理事長　八田 英二

寄付金募集要項

【募金目的】長期化する新型コロナウイルスの感染拡大により、学費の支弁に著しい支障の生じた在学生に対し、
支援金を給付すること。

【募集期間】2020年6月1日から2026年3月31日まで
【お申込金額】個人 … 一口　1万円（一口未満のご寄付についても有難くお受けいたします）
　　　　　　 法人／団体 … 一口　10万円

【学校指定について】
　支援を必要とする在学生数（学生、生徒、児童、園児）は、学校によって異なるため、支援対象者は同志社が
決定し、同志社在学生修学特別支援金として給付させていただきます。
　ただし、ご寄付いただく際に特段のご希望がおありの場合は、寄付金の一部もしくは全額について、特定の学
校をご指定いただくことができます（例：全額を同志社国際中高を指定。半分を同志社小学校、残りを同志社に
一任。etc.）。なお、この場合に大学を指定された場合は「ALL　DOSHISHA募金　特定寄付奨学金」として、
女子大学を指定された場合は「サポーターズ募金“ぶどうの樹”経済的困窮学生に対する奨学金」として在学生
に給付させていただきます。

【税制上の優遇】
　学校法人同志社は、文部科学省より「税額控除対象法人」および「特定公益増進法人」の認可を受けており、
同志社へのご寄付は個人によるご寄付の場合、所得税の「税額控除」または「所得控除」のいずれかを選択いた
だけます。
　さらに、お住まいの地域によっては、住民税の「税額控除」の対象になります。
　詳細は、https://bokin.doshisha.ed.jp/tax/index.htmlを参照ください。



67

お 知 ら せお 知 ら せ

　ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を、資料で
紹介する展示施設です。ハリス理化学館は、J.N.ハリスの寄附をもとに1890（明治23）
年に竣工し、永らく同志社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重
要文化財に指定されています。

【新型コロナウイルス感染症拡大予防について】
同志社ギャラリーでは新型コロナウイルス感染症の拡大予防対策を実施し
ております。来館前に同志社ギャラリーHPにある「新型コロナウイルス
感染症予防のためのお願い」をご確認いただき、感染症拡大予防にご協力
をいただけますようお願いいたします。
なお、感染拡大の影響で会期が変更することがございます。来館前に同志
社ギャラリーHPで開館状況をご確認ください。

【常 設 展】ギャラリー内には₆つの常設展示室が設けられています。₁階には「新島
襄の人と思想」、「同志社のあゆみ」、「世界の中の同志社」、「同志社の今」、
₂階には「J.N.ハリスと同志社」、「京都の中の同志社」と、部屋ごとにテ
ーマがあり、創立以来の歴史と共に、京都や世界と共に歩んできた同志社
の足跡をたどることができます。（₂か月に₁回程度の展示替え有）

【企 画 展】第22回企画展
タイトル：「「支え合う志」をつないで―障がい学生支援制度発足20周年―」
期　　間：2021年₃月19日（金）～₅月23日（日）（月曜日・祝日は休館）
場　　所：ハリス理化学館同志社ギャラリー₂階企画展示室（今出川キャンパス）
主　　催：同志社大学学生支援センター障がい学生支援室・同志社大学同志社社史資料センター
　　　　　※障がい学生支援室は2021年₄月に再編予定。
協　　力：全国高等教育障害学生支援協議会（AHEAD Japan）、  

大学コンソーシアム京都、日本学生支援機構（JASSO）、日本財団、  
日本聴覚障害学生高等教育支援ネットワーク（PEPNet-Japan）

【入 場 料】無料
【開館時間】10：00～17：00（最終入館16：30まで）
【閉 館 日】  日曜日（企画展開催中は開館）、月曜日、祝日、ゴールデンウィーク、夏期

休暇中の一定期間、年末年始。
※  開館日等を変更する場合があります。お越しになる前にホームページ等でご確認ください。

【場　　所】同志社大学　今出川キャンパス
※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
ホームページ：https://harris.doshisha.ac.jp/
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp

ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内

入場無料
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お 知 ら せ

　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を堂上華族の高松保実が所有していました。1875（明治₈）年11月29日、新島襄は、
この高松邸の半分を賃借して仮校舎とし、生徒₈名で同志社英学校を開校しました。翌
年、英学校は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸を購入し、
自宅を1878（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社発祥の
地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開します。

【新型コロナウイルス感染症拡大予防について】
新島旧邸では新型コロナウイルス感染症の拡大予防対策を実施しておりま
す。来館前に同志社社史資料センター新島旧邸HPにある「新型コロナウ
イルス感染症予防のためのお願い」をご確認いただき、感染症拡大予防に
ご協力をいただけますようお願いいたします。
なお、感染拡大の影響で運営を変更することがございます。来館前に同志
社社史資料センターHPで開館状況をご確認ください。

【公開期間】①通常公開　2021年4月6日～7月31日、9月2日～11月30日、2022年3月1日～3月31日
　　　　　　毎週　火・木・土曜日（祝日は除く）
②特別公開　4月1日～4月5日（春の特別公開）、7月25日・8月1日（オープンキャンパス）
　　　　　　10月1日～10月5日（秋の特別公開）、11月14日（ホームカミングデー）
　　　　　　11月29日（創立記念日）、2022年3月20日～3月22日（卒業式）
※公開日の詳細はHPをご覧ください。https://archives.doshisha.ac.jp/

【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】①通常公開

　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内部には入場できません）。
②特別公開
　旧邸周囲および建物内部（母屋₁階と附属屋）に入場できます。
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。
【団体見学申込】  10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の₁週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：n-kyutei@mail.doshisha.ac.jp

新島旧邸公開のお知らせ

入場無料
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同志社女子教育と体育・スポーツ

お 知 ら せ同志社女子大学史料センター
第24回企画展

　３つの正三角形からなる同志社徽章は、知・徳・体の三位一体の教育理念の象徴であ
ると言われています。同志社の女子教育の中でも、心身に健康をもたらすための教育は
常に重視されてきました。それは、正課の授業に加えて、スポーツフェスティバルや課
外活動など多面的に展開されています。今回の企画展では、本学の体育教育およびスポ
ーツの歩みを振り返り、それが果たしてきた役割を見直していきます。

期　　　　間：2019年11月22日㈮～2021年7月30日㈮
時　　　　間：10：00～16：00
閉 　 室 　 日： 土・日・祝日　および2021年4月30日  

（ただし、2021年7月19日は開室しております）
場　　　　所：同志社女子大学史料センター
　　　　　　　（今出川キャンパスジェームズ館１階展示室）
主　　　　催：同志社女子大学

同志社女学校でのなぎなたの稽古 同志社社史資料センター提供

お問い合わせ：同志社女子大学史料センター
　　　　　　　〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入
　　　　　　　TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201
　　　　　　　E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp

期間延長！
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●同志社広報委員会小委員会委員
ABC順・〇印委員長

大学神学部助教 木谷　佳楠
大学文学部准教授 山田　　徹
大学社会学部助教 奥井　　遼

大学法学部教授 勝山　教子
大学経済学部教授 久保徳次郎
大学商学部准教授 内野　雅之

○大学政策学部教授 岡本由美子
大学文化情報学部助教 田中　　雄

大学理工学部教授 稲葉　　稔
大学生命医科学部准教授 貞包浩一郎

大学スポーツ健康科学部准教授 海老根直之
大学心理学部教授 及川　昌典 

大学グローバル・コミュニケーション学部助教 REGINE DIETH
大学グローバル地域文化学部准教授 SUSANNA PAVLOSKA

女子大学学芸学部教授 中野　慶理
女子大学現代社会学部教授 大津　正和

女子大学薬学部准教授 松元　加奈
女子大学看護学部専任講師 葉山　有香

女子大学表象文化学部准教授 宮腰　直人
女子大学生活科学部教授 奥田　紫乃
中学校・高等学校事務長 鎌田　伸一

香里中学校・高等学校事務長 内山　一栄
女子中学校・高等学校事務長 磯田　信行
国際中学校・高等学校事務長 貴志　浩行

小学校事務長 齋藤　道子
国際学院事務長 細川　　譲
幼稚園教諭 竹中　琴恵

法人事務部長 柳井　　望
大学広報部長 朝田　邦裕

法人事務部校友同窓課長 矢田　直人
大学広報部広報課長 今西　　覚

女子大学広報部広報室広報課長 渡邉　一郎
※職名は同志社広報委員会小委員会発足時のものです。

●編集協力　 アルカダッシュ

●同志社時報の申し込み
・送料（ゆうメール着払い：１冊236円）のみのご負担で

ご講読いただけます。
・お申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。
・宛先　〒602-８５８０ 京都市上京区今出川通烏丸東入
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編集人　　岡本由美子
発行人　　八田英二

発行　　学校法人同志社
同志社大学広報課同志社時報係
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印刷所　株式会社 ＩＴＰ
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 Doshisha college song   Words by W. M. Vories  Music by Carl Wilhelm

One purpose, Doshisha, thy name

Doth signify; one lofty aim:

To train thy sons in heart and hand

To live for God and Native Land.

Dear Alma Mater, sons of thine

Shall be as branches to the vine;

Tho’ through the world 

we wander far and wide,

Still in our hearts thy precepts shall abide!

同志社よ、その名は一つの目的を意味する。

その学徒の精神的、肉体的に、

神のため、祖国のため、生きんという

一つの崇高な目的を。

親愛なる母校よ、同志社の学徒は、

ぶどうの枝のごとくつながりゆくことであろう。

たとえ、世界くまなく、広くはるかに、

われらさまようとも、汝の教訓は、

われわれの心に永遠に生き続けるであろう。

� （訳：児玉　実英）

同志社の一貫教育体制
The Integrated Educational System of the Doshisha

同志社
中学校・高等学校

Doshisha
Junior & Senior High School

同志社香里
中学校・高等学校

Doshisha Kori
Junior & Senior High School

同志社女子
中学校・高等学校
Doshisha Girls’

Junior & Senior High School

同志社大学・大学院 
Doshisha University

Doshisha Graduate School

同志社女子大学・大学院
Doshisha Women’s

College of Liberal Arts/
Graduate School 

同志社小学校
Doshisha

Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

同志社国際学院 初等部
Doshisha

International Academy
Elementary School

同志社国際
中学校・高等学校

Doshisha International
Junior & Senior High School

同志社国際学院 国際部
Doshisha International School, Kyoto

＊一定の条件があります（帰国生の要件）

＊
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